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序

上市町では町の北西部 を走る北陸自動車道の建設に先立ち,あ わせて 8遺跡の発掘調査を実施 しました。当遺跡群

は,昭和48・ 49年に行なわれた分布調査で発見されたもので,そ れまでこのような平野部に遺跡があることはまった

くわかってお りませんでした。背後に3,000m級の山岳地帯をひかえる当町は,そ こに源を発する上市川がたびたび氾

濫し,そのため平野部は人々の生活に適さないだろうとの見方がありました。 ところが発掘調査の結果,縄文時代か

ら江戸時代に至るまでの上器・木器や住居跡・水路などが発見され,洪水 と聞いながらも絶えることな く生活を続け

てきた先人の偉大さを知 ることができました。

発掘成果の中で,特に重要なものとして,弥生時代の遺構群 と弥生時代から江戸時代にわたる約50,000点 に及ぶ木

製品の発見が挙げられます。「弥生の発見,上市江上遺跡は語る」 と題 して51回 にわたって紙上掲載されたほどです。

ご存じのように,弥生時代は米作 りと鉄器の使用が始まった時代で,今 日の私達の生活基盤が形づ くられたと言われ

てお ります。正印新・江上A・ 江上 Bの各遺跡では住居跡や倉庫が,中小泉遺跡では水路や堰が,飯坂遺跡では方形

周濤墓が発見されました。このことから3つ以上の家族が共同墓地を中心に′点在し,そ の間に水田が作 られている弥

生時代後期の村の跡が,今では一面の水田地帯の地下深 くに埋没していることが明らかになりました。また遺跡の時

期を決める目安 となる弥生土器は,山 陰地方,近畿地方,東海地方,東北地方など全国各地域 との交流が,そ の当時

から活発に行なわれていたことを教えて くれました。

木製品は,遺跡群が湿潤なところに形成されていたために残ったもので,通常の遺跡では腐触 して残 らないもので

す。このような条件にあったため,植物の種子や花粉,動物の骨なども多数残されてお り,土器・石器だけでは語る

ことができない問題にもアプローチできる特徴があります。例えば,樹木やその他の植物から当時の自然環境や植物

利用の様子を知ることができ,木製農具や堰か らは当時の農業技術の状況を復元できます。また,木製の漁具・狩猟

具 。容器・火おこし具 。紡織具・楽器などから, 日常生活の様子 も知ることができました。

本書は幸いにも,木器の樹種や植物の種子・花粉,動物の骨の同定など,それぞれ専門分野の先生方に御協力いた

だき,その成果をあわせて掲載することができました。

今年は当遺跡群が発見されてから,ち ょうど10年 目にあたります。昭和53・ 54年に行なわれた発掘調査で掘 り出さ

れた遺物が膨大な量であったため,整理作業に 4年間を費しました。その問,遺構編,土器・石器編を順次刊行 して

きましたが,こ の木製品・総括編の刊行 をもって整理作業はすべて完了したことになります。 しか し,発掘された多

くの遺物は,上市町及び富山県の歴史を物語る資料 として大いに活用され,本書も我国の弥生時代社会の様子 を明ら

かにしていくための新たな踏台として, 多くの方々に活用されれば幸いです。

さて,調査の実施か ら遺物整理に至るまで, 日本道路公団新潟建設局,富 山県教育委員会をはじめ とする関係機関

の多くの方々から多大の御協力をいただきましたことに対 し衷心より厚 くお礼申しあげます。

昭和59年 3月

上市町教育委員会



例  言

1.本書は,高速自動車国道北陸自動車道 (上市工事区)建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は,昭和53・ 54年度に実施し,報告書は,遺構編,土器 。石器編,木製品 。総括編の二部作として刊行

する計画で進めており,56年度に第一分冊遺構編を,57年度に第三分冊土器 。石器編を刊行 している。本書は,第

三分冊の木製品・総括編である。

3.本書に収録したのは,富 山県中新川郡上市町に所在する下記の8遺跡である。

神田遺跡 。正印新遺跡・下経田遺跡 。中小泉遺跡・飯坂遺跡 。江上A遺跡・江上B遺跡 。東江上遺跡

4.本書の刊行は, 日本道路公回 (新潟建設局)の委託を受けて,上市町教育委員会が行い,出土遺物の整理及び本

書の編集は,富 山県埋蔵文化財センターが担当した。

5。 本書の作成にあたって,遺物整理・実測・製図などの業務は,下記の者が担当した。

富山県埋蔵文化財センター :橋本 正 。岸本雅敏・狩野 睦・酒井重洋 。宮田進―・神保孝造・久々忠義・橋本正

春 (以上調査担当者),上野 章 。関  清・山本正敏 。池野正男・松島吉信

杉崎容子・土田節子・土田ユキ子・坪田和子 。坪田信子・矢後知恵子・山ロチズコ 。清水由美子・須藤順子・中濤

治代・小竹富佐子・山口玲子・平野裕子・古邸千佳子・松田千春 。殿邑宏美・笹倉都貴子・荒井一美・塚田一成・

富山大学学生 :贄 元洋・北野博司・楠 正勝・吉田秀則・荒川 史・木原 光・田上浩幸・遠山昌和 。中川 渉

西田昌功 。林 浩明 。原田和幸・松田知幸・森 秀典・横山貴広 。宮田佐和子・南出そのみ 。武藤 秀・吉田由香

坂口美智子・江幡和子・田辺いずみ 。曽根千穂,竹内純子

なお,調査ならびに整理期間中の事務は下記の者が担当した。

富山県埋蔵文化財センター 昭和54年度 所長竹内俊一 主任川口 稔 文化財保護主事山本正敏

昭和55年度 所長竹内俊― 主任荒井真一郎 文化財保護主事山本正敏

昭和56年度 所長古岡央明 主任荒井真一郎 文化財保護主事神保孝造

昭和57年度 所長古岡夫明 主任金田 弘 文化財保護主事神保孝造

昭和58年度 所長古岡英明 主任出村昭夫 文化財保護主事狩野 睦 。池野正男

上市町教育委員会 昭和54年度 社会教育課長井戸川義邦 社会教育主事広島丈志 主事斎藤 隆

昭和55年度 社会教育課長井戸川義邦 社会教育主事広島丈志

昭和56年度 社会教育課長荒川武夫 社会教育課主任広島丈志 同主任稲垣博子 主事高慶 孝

昭和57年度 社会教育課長荒川武夫 社会教育課主任広島丈志 同主任稲垣博子 主事高慶 孝

昭和58年度 社会教育課長荒川武夫 社会教育課主任広島丈志 同主任稲垣博子 主事高慶 孝

6.自 然遺物の同定分析にあたっては,下記の先生方に引き受けていただき,玉稿をいただいた。

大阪市立大学理学部 粉川昭平,大阪府立大学農学部 藤下典之,早稲田大学教育学部 金子浩昌,

広島大学総合科学部 安田喜憲,元興寺文化財研究所 松田隆嗣,富山大学教養部 吉井亮―,

富山県木材試験場 飯島泰男,長谷川益夫,

7.本書は,調査担当者が編集・執筆を行い,執筆分担は下記のとおりである。

I A酒井重洋, B宮田進―, C狩野 睦, D久々忠義, E宮田進一

H A・ B・ C久々忠義,D宮田進一

Ш A粉川昭平,吉井亮―,B藤下典之, C飯島泰男,長谷川益夫,

D安田喜憲,E酒井重洋,FoG・ H久々忠義
む



8。 本書に掲載した本製品の写真撮影は,株式会社チューエッ写真部と株式会社立業社に委託した。

9。 木器の写真図版の縮尺は,統一をはかっていない。実測図版のスケールを参照願いたい。

10,遺物番号は,遺跡単位で一連番号を付した。

11.遺物の出土区,出上遺構ぅ出土土器・石器については,すでに刊行した『遺構編』及び『土器 `石器編』を参照

されたい。

12.遺物の分類は遺跡ごとに1行 い,統下をはかっていない。

13.遺物整理,本書の作成にあたって,次の諸機関・諸氏から指導と助言をうけた。記して謝意を表する。

文化庁,奈良国立文化財研究所,元興寺文化財研究所,富山県―木材試験場,富山大学地学教室,富山大学考古学研

究室,京都大学,富山考古学会,富山県警鑑識課

坪井清足 `佐原 真 ,町田 章・西山要―・橋本澄夫・仲上 誠・宮石宗弘
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A正 印 新 遺 跡

正印新遺跡は,弥生時代中期から古墳時代 。中世 。近世の複合遺跡で,濤・井戸・住居跡・高床倉庫跡・土墳など

が検出された〔酒井 1981〕。出土遺物は,弥生時代中期から古墳時代の土器 。石器,中・近世の陶磁器類を初め「遠賀

川式上器」が発見され注目された〔酒井1982〕 。また,濤・土獲内からは,木製品が出土したが用途を知ることのでき

るものは少なく杭 。板・棒・加工痕を残す木片が大半を占める。(図版 1～ 6)

弥生・古墳時代

用途不明の木製品と柱根がある。木製品 (6・ 8)は , S D10出 上でいずれも片側が握 り手状にふくらむもので,

6は対する端に狭 りを設ける。 2は ,長 さ39cm,幅 1,3Cm,厚 さ 5 mmで一端を山形に削り,切 り込みを入れ,他の一端は

剣先状に尖らせるもので斎串状の木製品である。13は , S B21(高 床式倉庫)の柱根で大形材の割 り材を用い外面は

丁寧に削られる。また,底面から狭 りが幅約 4 cm,長 さ約28cmで 設けられる。同様の柱根は,江上A遺跡の S B14・

20に一例ずつみられ建物等の転用材の可能性をもつ。住居跡 S B22(12・ 16)の柱根はいずれも大形材の割 り材で外

面に成形痕をとどめる。S B24は ,弥生中期の住居跡で同一箇所で 2～ 4回の建替えが推測できる。柱根は,20を 除

き丸木材を利用し木材の利用方法・材質が S B21・ 22と 異なり時期差 と考えられる。また,江上A遺跡でも同様に大

形材の割 り材を柱とする住居跡が多くS B21・ 22は ,木材の利用法は共通する。

中 。近世

S D001・ S B23・ S K26・ 29か ら検出され,生活用品が大半を占める。 S D01出土木器は,下駄・漆器 。柄杓・用

途不明の木製品がある。下駄 (1)は ,針葉樹の心持材より作る一木造 りで歯は厚 く全体にがっしりした作 りである。

前壺には,指あたりが残る。柄杓 (3)は ,薄板を桜皮により級じ合せ作られ,底板には削り痕が残る。漆器椀(5)

は,高い高台が付き,底面が厚 く作られる。外面は,黒漆を施し白灰色の円を描き中に花文を朱描する。内面は,朱

漆が施される。塗 りは,全体に雑である。同様の漆器椀は,小矢部市桜町遺跡〔伊藤・安念1982〕に多くみられその形

態は似る。 7は ,一端に方形の孔をあけ,他方に狭 り込みを設け,中央部に一対の小孔を穿つ木器で, 自在鉤の部分

とも考えられる。 4は ,S K26出 上の柱根で切口に工具痕を残す。また, S D 001同 様の漆器椀の破片が出上している。

これらはいずれも近世の木製品である。曲物底板 (4)は , S K29出 上で炭化米と伴に出上した。楕円形を呈し,側

面に木釘痕を数本残す。10は ,掘立柱建物 S B23の柱根で心持ち材を使用している。

樹種は,9～ 13・ 16がスギ,15がヤマナラシ,17が クヌギ,18。 19が シイノキである。

B飯 坂 遺 跡

木製品の総数は木片も含めて54点である。その大部分はX4～ 9,Y50～ 58区にある中世の濤か ら出土 している◎

5/TN生 時代後期の方形周濤墓の周滞からは 9フミ出上 している (図 版38～ 40)。 樹種は 9～ 12がハンノキ,13がヤマグワ。

1は 細長い板材の一側面にえぐりを入れている。長さ76cm。 建築材か。 2は一端に突出部をつ くり, もう一端 を細

く尖らせた,用途不明の木製品である。板 目材,長さ53.5Cm。 3は長さ38Cm,一辺1.6Cmの 角材の両端 を削 り出して細

くしたものである。 4は長さ21Cmの下駄である。幅は6～ 8.4Cmで ,両端がすばまり,後壺付近で最大幅 となる。前の

木口が厚 く1.4cm,後の木口は0,9Cmで あり,台部の裏の下半分は削られて薄 くなっている。 5～ 8は 曲物の底板であ

る。推定底径 16.8～ 19Cmで ,厚さ0.5～ 0。 7Cmである。柾 目材。 5～ 7の 片面は黒漆塗 りである。 9～ 13は S B18(中

世以降 )の柱根である。柱根は直径 16～ 30Cmの 心持ち丸材を用い,下端木回は鋭 く尖 り杭状になっている。
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C中 小 泉 遺 跡

中小泉遺跡より出土 した木器及び,自 然木に何 らかの加工 を加えたものの総点数は29028点 である。 時代的には弥生

時代中 。後期,古墳時代前期,中世のものがある。量的には弥生時代後期から古墳時代前期に属するものが多く,中

でも滞 (S D27)よ り発見されたものが最 も多い。これらの木製品のうち用途が推定できるものは少な く,棒ないし

板状の用途不明品が大半をしめる。 (図版 7～ 37)

弥生 。古墳時代

1.鍬・鋤 (1～ 3)

S D27の東側シガラミより2点 出上した。 1は二又の歯を持つもので,歯の 1本は途中で欠損 している。長さは一

部歯の先端 を欠 くが56.4Cm,最大幅10cm,厚さは頭部で l cm,歯 の先で1.5 Cmと 歯が若千厚 くなるが,身の両面はほ

ぼ平坦である。歯の長さは23Cm,幅 1.6～ 4.4cmで先がやや尖る。頭部は山形状をしてお り,身の中央で両側に「く」

の字状のえぐりが入る。柄穴は 5× 2 cmの 方形で,柄穴の長軸両端の断面が「∩」状をしている。柾 目材を使用。 3

は身の右半分を欠損 しているが, 1と ほぼ同形態の頭部 と,身の両側に「く」の字状のえ ぐりが入る。平面形は,ナ

スビの縦断面に似た形状である。長さは63.7Cm,現存幅5,7cmで ,推定の刃部幅は約12cm程度になると思われる。厚さ

は頭部で2 2cm,刃 部で1.6Cmと 頭部が若千厚 くなっている。刃部の裏面には 3～ 5 Cmのゆるく湾曲した線状痕が見ら

れる。柄穴は方形で,長さ6.2cm,推定幅で約 4 Cn程 と思われる。着柄角度は約56度 である。柾 目材使用。 2は SD27

東側シガラミの下流より出土。形は歯の下半部及び先端 を欠 くが,二又の歯を持つ もので,現存長は28.4cmで,身の

最大幅は10.4Cm,厚 さ 4 Cmと 厚手な作 りである。身の上部には段 を設け,先端 を欠損 しているが,幅4 5Cn,長 さ3 cm,

厚さ 3 Cmで ,断面がかまぼこ形をしてお り,裏面の平坦面に柄 を付ける着柄軸が残っている。肩は下が りぎみで歯へ と

うつる。柾 目材使用。

樹種はすべてクヌギである。

2.編板 (3)

1点 S D27西側シガラミより出土した。長い板 目材の側面に刻みをつけたもので,菰や俵等を編む時用いたものと

思われる。現存長は78.7Cm,幅 1lCm,厚 さ 2 cmで刻みのある側面の厚さはo.5Cmと 薄 くしている。刻みの間隔は,0.5・

1・ 2.2cmの 間隔で刻み 2個 を 1組 とするものと,1個だけの刻みがあり不揃である。刻みのある側に 1個所3.5× 0.9

Cmの方形状の穴を設けている。

3.用途不明木製品 (図版 9～ 32)

(1)棒状木製品 (4・ 5。 7・ 42。 43・ 48・ 49・ 51・ 53～ 56・ 63・ 66・ 68・ 69・ 71・ 72・ 77～ 79・ 81・ 82)

端部 を削るもの (4・ 5・ 7)

4は 完成品で,長さ58.8Cm,径 2.lcmの 断面楕円形の棒で,両端の表裏を端から 2 cmほ ど削 り差込状 としている。 5

は上端 を欠 くが,下端の両側を右左対称に削る。下端の側面に長さ 2 cm,幅 1.8Cmの クサビ状の木片が入っている。 7

は断面円形の樹枝で下端 を欠 く。現存長は25.9cm,径 1.6Cmあ り,先端部を削 り突起状 としている。 7は S D27東側シ

ガラミより出土した。

端部を尖らすもの (63・ 65・ 66・ 71～ 73・ 76・ 77・ 81・ 82)

端部を尖らせ杭状にしたもので,大小あり,大形の63・ 65。 66・ 82は SD27の シガラミ (63東側,65。 66・ 82西側 )

に用いられていた。また小形の77も 東側シガラミより検出した。樹種は81がスギである。

一端に頭部を作るもの (48・ 49・ 78)

下端 を欠損するが,残存の先端部の 2～ 6 Cm下 を削 り頭部 としたもので,48は S D27東側シガラミより出土 したも
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ので,現存長85Cn,幅 5 Cmあ り,先端を四面から削 りくばませて頭部を作る。49は 現存長62.lCm,幅 4 cmで先端部

を四面より削 りやや頭部状 としている。78は 現存長104.6Cm,幅 6 Cmで,一面を削 り頭部状 としている。

その他の棒 (51・ 53～ 56・ 68・ 69,79)樹種は54・ 55がスギである。

51は 長さ95。 lCm,幅4.5Cmあ り,2カ 所で若千の削 りにより段 を作る。断面はかまぼこ形をしてお り,下端は径3.5Cm

の円形をしている。53は 先端部を欠損するが尖るものと思われる。現存長70.5Cm,幅 4.5Cmで下端にえぐりを入れ矢羽

状 としている。54は 下端 を欠損してお り,上端から 9 Cmほ ど削 り段にしている。55は 両端 を欠損 してお り,上端部を

2 Cmほ ど削 り段 をつけている。56は 下端 を欠損 してお り,先端 より13cm下に2.4× 1.8Cmの 方形の穴を穿っている。な

お下端の欠損部にも穴の痕跡がある。68・ 69・ 79は 細長い棒で,68は 長さ99.2cm,幅 5 Cm,69は 長さ125.4cm,幅 5.3cm,

79は長さlH.4cm,幅 3.8cmあ る。68・ 69に はちょうな痕がよく残っている。54は S D27東側シがラミより出上した。

12)板

穴を持つ もの (9～ 15,17・ 19～ 21・ 24)樹種は14・ 17がスギである。

9。 10は先端近 くに穴を持つ。 9は 0,9× 0.6Cm,loは 88× 3.5Cmの 方形の穴で,い ずれも下端 を欠損する。11～ 15・

17。 19～ 2Ⅲ 24は 片側ないし両側に穴を持つ。11は長さ101.4Cm,幅 13.6Cmで ,右側下端 を一部欠損するが,先端の両側に

円形と方形の穴を持ち,右側に方形 と楕円形の穴が各 1個穿たれている。12は先端及び左側を欠損 し,両側に楕円形

状の穴を持つ。13～ 15は左側に円形・方形の穴を穿ったもの■ 13は長さ125.2cm,幅 13.2cmで,右下端 を一部欠損する。

14は下端を欠き,15は 長さ94.6cm,幅 9.5Cmで,右先端 を一部欠損する。17は下端 を欠き,先端の中央右よりに方形の

穴を穿つ。19は右側及び下端 を欠損 してお り,左側に方形の穴を 2個穿つ。20は両端 を欠き,中央より右側に円形の

穴を穿っている。21は 長さ29.6Cm,幅 8.2cmで中央より左側に円形 と方形の穴を各 1個穿っている。24は 両端及び左側

を欠き,右側に円形の穴を穿ってお り,木口面がゆるく湾曲する。木取 りは15・ 19が柾 目材で,他は板 目材である。

穴を持たないもの (29～ 41。 44・ 47・ 50・ 52・ 70。 104)樹種は47がスギである。

29は下端を欠損 してお り,現存長202.3Cm,幅 24Cmあ り,先端 より10Cm下に幅 6 cm,深 さ 2 cmの えぐりがある。30は

現存長113.4Cm,31は 現存長148Cmで,木口面がゆるく湾曲してお り容器 (槽 )の一部か もしれない。32は 下端 を欠き,

右先端が尖 り,現存長 131Cm,幅 9.5Cmあ り,両面にちょうな痕 をよく残している。33は 左側及び下端を欠き,表面に

荒い加工痕が残っている。34は 長さ107.7Cm,幅 13Cmあ り先端 をやや弧状にする。40は 長さ51.3Cm,幅 11.7Cmで,厚さ

4.4Cmと 比較的厚 く,農具の未成品と思われる。44は 先端を欠損 してお り,左下端を尖 らし,表面には線状痕が残って

いる。50は長さ177.8Cm,幅 12.4cmで,右先端が長さ 9 cm,幅 4 Cmほ ど出ている。52は 長さ88.8cmあ り右側を欠き,厚

さは l Cmと 薄 く,右側面に1.5～ 2 cm間隔で14ヵ 所のえ ぐりを入れている。10引よ長さ8.2cm,幅 7.9cmと 珂ヽさく,先端

をやや尖 らせ,下端 を弧状に くばませる。木取 りは33・ 50・ 52・ 70。 104が柾 目材で,他は板 目材である。32。 44は

S D27の東側シガラミより出上した。

一端 を矢板状に尖 らす もの (58～ 62・ 64)樹種は58。 59・ 61・ 62がスギである。

いずれも上端 を欠損するが,厚さ1.5～ 2.5Cmの 板 目材で,下端 を両面より削 り尖 らせて矢板状にしている。

中  世

1.下駄 (83・ 84・ 94。 95)

4点出土した。すべて一木作 りで,83・ 84・ 94は 連歯下駄,95は 前後の歯を若千肥厚 してつ くりだしているが,台

部より分離していない。後壺は83・ 84・ 95が後歯の前に穿っている。木取 りは83,85が板 目材,94が柾 目材である。

83は 長さ23.9Cm,幅 10.7Cmで,使用のため前歯は若子の痕跡を残すだけである。また表面の摩減 も著 しく,前壷の周

辺に足裏状の浅い凹が残ってお り,主に右足用 と思われる。前後の壺では後壷1.2cmに 比べ,前壺0,8Cmと 小さい。な

お後歯のなかほどを幅 2 Cmほ どぇぐっている。84は長さ22.2Cm,幅 9,9Cmで,台表及び歯の摩減は著 しく,特に後歯に比
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べ前歯がす リヘっている。94は 長さ25.3cmで,両側 を欠 く。使用のため歯は摩減 してお り,台表面の前壺の上が足指

により凹んでいる。95は長さ28.lcm,現存幅 9 Cmで,推定幅18Cmと 他の下駄よりも大きい。台平面形は一部角をおと

した前後に長い八角形状で,前後の壺は方形に穿っている。台底は調整されず,加工痕が残る。84の樹種はモクレン。

2.箸状木製品 (85～ 93)

25点出上した。完形品はな く,四角い棒 を削 り先端 を細 く尖 らす。断面は六角形状ないし方形である。

3.杓子状木製品 (97)

長方形の板 目材から握部 を削 り出し,身の先縁を九 くかどをおとしている。身の片側半分を欠 くが,長 さ24.8cm,

柄幅2 8Cm,厚 さ0.6～ 0.8Cmで,両面 とも平滑に調整 している。

4.折敷 (99)

折敷の側板の隅にあたるもの全 底板 と固定する木釘が一辺に 2本残っている。長さは6.2cm,幅2.9Cm,厚 さ0.8cm

で両面に黒漆を塗っている。

5。 漆器 (100)

11点 出上 しているが断片が多い。100の法量及び高台は,口 径約14.8Cm,器高 5 Cmで,底部は径約7.2cm,深 さ0.3cm

にわたって削 り高台状 としている①

その他

遺物包含層及び濤覆土上面より出土したものをまとめた。

1.弓状木製品 (6)

断面がほぼ丸い樹枝 を用い,全体を丁寧につ くっている。現在長は57.6Cm,最大径2.lcmで,先端部を両側辺から1,8

Cn程削 り落 とし,台形状の突起をつ くり弓と推定できる。時代的には弥生～古墳時代 と思われる。

2.田下駄状木製品 (96)

長さ44cm,幅 26,7Cn,厚 さ 3 cmの長方形状の下駄形をしてお り歯はな く,方形の 3～ 2× 0.8～ 1.2cmの 壺を 3ヶ 所

穿つ。前壺は右側に偏 してお り,両面にちょうな痕がよく残っている。加工等より弥生～古墳時代に属す と思われる。

3.底板 (10Ⅲ 102・ 105)

桶あるいは曲物の底板 と思われる破片で,101は一端が弧状をしてお り,長さ21.8Cm,幅 8.2cm,厚 さ1 3Cmあ る。

102は上端に側板 をとめる穴があり,長さ16.4cn,幅 6 cm,厚 さ0.4～ 0.8Cmあ る。105は 円形の底板の半欠品と思われ ,

長さ8 6Cm,幅 4 Cm,厚 さ0.5～ 0 8Cmあ る。樹種はすべてスギである。

4.棒 (25・ 26・ 42・ 43。 57'67・ 74・ 75・ 80。 103・ 106～ 109)

25。 26・ 57は 穴を持つ もので,26は 下端 を欠き, 2× 1.2cmの 方形の穴を穿つ。そのうちの lヶ所には棒状の木片が

残る。42は長さ15.7Cm,幅 2.2Cmで,左側中央に幅 1.9cmの えぐりが入る。67・ 74・ 75は 端部を杭状に尖 らす ものである。

10割よ下端を欠損 しているが,断面は1.9Cmと ほぼ円形で栓 と思われる。10創ま下端 を欠 くが,先端 を尖らせ,先端より

7 cm下 を削 り断面を方形にしている。107は 長さ14cm,幅 3.8Cmあ り,左側面に幅0 4Cmの 濤状のえぐりを入れる。108

は長さ15.6Cn,幅 3.2cmで,断面がかまばこ形をしている。樹種は67・ 106～ 109が スギである。

5。 板 (16・ 18・ 22・ 23・ 27・ 28,45。 46。 98。 110～ 112)

16・ 18'22・ 23・ 28・ 98は 円ないし方形の穴を持つもので,いずれも一部を欠 く。23は先端部にそって,浅い切 り

込みが入っている。28は 長さ29,8cm,幅 10,7Cn,厚 さ2.6～ 8.5Cmで,表面はほぼ平坦で,下端の中央に径5.5Cm,深 さ

3.6cmの 穴を穿っている。裏面は上端 よりゆるやかに厚 くなり,途中で 4 cmほ どの段 を作る。その段の下に 3× 2.2Cm

の穴を穿って,棒状の木片を差込んでいる。27・ 45。 46。 105・ 110～ 112は 穴を持たないもので,27は 両側 を欠き,先

端中央部を長さ及び幅 とも4.2Cmの 断面六角状にしている。45は 両側を欠損してお り,右側に半円状のえぐりを入れる。

46は 長さ21.5Cm,幅 4.2cmの 方形の板で,両面に線状痕が残っている。樹種は110～ 114がスギである。
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D江 上 A遺 跡

木 製 品

江上A遺跡から出上した木製品の総点数は,14,855点 である。そのうち,人為的な加工痕を認めるもの 、(木器)は

約38%に あたる5,605点 である。

木器のうち,用途が推定できるものは,次の表のものがある。用途の不明なものについては,板・棒 とし,形や穴

などの特徴によって分け,以下説明する。樹種については,Ш .自 然遺物「木製品の樹種」を参照願いたい。

出土した場所は,多 くはSD01・ SD02・ SD03な どの濤内からである。 (第35図参照)

‰
□
◎
剛
醒

1.農 具 鍬・鋤・えぶ り。石包丁形木器・杵・臼 。 (田舟 )

2.工 具 斧柄・刀子柄・火鑽杵 。火鑽臼・鳴子形木器

3.狩猟具

漁粉具

弓 。鏃形木器 (ヤス)。 たも網・櫂

4.紡織具 紡錘車・編板・椅子・矢羽根形木器

器

器

容

食

6.楽 器 琴柱

7.建築材 栓・梯子 ,(ねずみ返 し)・ 柱・井筒・橋

炭化

丹塗 り

心持ち

柾 目

板 目

1.農  具 (図版 1～ 63)

1.鍬 (1～ 12・ 14～ 17)

鍬は18点 あり, 3種に分類する。舟形突起をもち,身の幅と長さの比率がおおよそ1:2になるもの (鍬 A)が 13

点,舟形突起をもたず,身の幅と長さの比率がおおよそ1:4な いし1:5に なるもの (欽 B)が 3点,刃部が三又

状になるもの (鍬 C)が 1′ミある。なお,鍬・鋤の部位名称は,〔瓜生堂遺跡調査会 1980〕 にならった。

鍬Aは ,平面形の違いなどから,Al～ A6の 6類に分ける。

鍬AI(4。 5。 12)頭部に「山」形の突起部を作 り出し,頭部 と刃部の境にくの字状のえぐりを入れるもの。刃

部側縁が比較的長い。身は舟形突起の両脇に方形の穴を穿ち,頭部の前面にはえら状の張り出し部 (ゲ タと呼ばれる)

がある。身の後面はほぼ水平であるが,前面は,頭部と刃部境がやや厚 く盛 りあがり,明瞭な稜をなす。着柄角度は

約70度で,柄穴はすべて丸い。 4は 12に 比ベーまわり大型である。舟形突起は, 4が刃部側が尖るAタ イプで,12は

刃部側も丸いBタ イプである。12は 刃縁が左あが りである。

鍬A2(1・ 2・ 7)頭 部は四角 く,頭部と刃部の境にくの字状のえぐりを入れるもの。 くの字状のえぐりが,刃

部側への切れ込みが長いため,刃部側縁が短い。身は舟形突起の両脇に方形の穴を穿ち,頭部の前面にはゲタを作 り

出す。着柄角度は約70度 で,柄穴はすべて九いを身の表面はほぼ水平であるが,前面は頭部と刃部境がやや厚 く盛り

あがり,明瞭な稜をなす。 1は ,このゲタに身とは別の板 (以下あて板と呼ぶ)が,はめ込まれている。あて板には,

舟形突起の両脇にある穴と重なって方形の穴があり,両穴にまたがって,断面方形の栓がさし込まれている。栓は後

面に軸よリーまわり大きい頭部があり,後面からさし込まれたものであろう。

この資料によって,他の舟形突起の両脇に穴のある鍬が,その前側にあて板をはめ込み,両脇の穴へ栓をさし込ん

で固定していたこと力法日られる。
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あて板は,頭部の形とほぼ同形のもので,ゲタにさし込む部分を薄 く,下端はやや厚 く作っている。柄に直接あた

る部分は,丸 く切 りとっており,柄にあたる辺も,先を尖らせている。柄穴とこのまるいえぐりは,わずかにズレを

もち,柄にくい込んでいたかもしれない。あて板の木目方向は,身 と平行であるが,身の前面に対して約35度であたるc

木下正史氏は,ゲタの機能を耕起反転する際に頭部にかかる力に耐え得るよう,細身の頭部を補強する工夫と考え

ている。畿内において,弥生中期のゲタをそなえた鍬が,弥生後期から古墳時代に蟻じゃくりと呼ぶ濤を頭部に掘 り

込む鍬へ変化していくが,一木で作り出されたゲタが別木になって,蟻 じゃくりの濤に身と直交する木目方向に挿入

され, 身の反りや縦割れを防止する役割をより効果的にした発展的なものと考えるわけである 〔木下1980〕 。

ゲタが,男 U木のあて板をはめ込み,柄穴両脇の穴とであて板を身に固定させるための造作であることが,鍬 1の例

で明らかになった。木下氏が考えるように,あて板が身の反りや維割れを防ぐためのものと考えることができるが,

身の維害Iれ を防 ぐためのものであれば,あて板の木目方向が身に対して直交しているほうが効果的と考えられるが,

鍬 1の あて板の木目方向は身と同方向である。あて板が身の木目方向と直交すると,柄 との接触によってあて板が木

目にそって害1れ る可能性があろう。鍬を打ち込んだ時に,柄穴のまわりに最も大きな力が加わるが,その力を分散さ

せたり,力 を柄からあて板へ伝え,そのはずみの力が身を起こし,耕起のために有効に力が働 くといったことも考え

られよう。また,あて板が若千柄にくい込むようであり,柄の弛みや抜けを防 ぐ効果も大きいものがあったであろうc

当遺跡のものは弥生後期に属するが,蟻仕回のものではなく,畿内よリー段階遅れるのかもしれない。 2・ 7は 1に

比ベーまわり大型である。舟形突起はいずれもBタイプである。1は 刃先が潰れている。1・ 2は 刃線が左あが りである。

鍬A3(3・ 11)頭部は両角が九みをもち,頭部から刃部上半までをしの字状にえぐり,稜形になるもの。刃部側

縁が短い。身は舟形突起の両脇に穴を穿ち,頭部前面にはゲタを作 り出す。身の後面はほぼ水平であるが,前面は頭

部と刃部境がやや厚 く盛 りあがり,明瞭な稜をなす。着柄角度は70度 である。舟形突起はAタ イプで,柄穴はいずれ

も九い。 3は ,柄が装着されたままの状態で出土した。柄の長さは94cm,聯面は径 2 Cmの円形で,完全なものであるt

llは 刃線が右あがりである。

鍬A4(9)頭 部は両角が丸みをもち,頭部から刃部上半までをしの字状にえぐり,撥形になるもの。刃部側縁が

長い。身は舟形突起の上方に 1つだけ穴を穿ち,頭部前面には三方にゲタを作 り出す。身の厚さは一定で,後側へ反

り,前面に稜をもたない。着柄角度は70度である。舟形突起はAタ イプで,柄穴は丸い。 9は刃線が左あがりである

鍬As(10)頭 部側辺に方形の突起を作 り出す もの。刃部側縁が長い。

舟形突起の両脇に穴はない。身の後面はほぼ水平であるが,前は頭部 と

刃部境がやや厚 く盛 りあが り,明瞭な稜 をなす。着柄角度は75度 である。

舟形突起はAタ イプで,柄穴は丸い。

鍬A6(8)平 面形が方形のもの。刃部の幅が頭部に比べてやや広 く,

刃部側縁は短い。身の厚さは一定で,後側へ反 り,前面に稜 をもたない。

着柄角度は50度である。舟形突起はAタ イプで,柄穴は方形である。後

面は加工痕をよく残 してお り,未成品の可能性がある。

鍬 Aについて

平面形の違い,頭部の形,刃部側縁の長さなどで, 6類に分類 したが ,

他の特徴での分類 も可能である。それは,身の長さ,舟形突起の平面形 ,

第 1図 鍬 Aの部位名称

身の縦断面形,あて板どめの穴とゲタの位置,着柄角度,柄穴の平面形,刃 縁の形状などである。

頭部上端の山形の突起や,頭部側縁の方形の突起,頭部の隅が角張るか丸いかなどは,機能差を示すのではなく,

製作者あるいは使用者の違いによるものであろう。

あて板 どめの穴 と栓
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刃部側縁の長さは,8～ 10Cmの鍬Al・ 鍬_A4・ 鍬A5は , 3～ 5 Cmの鍬A2・ 鍬A3に 比べて長い。この長 さの差異が地

中への打ち込みの深さに関係があるとすれば,両者に用途の違いがあるものと考えられよう。例えば,鍬 Al・ 鍬A4・

鍬A5は 水田などの耕起に,鍬A2・ 鍬A3は畑地の耕起に適するだろう。

身の長さが30cm未満の 1・ 7・ 9。 12と 30cm以上の 2～ 4・ 8・ 10。 11の 2種がある。また,舟形突起の平面形が

雨滴形 (Aタ イプ)の 3～ 6・ 8～ 11と 九い (Bタ イプ)1・ 2・ 7・ 12の 2種がある。身の長さと舟形突起の 2種

の違いは,製作者あるいは使用者の違いを示す ものであろう。

身の維断面形では,身の表面が水平で,前面が頭部 と刃部の境で肥厚 して稜 をなす もの (1～ 4・ 7・ 10～ 12)と ,

身の厚さは一定だが,身に反 りがあり稜 をもたないもの (8・ 9)の _2種がある。また,あ て板 どめの穴の位置 とゲ

タの形態の違いに,次の3種がある。①舟形突起の両脇に穴があり,前面頭部上辺にゲタをもつもの (1～ 5・ 7。

11・ 12)。 ②舟形突起の上位に1つ穴をもち,前面頭部三辺にゲタをもつもの (9)。 ③あて板どめの穴やゲタをもた

ないもの (8。 10)である。

身の維断面形 とあて板 どめの方法の違いは,相互に関連 をもち,時期的な違いを示 しているもの と考えられる。そ

の場合,①が古く②が後出的なものであろう。

着柄角度と柄穴の平面形では,着柄角度がおおよそ70度 で,柄穴の丸いもの (1～ 7・ 9～ 12)と ,着柄角度がお

およそ50度で,柄穴が方形のもの (8)の 2種がある。この違いは,機能差を示すものかもしれない。 8が鍬ではな

く鋤であるという考えがあるが,未成品とも考えられ,は っきりしない。

刃縁が右あがりになるもの (11)と 左あがりになるもの (1・ 9。 12)がある。この違いは,使用のため,その部

分が摩減した結果であろう。その場合,前者は,使用者からみて左方で使われ,後者は右方で使われたことを示す

ものと考えられ,使用者が右利き,左利きの両者がいたことを示すものであろう。

鍬 B(14・ 16。 17)平 面形が短冊形を呈する細長いもの。頭部は,両側辺が削られ,刃部の幅よりやや幅狭にな

る。14は ,長さ26Cm刃部の幅6.5cmで ,そ の比が 4:1に なる。頭部には長方形の柄穴がある。頭部の厚さは,刃部の

厚さより厚い。着柄角度は50～ 60度である。柄はないが,柄穴にさし込む1部分を方形に作 り出した柄が,身に直交す

る形で装着されるものと考えられる。

鍬C(15)刃 部が 3本 に分かれた,三又状の又鍬 と考えられる。三又

のうち 1本 を欠き,頭部 も欠失 していて,着柄法は不明。推定の身の長さ

54cn,刃部の幅1lCmで ある。

樹種は 1～ 3・ 8。 11は カシ類, 7・ 9・ 10。 12は クヌギ, 3の柄はム

クロジである。

2.えしiミ リ (13)

1点 だけある。左端 を欠 くが,身の幅推定18cm,高 さ 7 Cm,厚 さ l Cmの

もの。刃部は深さ 4 cmの鋸歯状で,切れ込みを4つ 入れ 5本 の突起を作 り

第 2図  えぶ り
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表 1 鍬・鋤の計測表

番

号
種 類 出 土 区

法     量  cm 着柄

角度

舟形

突起

柄

穴全  長 幅 厚  さ

l 鍬A2 SD01 DE区 24 0 12,7 09(63) B 丸

2 SD03 29 9 12(19)

3 鍬A3 SD01 C区 199以上 78以上 10(43) A

4 鍬Al SD03 B区 32.5以 上 17 3 11(38) 〃

5 SD03 D区 17 2 5.4以 上 (25) 〃 〃 〃

6 鍬 SD03 B区 87 5,4 17

7 鍬A2 SD03 D区 17 6 12.6 13(29) B

8 鍬A6 SD03 B区 31 0 10.1 14(35) A 方

9 鍬A4 SD03 C区 28 5 14.8 50(15) 丸

鍬A5 SD02 165以上 24 7 09(45)

鍬A3 SD01 CD区 29 7 17 8 11(36)

鍬Al SD03 B区 26 6 16 7 11(29) B

えぶり SD01 D区 105 20 7 1.6 方

鍬B SD01 51 2 128 15
50° ～

60°

鍬C SD03 D区 40 2 77 12

鍬 B SD03 A区 196以上 56以上 17 一
ば

17 SD03 461以 上 115 17

鋤Al SD03 B区 32 0 12 5
150～
160° 九

19 〃 SD01 E区 310以 上 23 8 08(1,9)

鋤A2 SD01 316 20 4 12(17)

SD05 35 4 25 1 11(1,8)

SD03 D区 20 3 19 4 10(19)

鋤A3 SD03 B区 31 3 16.4以 上 05(21)

鋤Al SD01 CD区 287以上 9,7 10(09) 150～
160°

SK41 244以上 7.1以 上 17(17) 〃 〃

SD01 26 0 21.5

鋤B SD01 37 0 19.5 方

SD05 45 4 13.7以上

SD01 BC区 36.7以 上 5.2以 上 〃 〃

SD01 326以上 84以上

鋤C SD01 CDEΣ 68 2 12,9(34 12(16)

刀縁

鋤 Bの部位名称

あて板 どめの穴

と栓

あて板
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第 7図 鋤 Aの部位名称



出す。柄穴は隅の九い方形で,着柄角度は90度である。柄は身に直交する形でつ くものである。えぶ りは水田面のな

らしに用いられたとみられるが,4ヽ型であることから,穀物を乾燥させる時に平均に広げるためのものかもしれない。

樹種はクヌギである。

3.鋤 (18～ 34)

鋤は17′ミあり,身は 14′点で他の 3′ミは鋤の把手である。

平面形が隅円方形の刃部 と方形の頭部からなり,刃部の縦横断面が湾曲するスコップ状の着柄鋤 (鋤 A)が 9フ収,長

方形のもので,柄を緊縛するための着柄軸 をもつ着柄鋤 (鋤 B)が 4フミ,柄 と身を一木で作るもの(鋤 C)が i点ある。

鋤 Aは ,平面形の違いから,Al～ A3の 3類に分ける。

鋤AI(18・ 19。 24・ 25)刃 部が一辺26Cmの隅円方形で,縦 8 Cm横 14Cmの方形の頭部がつ くもの。頭部か ら刃部上

半にかけての外周は,は っきりとした段 をなし,いか り肩になる。刃部 と頭部の境は約20度の屈曲をもってつなが り,

その境は前面に稜 をなす。頭部には,九い柄穴 とその両脇に方形の穴がある。18と 19は ,そ の穴に栓が残されている。

頭部後面上辺は斜めに削がれている。

方形の穴と残されている栓は,鋤にも鍬 と同様のあて板が装着されていたことを示 しているが,鋤の頭部にゲタは

ない。頭都後面上辺の斜めそぎは,鍬のあて板がゲタにはまり込む部分の特徴 と同じで,鋤においては,あ て板側に

ゲタを作 り出している可能性がある。

着柄角度は150～ 160度 である。24は 刃部中央に一対の小穴があるが,柄を緊縛するためのものか縦割れを組で結ん

だ補4多孔であろう。

鋤A2(20～ 22)刃 部が一辺20～ 25Cmの隅円方形で,縦 8 cm横 12cmの方形の頭部がつ く。頭部か ら刃部上半にかけ

ての外周は,な だらかにつなが り,鋤Alの ような段にならず,刃部の上辺がなで肩になる。頭部には,丸い柄穴 とそ

の両脇に方形の穴があること,頭部後面上辺が斜めそぎになること,刃部 と頭部の境に稜があることなどは,鋤Alと

同じである。柄穴の脇にある穴が,22は 一辺 l cm以上で大きいが,他のものは一辺 l cm以下でやや小さい。着柄角度

は,20が 135度 ,21が 160度 ,22は 140度である。

鋤A3(23)刃 部が一辺26Cmの隅円方形で,縦 4 cm横 14cmの方形の頭部がつ くもので,頭部から刃部上半にかけて

の外周は,は っきりとした段 をなし,いか り肩になる。平面形は鋤Alに 近いが,頭部の長さが半分ほどで短い。また

頭部 と刃部の境は,前面に強い段 を作る。柄穴は刃部上位に設けられ,あて板 どめの小穴はみられない。頭部後面上

辺は,斜めそぎになる。着柄角度は145度 である。23は ,表面が炭化 している。

鋤 Aについて

鋤Alと 鋤_A2の平面形の違いは,製作者あるいは使用者 (所有者 )の違いを反映しているものと思われる。

鋤Al・ 鋤A2と 鋤A3の柄穴の位置とあて板 どめの穴の有無は,着柄方法の違いであり,そ れは時期差 を示 しているも

のと考えられる。その場合,前者が古 く,後者が新 しいもので,着柄法が簡略化 していく方向性をあらわす ものと考

えられる。

鋤 B(27～ 30)身 の長さ25～ 26Cm,刃 部の幅10～ 1lCmで,そ の比が 2.5:1に なる平面形が長方形のもの。上辺に,

長さ 5 Cm,幅 3 Cmの断面形がかまばこ形の着柄軸がつ く。着柄軸の先は頭部を作 り,頭部の下には組ずれの痕跡がみ

られる。刃部中央に方形の穴があるが,柄の先端 を固定するためのものであろう。柄の先端がさしこまれるのか,穴

を介して別木によって固定されるのであろう。

刃縁は,水平な27と 中央部がやや張る28。 29(鋤Bl)と V字状に くい込む30(鋤B2)がある。

鋤 C(34)身 と柄 を一木で作 り出す もの。身は長さ27Cm幅 9 Cmの短冊形で,柄部 と身の境は,両側からくの字状

のえぐりを入れて,平面形がナスビ形になる。

―- 11 -―



鋤

Al Ａ

ヽ

―
ト
ー

Ｈ

輝

ｙ

／
′ｒ

，１十
１
十
１，，１，，‐‐Ｉ
Ｉ
，ヽ

＼
く

，‐‐ザイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

´々
，，′ｒ′′イ，，・′イ，１１，…′ＩＩＩ‥′――、＼

却

ｑ

＝

＝

――

〃

′

‐ヽ
‘ゝ
、、、、，‐、キ
‐卜、．‐．，，‐‐‐
・‐―
ノ

鋤・

A2

′

ガ

職

粘

＝

＝

出

測

¶

ノ

ぐ

――

サ

〕ri

鋤

A3

海

＝

、

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｊ

第 8図 鋤の分類(I)

-12-



鋤
一　
眈

鋤

脱

鋤
　
一の
　
把
　
手

∩
ω

ｅ

３‐廻圏
申幽
３３

鋤
・　
Ｃ

‖
~

34

第 9図 鋤の分細 2)

-13-



刃縁は,中 央部がやや張 り出す。柄部は幅 3 Cm厚 さ1.5Cmで断面形がやや扁平な円形である。柄のもとのほうは,欠

けていてない。

樹種は18。 21～ 25・ 28・ 34が カシ類,19。 20。 27・ 29。 30が クヌギ,26がキハダである。

鋤の把手 (31～ 33)31と 33は ,柄の先の断面形を方形に作 り出し,別木をさし込んでT字形にするもの。31は ,

長さ1lCm幅 4 cm厚 さ 4 cmの 断面方形のもので,中央に一辺 l cmの 穴があり,その中に柄の一部がさし込まれたまま残

っている。32は ,柄の先を環状に作 り出す もので,そ の断面形は径 3～ 4 cmの 円形である。33は ,長さ13Cm幅 7 Cm厚

さ2 5Cmの やや扁平なもので,中央に一辺 3 Cmの方形の穴がある。把手 としてはやや把みに くい感 じであり,把手でな

いかもしれないが,こ こに含めた。

樹種は31が カシ類,33がムクロジである。

4.柄 (232・ 233)

232は ,長さ110Cm,断面が径 3～ 4 Cmの円形の心持ちのもの。柄の軸はまっす ぐで,先細 りになる先端部は,断面

形をかまばこ形につ くる。最先端部は,基部の幅2.4cm,長 さ 4 Cmの平面形が三角形の頭部 を作る。全体に幅 5 mmの 細

かなけず り痕 をよくとどめている。

233は ,長 さ72cm,断 面が径 3 Cmの円形の心持ちのもの。柄の軸は弓反 りに湾曲し,ほぼまん中か ら先端にかけての

断面形を,か まばこ形に作る。最先端部は,長さ 5 Cmを 残 して削 り,頭部を作る。基部の先端部 も,長さ 4 cmの とこ

ろで浅い段がめ ぐる。

232。 233は ,鋤に装着された柄 と考えられる。先端部にある平坦面は,身に直接接するところであろう。柄の頭部

との境で,緊縛されるものと考えられる。

樹種は31が カシ類,33がムクロジである。

鍬・鋤の用途

欽・鋤は機能 ,用途からみた場合,それぞれ 3種がある。根木修氏の研究 〔根木1976〕 に拠ると,水田においては,

鍬C,鋤 Cは反転具,鍬 Aは砕土具・移動具 (打引鍬・引鍬 )と して用いられたものであろう。また,耕地の獲得 (開

墾)や水路の掘削には,鋤 Bは深掘用の反転具 (長柄鋤 ),鍬 B・ 鋤 Cは深掘用の耕起具 (打欽),鋤 Cは上の移動具

(ス コップ)と して用いられたと考えられる。水田耕起具 と土木開墾具 との比率は,15:13と ほぼ同数である。前者の主

力は欽Aであり,後者の主力は鋤Aである。

5,石包丁形木器 (35～ 42)

石包丁形木器は 8点あるが,いずれも欠損部があり,完全なものはない。

木取 りは,いずれも柾 目板を平行四辺形に裁断したもので,刃部の線に対して,木 目が斜め方向からくる特徴的な

ものである。

身の長さは,推定で20～ 25Cm幅 4.5～ 6 Cm厚 さ1～ 1.5Cmの もので,一辺に鋭利な刃部を作 り出すもの。また,一面

に,刃部と平行に長さ7～ 10Cm幅 1～ 1.5Cmの 濤を掘 り込み,濤に重ねて,径 l Cm未満の穴を二つ穿つ。

先端を欠失するものが多く,先端部の形態はわからないが,36・ 37は ,先端部にえぐり込みがあり,二又に分かれ

るものかもしれない。

右端 (基部)は ,長 さ10～ 15Cmあ り,35の ように刃部側を大きく削り,幅 2 Cmと 狭 く整形しているものがあり,こ

の部分が握部にあたると考えることがて,き る。

刃部は,水平かやや内湾するものが多く,37の ように,刃 こばれ状になっているものがある。

―- 14 -―



42は ,穴や濤がなく,未成品であろう。

石包丁形木器は,石川県,滋賀県,奈良県,大阪府,兵庫県などで出上が知られ,弥生時代後期のものが多く,弥

生時代中期・古墳時代前期のものもある。使用痕が観察される場合が多く,石器が消減する中期末から後期にかけて

石包丁にかわる実用の穂摘具 と考えられるものである。奈良県纏向遺跡 (古墳時代前期)では,木製の儀伏朱塗の大

型木製高杯・鳥形木製品・船形木製品とともに出土し,穂摘み儀礼的な祭万E的な性格とみる見方もある。

本遺跡 (弥生時代後期)の ものは,数 も多く使用痕をもつことから実用の穂摘み具 とみたい。石包丁の消減は,そ

れにかわって鉄鎌が使用されるようになったとする考えがある 〔木下1966〕 が,両者の間に鉄器で加工して鋭利な刃

部を作 り出した石包丁形木器を使う段階があったことを示すものであろう。

石包丁には,穴に重なって濤を掘 り込んでいるものが少ないが,石包丁形木器のものは濤を伴うことが多い。この

濤があることによって,効率よく穂摘みができるといった使用時の利点も考えられるが,銅丈・銅矛などの金属器にみ

られる樋につながるイメージがある。あるいは,大陸では石包丁が鉄に材質を変えたか,鉄利器を穂摘み具に転用した

ことがあり,それが我国へ伝わった時にそれが木製に材質を変えて用いられたとすることも考えられないであろうか。

樹種は35～ 37・ 39・ 41・ 42がムクロジである。

表 2 石包丁形木器の計測表

番
号

種 類 出 土 区
法     量 Cm

長  さ 幅 厚  さ

石包丁形木器 SD03 C区 18.5以上 4.6(2.2) 1.6(10)

SD01 A区 17,7 ０
０

，
イ SD03 17.9以上 5,7

38 SD03 D区 15,7以 上

SD01 C区 6.9以上 0.8

40 SD01 D区 11.2以 上 4.5

41 SD03 6.6 刀
仕

力
仕 SB 16 15。 1以上 0.8

6.臼 (43)

図示 した43の他に,台部の破片が 3点ある。いずれもS Do3か らの出上である。

43は 上部を欠 くが,台部は完全である。台部は径56Cm,自部 との接合部の径28cmの裾広が りのもので,安定感があ

る。底面は,円錐形に くばんだ上げ底になる。台都裾端は,幅 2 cmの面をなす。

白部は,残っているところが,径20Cm,深 さ 9 Cmで,底がまるくくぼむ。縁の厚さは 5 Cmで ある。

樹種はホオノキである。

7.杵 (44～ 48)

杵 と考えられるものは, 5点ある。いずれも,先端部のみであり,完全なものはない。木取 りは,46が心持ちであ

る他は割材を用いる。杵は,木口面を使 う竪杵である。径 9 Cmの もの(44・ 45・ 48)が 多いが,46・ 47の ように, 6～

7 Cmのやや小さいものもある。

つき面は,す りこぎ状にやや張 り出すもの (45。 46・ 47)と ,小さな凹みでデコボコしているもの (44・ 48)があ

る。44～ 46は ,基部近 くが細 くなってゆき,握部が作出されるのであろう。47・ 48は ,つ き面と反対側が切 りとられ

ており,何かに転用されたか,つ き面の再生がはかられたのかもしれない。

樹種は44がカシ, 45。 47・ 48がクヌギである。

―
刃 吉5-

第 10図 石包丁形木器の部位名称

-15-



2.工  具 (図版 68～ 76)

1.斧柄 (60・ 61)

斧柄は 2点ある。木取 りは,枚の部分を握部とし,幹の部分を斧を装着する台部 とする。斧ははずれてないが,Vヽ

ずれも鉄斧を装着したものと考えられ,縦斧 (ち ょうな)と して用いられたと考えられる。

60は ,握部の長さ55Cm,台部の長さ10om,着柄角度は50度 である。斧の装着部は,長さ14cm幅 3 5Cm厚 さ 2 cmで,断

面形がかまばこ形のもので,先端部は,斧矛を緊縛するために,一まわり大きく削り残している。斧身を緊縛するた

めの紐がズレないためのものであろう。基部は,斧の装着面と約 l cmの段をなし,斧の基部をこの段にあて,支える

ものであろう。斧の装着面が幅狭で長いことや,基部 との段が低いことなどから,板状の鉄斧が装着されたものと考

えられる。握部は,背面からみると,手元から20cmの所で右へ届曲し,右手で用いるのに適している。

61は ,握部の大半を欠き,台部も焼けこげて,遺存状態が悪い。台部は長さ10cm,幅 2～ 4 Cn,厚 さ1.5～ 3 Cmで
,

先端部が尖っており,基部を袋状にした鉄斧を装着したものと考えられる。握部が細いことや樹種からみて斧柄でな

いかもしれない。樹種は60が カシ類,61がヤマナラシである。

2.刀子柄 (104)

一端を欠くが,長さ 7 Cm以上,幅 4 Cm厚 さ 2 cmの断面形が小判形のもので,中が幅 5 Cm厚 さ1～ 5 Cmの 中空になる

もの。この中空部に,刀子の茎をさし込むものと考えられる。

3.火鑽杵 (87～ 90)

火鑽杵は, 4点ある。いずれも割材を用い,細かな削りで,断面形を円形にしている。90を 除いて,下端が黒くこ

げており,実際に使用されたものである。

87は ,長さ42.5Cmの 完形品で,上端部の径 l cm,下端部の径 l Cm,下端から約10cmの所が径1.4cmで,最大径がある。

上端吉Ьに特別な加工がないので,手もみによる回転力が用いられたものと考えられる。

樹種は87・ 88がスギである。

表 3 火鑽杵の計測表

番号 種  類 出 土 区
法     量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

火 鑽 杵 SD01 E区 41.6 完形品

88 〃 SD03 B区 29.1
上部炭化著 しい

上部欠損

89 〃 SD03 C区 20.8 1.2
上部欠損 一部炭化

使用痕みられない

90 〃 X25, Y26 13.7 1.1 0,8 上部欠損

4.火鑽臼 (91～ 98)

火鑽臼は, 8点ある。心持ちの98を 除き,割材を用いるものが多い。長さ11.5～ 23.5Cm幅 1,7～ 3.4cm厚 さ1.3Cm～ 2

Cmの 断面長方形の棒の柾 目面に臼部 をつ くる。自部は 1～ 3 Cm間隔に 3～ 6ヵ 所に,はつ りによる荒い凹みを連続 し

て設け,そ の右側面に,縦濤を切 り込む。

準備 された凹みは多いが,火鑽杵 との摩擦で黒 く炭化 している凹みは, lヵ 所だけというものが多い。

92・ 97は ,側 面に縦溝 を刻 まず, 4も 使用 した凹みの側面にだけ縦濤を切っている。縦濤は,摩擦によって生 じ
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た火種が,そ こに落ち込み,他のものに着火しやす くするための工夫であり,維濤をもたないものに比べ,一段改良

されたものといえよう。自部の径は約 l Cmの もの (91・ 92・ 97・ 98)と 約1.4Cmの もの (94～ 96)がある。

93は ,火鑽臼としての使用痕 をもたないが,正面に 8ヵ 所,狽J面に 6ヵ 所の切れ込みをいれるものである。

樹種は91,94が スギ,92が カエデ,93が クヌギ,98は オニグル ミである。

表 4 火鑽自の計測表

番 号 種  類 出 土 区
法     量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

火 鑽 白 SD01 18.5 臼部 3ヵ 所使用 lヵ 所

SD03 C区 12.9 1,7
臼部 6ヵ 所 使用 2ヵ 所

表面全体炭化

SD03 C・ D区 15.9以上 2.2(1.8)
臼部なし

下部欠損

SD01 B区 23.5 臼部 4ヵ 所 使用 lヵ 所

SD03 B区 15,3 1.9(1.7)
臼部 3ヵ 所 使用 lヵ 所

表面一部炭化

〃 SD03 ユ6.1 1.9(1.5) 臼部 5ヵ 所 使用 lヵ 所

，
′ 〃 SD03 A区 12.2 1.7

臼部 4ヵ 所 使用 lヵ 所

表面炭化

98 〃 SD03 A区 11.5 2.3(1.9)
白部 3ヵ 所 使用 lヵ 所

表面炭化

5。 鳴子形木器 (62～ 86)

鳴子形木器は25点 あり,すべて SD03か らの出土である。長さ12.5Cm～ 17.5Cm,幅 1.5～ 2 Cm,厚 さ 1～ 1.5Cmの 断面

長方形の棒で,板目面に,凹みや穴を穿つ もの。発見当初,穴に紐 を通 して連ね,家のまわりに張 りめ ぐらし,外敵

の侵入を察知するための鳴子 と考えたので,こ の名を用いるが,現在は,橋本正氏の観察から, これは管玉や勾玉の

穿孔時に用いる工具 と考えられるものである。84の穴の中に自色の粘土がつまっていたことか ら,こ の穴に粘土をつ

め,そ こに未穿孔の工 を固定させたというわけである。

端部の形状に次の 3種がある。

鳴子形木器A 頭部 と基部の両側辺を,左右対称に削るもの。

鳴子形木器 B 基部の一側辺を削 り,尖 らせ るもの。

鳴子形木器 C 基部の削 りが少ないか,ほ とんど手を加えないもの。

穴の形状には次の 3種がある。

I 径 4～ 6 mmの 円形の孔を 1孔穿つ もの。

H 径 2 mmの円形の孔を 2孔穿つ もの。

Ⅲ 縦 1～ 2.5Cm,横0 5Cm～ l cmの 長方形の凹みをつけたもの。

橋本正氏は,端部の形状を,それを使用する人の覚え,穴の形状は, a・ bが管玉 ,cは勾玉あるいは小玉の穿孔

に用いるといった用途の違いを示 していると考えている。

63は ,基部近 くに未貫通の穴があ り,錐の先端部があたったものであろうか。86は,穴が貫通せず,未成品であろ

う。

樹種は62～ 69・ 71～ 73・ 75～ 86が スギである。
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表 5 鳴子形木器の計測表

番号 種 類 出 土 区

法     量 Cm
備 考

長  さ 幅 厚  さ

鳴子形木器 A SD03 C区 16.5 2.4 1.0 I

SD03 A区 17.1 2.1 0。 9 I

〃 SD03 B区 16.5 0.8 H

〃 SD03 C区 15.2 1.3 ШI

〃 SD03 A区 10.2以上 1.9 0。 9 I。 上部欠損

〃 B SD03 D区 16.4以上 I

68 〃 SD03 B区 14.9 1.7 I

〃 SD03 B区 14.4 1.2 I

〃 SD03 C区 14.1 I

〃 SD03 C区 17.4 I

〃 SD03 B区 12.4以上 I,上部欠損

′′ SD03 D区 14.0 08 I

74 SD03 D区 14 1 ０
０ I

C SD03 D区 17.0 I

〃 SD03 B区 17.5 2.0 I

〃 SD03 16.2 1.2 I

78 SD03 16.0 I

〃 SD03 A区 16.0 1.2 I

SD03 B区 16.0 1,7 I

SD03 C区 12.9 I

SD03 C区 13.0 I

〃 SD03 D区 12.4

84 SD03 D区 15.6 2.   1 1 2 III.穴 に白色粘上がつまっている

SD03 D区 15,8 1.2

〃 SD03 D区 18.2 未成品か
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3.狩 猟具 ・漁粉具 (図版 64～ 67)

1.弓 (49～ 53)

弓は 5点あるが,完形品はない。木取 りは,断面がまるい心持ちのもの (51・ 52)と ,断面がやや扁円で害J材 を用

いるもの (49・ 50・ 53)がある。断面形は,幅 2 Cm厚 さ 1叩前後のもので,59は ,長さが lm以上になる。

両端部の形態には次の 3種がある。

弓A 先端部を全体に細 く尖 らせ るもの (49。 52),49は 先端部内側 を幅1.2cmだ け,浅いえぐりをいれている。

弓B 先端部の両側辺を削 り,突起状にするもの (50・ 53)。

弓C 先端部を長さ 4 cmだ け残 し,そ の下を環状に削 り,先端部に頭部をつ くるもの(51)。 51は ,断面がほとんど

正円に近 く,弓 BITの 形態も異質で,弓 でないか もしれない。

樹種は49がハ クウンボク,52がウルシ,53が カヤである。

表 6 弓の計測表

番号 種  類 出 土 区
法    量 Cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

49 弓 SD01 C区 94.0 1.7 下部欠損

SD01 71.5 4 下部欠損

SD03 C区 64.7 3.7 下部欠損

SD01 53.  2 2.2 下部欠損

SD01 D区 31.2 下部欠損

2.鋭形木器 (54～ 58)

鏃形木器は 5点ある。身の長さと幅の比率からみて,や しりというよりはヤスとしたほうが適当であるかもしれな

い。いずれも割材を用いる。身部 と茎部からなり,身の断面形の特徴で, 2種類に分ける。

鏃形木器A(54～ 57)断 面形が,三角形または四角形のもので,稜線がはっきりとしている。長さが10.5～ 13.5

Cm,身部の最大幅が l Cm前後の細長いものである。全体の 3分の 1下端をやや細 く削り,断面形が円形の茎部とし,

先端部は鋭 く尖る。

鏃形木器B(58)断 面形が,円形のもの。茎部を欠くが,推定の長さ6.5Cm,身 部の最大径が l Cmの もの。全体の

4分の 1下端をやや細 く削り茎部 とし,身部と茎部の境は明瞭な段をなす。先端部は鋭 く尖る。

樹種は57がマツである。

表 7 鏃形木器の計測表

番 号 種   類 出 土 区
法    量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

54 鏃形木器 A SK29 12.5 1.3(0.7) 1.0(0.6)

〃 SK27 11.8 1.2(0.3) 0.8(0.7)

〃 SD01 B区 10.3 1.1(08) 0.7(0.5)

，
ｒ 〃 SK29 13.4 1.2(08) 0.9(0.6) 未成か

58 〃  B SD03 C区 5.3以上 1.1(08) 0。 9(0.5) 茎部欠損
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3。 たも網 (59)

たも網は 1点 ある。径 2 cmの枝から径 8 mm前後の小枝が相対 して伸びる材 を利用する。

小枝 を円形にたわめて両端 をくくりあわせ,枠 をつ くるものと考えられるが,大半が欠けていて大 きさは不明である。

枝の長さは47Cmで,基部は細かい削 りがみえ,枠部 との境は,月 さヽな段 をつけている。

樹種はモ ミである。

4.櫂 (131・ 132)

櫂
`よ

2点ある。131は 板 目板,132は柾 目板を用いる。

131は ,現存長80.5cmを 測るが,柄の先端 を欠いている。身の幅17.5Cm厚 さ2.2cm,柄 の幅 5 cm厚 さ2.2cmで,そ の境

はなだらかにつながる。身と柄の長さがほぼ同じくらいになろうか。柄の側辺の角 は面 とりのけず りを施す。

132は ,長さ90cmで,身の左側辺 を欠 くが,ほ IF完全なもの。身は全体の約 5分の 1を 占め,柄の長いものである。身

の幅推定10cm,厚 さ 3 Cm,柄 の幅 4 cm,厚 さ 2 cmで,そ の境はなだらかにつながる。

樹種は131・ 132がスギである。

4.紡 織 具 (図版 76・ 123・ 124・ 126～ 128)

1.紡錘車 (99・ 100)

紡錘車は 2点ある。円板は柾 目板 を用いる。

99は ,径 5 Cm,厚 さ 841mの 円板 を二枚重ねたもの。中央に径 8 mmの軸が残っている。軸は葦・よしなどの中が中空

の植物の茎を用いている。長さ 9 cm残 っているが,先端の加工は不明である。

100は,径 5 Cm,厚 さ 8 mmの円板で,中央に径 l cmの軸を通す円形の穴があけられている。

樹種は99がスギ,100がムクロジである。

2.編板 (256～ 259)

編板は 4点あるが,いずれ も完形品ではない。木取 りは,板目板のもの (256。 257)と 柾 目板のもの (258・ 259)

がある。

板材の側縁に小さな刻みを入れたもので,俵などの編物を編む時に用いるもの。小さな刻みは縦糸を固定する所で,

刻みの数や間隔から,編物の種類が推定できるものと考えられる。

刻みの配列の仕方によって 2種に分ける。

編板A(256)刻 みの間隔が一定でないが,あ る規則性 をもって並ぶもの。

256は,現存長98cm,幅 14cm,厚 さ l Cmで,刻みのある側縁は厚さ l Cmほ どで薄 くしている。左端 を欠 く。

刻みの単位は 1つだけのもの (A)と ,その間隔が, 2～ 3 cmの 2つ 1組のもの (B)があり,そ の配列は,……

+B+B tt A+B+B+A+Bで ある。その間隔は,…… (3 cm)+8 Cm+(2 cm)+9 cm+9 Cm十 (2.5cm)+8 cm+

(3 cm)+7 Cm+6 cm+(1.5cm)である。この数字の並びから,後から 5番 目のAの位置をまん中と考えると,全長

74cmほ どのものが48~ま れた可能性がある。

編板 B(257～ 259)刻 みの間隔がほぼ一定のもの。

257は ,現存長82cm,幅 15cm,厚 さ 2 cmで,刻みのある側縁は厚さ l Cmほ どで薄 くしている。右端 を欠 く。右端に 5

Cmの 間隔をもって 2つ の刻みがある。

2581ま ,現存長75cm,幅 7 Cm,厚 さ 2 Cmで,右端を欠 く。刻みは,ほぼ 2 cm間隔に,18以上刻 まれている。

259は ,現存長43cm,幅 8 cm,厚 さ l Cmの もの。刻みは 6つあ り,そ の間隔は,4 cm+4 cm+5 cm+5 cm+4 cmでほ

ぼ等間隔のものである。 樹種は256・ 257・ 259がスギである。
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3.椅子 (267・ 269。 270・ 272・ 273)

椅子 と考えられるものは, 5点あるが,267・ 270は ,音L分的で椅子である確証はない。

272は ,両端に 2孔づつ穴を穿ち,脚を装着するものと考えられる。一端 を欠 くが,長さ44Cm,幅 13Cm,厚 さ 2 cmで

板 目板を用いる。穴は一辺 1～ 1.5Cmの方形で,裏面は穴のそばに浅い方形の くばみが伴 う。

273は ,両端に一孔づつ穴を穿ち,脚を装着するものと考えられる。一端 を欠き,長さは不明。幅13Cm,厚 さ 3 Cnで ,

板 目板を用いる。穴は,2.4Cm× 5 Cmの長方形の大形のものである。

4.矢羽根形木器 (175～ 181)

矢羽根形木器は, 7点ある。長さ20～ 27Cmの もので,一端 を鋭 く尖 らせ,他の一端 を二又にするもの。平面形が矢

羽根に似ているのでこう呼ぶが,俵 Ⅲ席など'の編物をとじあわせ る際に用いるものか と想像されるので,こ こに入れ

たが,確証はない。害1材 を用いる。

平面形 と断面形の違いによって, 3種に分ける。

矢羽根形木器 A(175～ 177)断 面形が径 1.5～ 2 cmの円形に近いもの。

矢羽根形木器 B(179～ 181)断 面形が幅 2～ 3 Cm,厚 さ l Cmほ どの板状のもの。

矢羽根形木器 C(178)平 面形が他 とはやや異なり,二又の切れ込み近 くからだんだんと細 くな り,するどい尖

端部へ至るもの。

樹種は175～ 180が スギである。

表 8 矢羽根形木器の計測表

番 号 種   類 出 土 区
法     量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

矢羽根形木器A SD03 B区 24.4 1.5(1,0) 1.3(1.1)

〃 SD03 B区 22.5以上 1.6(1.0) 1.3(1.0) 上端欠損

177 〃 SD03 21.0以上
一
ｒ

178 C SD03 B区 20.3 2.2(1.4) 1.3(1.2) 上端欠損

′′ B SD03 B区 27.0 2.5(1.0) 1.1(1.1)

180 ,, SD02 A区 24.8上双」二 2.9(1.7) 1.0(0,8)

〃 SD01 C区 25.9 2.2 0.8

5。 食器・容器 (図版77～ 87・ 89～ 94・ 168・ 169)

1.鉢 (117・ 122・ 124・ 125)

鉢は 2点ある。いずれも,横木取 りで,心去 りの柾目面を口として,掘 り込む。

117は , 口縁部を大きく欠いていることや,口 縁部の平面が楕円形になることから,正確な口径を出せないが,一応

口径20cm,高 さ15Cm,底部径7.5cmで,底部に径 2～ 4 cmの楕円形の穴があいた底部有孔鉢である。

外面は幅 2 Cmほ どの面とりがあり,内面は長さ2.5Cmほ どの線状の刻みがよく残っている。

122は ,口 縁部の一部分で,全体の形は不明であるが,湾曲した体部の鉢であろう。内外面とも幅 l Cmの細かな削り

によって整形している。

124・ 125は,鉢の未成品と考えられるものである。

12引ま,一辺40cm,厚 さ14cmの方形の材で,板 目面中央を一辺14cm,深 さ4 Cmほ どをくりぬいている。
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125は ,縦32cm,横 20cm,厚 さ7.5cmの 方形の材で,板 目面中央を一辺14cm,深 さ 4 cmほ どをくりねいている。

樹種は117が トチノキ,122・ 124・ 125は スギである。

2.高杯 (118)

杯部 と脚部が,別 々に作られた高杯の脚台部 と考えられるものが, 1点ある。

118は ,底径が19.5Cm,高 さ6.4cmで,裏側 を掘 りぬき,厚さ 2 cmの椀を伏せたようなもの。上面は径 7 Cmの平坦面

をつ くり,その中央に一辺 3 cmの方形の穴を穿つ。杯部 との接続のための棒状の脚柱の一端が,こ の穴にはめこまれ

るものと考えられる。内外面 とも幅 2 cmほ どの削 りがよく残 り,整形 も中途で,未成品の可能性が強い。

SE26の 底に,敷かれたような状態で出土している。

樹種はキハグである。

3.脚付鉢 (119～ 121。 123)

脚付鉢は 3点ある。形態はそれぞれ異なるが,Vヽ ずれも,横木取 りで,心去 りの柾 目面を回として,鉢部,台部 と

もに一木で くり7EXい ている。

119は ,半分に割れているが,高 く湾曲する脚がつ く優美なもの。鉢部は,平面形が方形のもので,残存部の口辺の

長さ36Cm,底辺の長さ27Cm,高 さ 5 cm,口 縁の厚さ 3 cm,底部の厚さ 8 mmを 測る。鉢部の口縁部内側には,幅 4 mm,

高さ 2 mmの 小さな段がめ ぐる。このような段は,脚の外面内側にも施 され,単なる装飾的なものとみられるが,あ る

いは蓋を受けるための段であるか もしれない。

脚部は,断面が 3 cm× 4 cmの方形の棒が,鉢部の外底面の四隅に掘 り出されるが,長辺側の 2本は,一辺 2 cmの方

形の棒でつな ぐように掘 り残される。脚の高さ 9 Cm,脚端部の幅は21cmで ある。

120も ,半分に割れている。鉢部は,残存する日辺の長さが36Cmで,両端 を幅 4 cmほ ど残 して,内側が皿状に浅 くく

ぼむもの。厚さ 3 cmで ある。脚は高さ 5 Cmほ どの低いもので,厚さ 2～ 4 cmの板状のものが,両長側辺の外底面に掘

り残される。側面からみると脚の中央がややえ ぐりこまれている。脚端部の幅は26Cmほ どで, 口辺の長さより短い。

鉢部が,皿状の くぼみであり,椅子 と考えてもよいものである。

121は ,お よそ 4分の 3を 欠失 しているが,底面に一辺 5 Cm,高 さ約 2 cmの 方形の低い脚が 4ヵ 所につ くと考えられ

るもの。鉢部は四隅がまるい方形である。立ちあが りの厚さ 1～ 2 cmで,底面の厚さは 6 mmで薄い。深さは 4 cmで浅

いものである。

123は ,脚部の一部 と思われるが,確かでない。

樹種は119～ 121がスギである。

4.槽 (126・ 127。 129・ 130)

槽は 4点ある。いずれも,横木取 りで,板 目面を口として掘 り込む。

126は ,長さ約117cmの もので,右側辺を欠 くが,幅50cmほ どの,隅円の長方形平面のものになろう。両長辺を 8 cm

ほど,長辺を 2 cmほ ど残 し,深さ 7 Cmほ どを掘 りぬいている。外底面は全体にまるく擦れている。

127は ,長さ94cmの もので,右側辺を欠 くが,幅40cmほ どの,隅円の長方形平面のものになろう。周囲を 2～ 4 cm残

し,深さ 8 cnほ どを掘 りぬいている。外底面は比較的平坦で,両短辺の立ちあが りのところにやや屈曲部がある。

中央左端に網代の断片が付着 しているが,直接的な関係はない。上半分は焼けこげて炭化が著 しい。

129は ,長さが176Cmほ どのもので,右側辺を欠 くが,幅40cmほ どと推定される細長いもの。両短辺に立ちあが りは

な く,樋状になる可能性が強い。

13釧 ま,長さ66cm,幅 28cm厚 さ 3 Cmの ゆるく湾曲した板である。下端部 12cmは 厚さ 4 cmでやや厚 くその境は段 をなし

ている。あるいは,大型の桶の狽1板であるかもしれない。
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126。 127は ,日舟 と呼んでもよいであろう。129・ 130は槽 と呼ぶのが適当でないか もしれないが,こ の類に含めた。

樹種は126・ 129が スギ,127がキハダ,130がオニグル ミである。

5.桶 (133～ 139)

桶の側板 と考えられるものが 6点,把手 と考えられるものが 1点 ある。木取 りは,138が板 目板である他は柾 目板を

用いるものが多い。

厚さが 1～ 2 cmの湾曲した板で,下端が肥厚 して段 をなす もの。全体 を窺い知れるものはないが,肥厚部で底板を

受ける桶の側板である。側板が何枚で組み合わさるのかは不明であるが,い ろいろな大きさのものがあったようで,

今 日みるような同じ大きさの側板 をタガでしめつけるものではない。

133と 134は 湾曲の状態から口径を復元したものであるが,筒形のものになる。正円でな く,楕円形になる可能性の

ほうが強い。

口径は不明なものが分いが,長さでは,20cm強のもの (133・ 135),15Cm前 後のもの (137・ 138),39cm近 くのもの

(134,136)な どがある。

134は ,外面が赤 く塗られている。

139は ,桶 の側面につ く把手 と考えるもので,本体に接合する部分が 2ヵ 所あ り,そ の部分ではがれた痕跡がある。

樹種は133～ 138が スギである。

表 9 桶の計測表

番 号 種   類 出 土 区
法     量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

桶 SD01 20.6 16.2 2.5(1,1)

SD05 38,8 14.4 3.1(1.8) 丹塗 り

SD03 B区 22 7 7.3(7.0) 1.5(2.5)

SE26 26.2 8.3 1.4 上端欠損

SD03 D区 14.4 4.0

138 SD03 B区 14.5

SD03 D区 25,7 3.8(2.6) 3.3(2.1) 把 手

6.董あるいは底板 (140～ 149)

蓋あるいは桶の底板 と考えられるものは,10点ある。木取 りは,柾 目板を使 うもの 4点,板 目材のもの 6点である。

厚さ l Cm内 外の板を円形にくりぬいたものだが,平面形によって 4類に分けられる。

蓋A(141～ 144)平面形が正円となるもの。径が13Cmの小形のもの (141～ 143)と 径18cmの大形のもの (144)が

ある。142は 中央に縦1.5Cm横 l Cmの 方形の穴を穿ち,片面は赤 く塗られている。

蓋B(140・ 149)平面形が長円形になるもの。140は長径22cm短径14cmの ものである。

蓋 C(145。 146)平面形は長円形に近いが,一端に突起部をつ くり出すもの。145は 右側辺を欠くが,長径25cn

短径20cmほ どのものに長さ 3 cmの突起がつ く大形のもの。146も 右側辺を欠くが,長径13Cm,短辺10cmほ どのものに,

長さ 7 Cmの突起がつ く小形のもの。いずれも加工痕を残していることから,未成品の可能性が強い。

蓋D(147。 148)平面形が Cの字状になるもの。147は ,長さ17Cm中央部の幅 6 Cmの もので,右側辺を内側へ弧状

にえぐり込むもの。148は ,長さ22Cm,中央部の幅 4 cmの もので,右側を弓状に削り,両端が尖る。外へ張 り出す右側

辺中央は幅 4 cm深 さ l cmの 四角いえぐり込みを入れる。樹種は144～ 149が スギである。
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表10 蓋あるいは底板の計測表

番 号 種   類 出 土 区
法    量 Cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

140 蓋  B SD03 21.5 14.3 1.3

141 〃  A SD03 12.4 3.4

刀
仕 SD03 D区 128 13.1 0.6 丹塗 り

И
■ 〃 SD03 D区 11.9 73以上 1.0

144 SD01 17 5 47以上
，

イ

145 蓋  C SD01 27 6 94 1.5

146 SD03 C区 19.9 1.0 未成品か

刀
仕 蓋  D SD01 16.8 ０

０ 0.8

148 〃 SD02 21.9 6,7 0.8

149 蓋  B SD03 D区 15,8 3.4 1.2

7.杓子 (105～ 116)

杓子 と考えられるものは,12′ミある。木取 りは板 目板を使 うもの108。 115の 2′点だけであとは柾 目板を用いる。

杓子は,も のをす くったりか くはんした りする道具で,身 と柄からなる。身の形態によって 3類に分けられる。

杓子 A(105。 113。 116)身 が椀状の深いくばみになるか,そ れを意図したもの。いずれも未成品で, くばみが中

途であった り,荒い整形痕をとどめている。

105は ,長さ30cmで,身の部分の長さが17Cmで柄の長さに比 して身の部分が大きい。厚さ 2～ 4 cmの柾 目板 を用い
,

径15Cmの ほぼ円形の身の中央を径 8 cm深 さ 2 cmの椀状に掘 りくばめている。柄は幅 6 cm厚 さ 2 cmで,身 と柄の境がは

っきりとしている。

113は ,長さが38cm幅 5～ 9 Cm厚 さ 2～ 4 cmの もので,幅広の一端に径 8 cmほ どの浅い掘 り込みをもつ もの。

116は ,柄部の先端 を欠 くが,長さ26cm幅 3.5～ 7 cmの もので,幅広の部分は厚 く,断面をかまぼこ形に整形 したも

ので,平坦な面を掘 り込む予定のものと考えられる。

杓子 B(107・ 108)長 さが40cm近 いもので,身 の長さが10cm内 外で柄の長さに比 して,身の部分が小さいもの。

107は ,身が長さ10cm幅 4 cmのやや方形のもので,柄は幅 2 cm厚 さ1 5cmで ある。

108は ,身が長さ 8 cm幅 4 cmの長円形のもので,柄は幅 2 cm厚 さ1.5cmで ある。

杓子 C(106・ 109～ 112・ 114・ 115)身 の長さが柄の長さとほぼ同程度のもの。身は長方形の板状のものである。

106は ,柄部の先端部を欠 くが長さ30cmで,身の長さ16帥幅 5 Cmの方形のもので,先端部は細く尖る。柄は,幅 2.4cm

厚さ1 5cmで ,身 と柄の境は段 をなす。

109は ,柄部の先端部を欠 くが長さ26cmで , 身の長さ14cm幅 6 cmの方形のもので, 柄は, 幅 2 cm厚 さ l Cmで,身 と

柄はなだらかにつながる。

110は ,長 さ17cmで , 身の長さ 7 cm幅 4 cmの方形のもので,柄は,幅 2 cm厚 さ l Cmで,柄 と身はなだらかにつなが

る。

111は ,柄部の先端部 を欠 くが,長 さ34cmで, 身の長さ14cm幅 1lcmの方形のもので, 身の先端部は細 くなる。 柄は

幅 4 cn厚 さ 2 cmで,柄 と身はなだらかにつながる。

112は ,長さ32cmで,身 の長さ10Cm幅 4 cmで , 先端部の縁は右あが りになる。 柄部は, 幅 2 cm厚 さ l Cmで,柄 と身

の右側辺はまっす ぐで,左側辺がやや張 り出して,左右対称にならない。柄の先端部は,径 6 mmの穴が穿たれている。

―- 25 -―



紐通 しの穴であろう。

114は , 長さ23cmで, 身の長さ 8 cm幅 5 cmの方形のもので, 柄は 2～ 3 cm厚 さ

につ ながる。身の厚さが2 4cmでゃゃ厚 く,A類 に含まれるものかもしれない。

115は ,柄部 を大 きく欠 くが長さ 9 cmで,身 の長さ 5 Cm幅 4 cmの方形のもので,

はなだらかにつながる。樹種は105。 107・ 108。 110～ 112が スギ,106が クヌギ,

表II 杓子の計測表

l Cm厚 さ l Cmで,柄 と身はなだらか

柄は,幅 3 cm厚 さ1.5cmで ,柄 と身

109が カシ類,113が コナラである。

番 号 種 類 出 土 区
法    量 cm

備 考
長  さ 幅 厚  さ

105 杓 子 A SD03 D区 30.0 145(5.6) 44(23) 未成品

〃 C SD03 30,7 5.5(2.4) 刃部先端欠損

〃 B SD 03 36.9 3.3(2.5) 0.8(13) 〃

Ｏ
Ｏ 〃 B SD 01 39,7 4.1(1,9) 09(14)

109 C SE26 25,7以 上 5,7(3.1) 06(1.1) 柄部欠損

110 〃 C SD03 B区 17.1 3.5(1.9) 07(0.8)

〃 C SD03 D区 33.6 10.9(3.6)

〃 C SD01 32.4 3.7(1.7) 08(1,0) 柄部に一孔

′′ A SD03 C区 38.0 8.3(4.7) 4.3(23) 未成品

′′ C SD03 D区 22 5 47(3.1) 2.1(17)

〃 C SD03 93以上 3.9(3.2) 1.8(17)

〃 A 不  明 261以上
，

ｒ

8.籠 (128・ 433)

網代編みのものが 2点ある。

128は ,127に 付着 していた断片で, 1本

くぐり1本越え 1本送 りのもの。

433は ,平面形が隈円方形になる籠と思わ

れるが,つぶれた状態で出土したことや ,

口縁菩卜を欠 くことから, 三E確 な大 きさイよは

っきりしない。 口径約20Cm, 底径約 8 Cm,

高さ約10Cmほ どのものであろう。素材は幅

3 mmほ どのもので,底部は 4本越え, 4本

潜 り2本送 りで,体部は,底部から27段 ま

でを 2本越え 2本潜 り1本送 り,それより

上は 1本越え 1本潜 り1本送 りである。口

縁部は欠けてわからない。

第 12図 籠 の復元図

9.器台 (435・ 436)

435は ,幅 2 cm厚 さ l mmの 樹皮を数枚重ねまきしたものを芯として,それに直交するように同じ樹皮をらせん状にま

きつけたもので,口 径18cm高 さ 6 cmの ものである。
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第 13図 器 台の復 元図

10.編物 (434)

434は ,直径1.5cmの 茎を一端の縁 とし,それと並行に直径 3 mmの細い茎を密接して並べ,それと直交するように幅

8 mmの薄い繊維が,細い茎を2本づつ くぐって編んでいくもの。維糸にあたる繊維は1.2cmの 間隔をおいて,編 み込ま

れる。

434の左上に重なって別の編物があるらしい。直径 3 mmの細い茎を 5～ 6本あわせたものを網代編みのように編んだ

もののようにみえるが,は っきりしない。

6.楽  器 (図版76)

1.琴柱 (101・ 102)

琴柱は 2′ヽある。

101は ,柾 目板を用いたもので,完成品である。底辺の幅 4 cm高 さ 2 cmの 山形のもので,厚さは底部で l Cm,頂部で

5 mmで ある。頂部の幅 l cmでその中央に,弦をかける刻みがある。底辺中央 も幅 2 cm高 さ 3 mmを 浅いえ ぐりを入れる。

102は ,板目板を用いたもので,整形が荒 く,未成品であろう。底辺の幅6.5Cm高 さ2.5cmの 山形のもので,厚さは底

部で l cm,頂部で 3 mmで ある。頂部は幅1.5cmで刻みはない。

樹種はいずれもスギである。

7.建 築 材 (図版96～ 98・ 100。 143～ 157・ 170)

1.栓 (150～ 174)

栓は,25点ある。いずれも割材を用いた棒で,長さが 6～ 17cm,一端を太 くして頭部をつ くり出すもの。頭部の径

2 cm,軸部の径 l Cm前後のもので,長さが15～ 17Cmの ものが多い。

頭部の断面形が円形のもの (栓 A),四角形のもの (栓 B),全体が棒ではなく板状のもの (栓 C)の 3種がある。

また,栓 Aは ,頭部の平面形すなわち,頭部と軸部境の形状によってAl～A3の 3類に分ける。

栓AI(150～ 154・ 157・ 158)頭部の平面形が方形につ くられたもので,軸部との接合部に,は っきりとした段を

もつもの。

栓A2(159～ 165)頭部の平面形が方形につ くられたもので,軸部との接合部に段をもたず,ゆ るやかにつながる

もの。

橙A3(167～ 170。 174)頭部の平面形が逆台形につ くられたもので,軸部との接合部に,小さな段をもつもの。

174は ,軸の下位側面に径 3 mmの 本製のピンがさし込まれている。

橙B(155,156。 173)頭部の断面形が方形のもので,軸部との接合のし方は,栓Alと 同 じくはっきりした段を

なす。155は ,軸部の下位両狽J辺が少し削られ細 くなる。173は ,軸部の断面形が円形になる。

橙C(166)全 体が厚さ8 mmの板状のもの。頭部平面形は方形で,軸部との境ははっきりした段をなす。

樹種は150～ 153・ 155～ 165。 167～ 171・ 174が スギである。
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表12 栓の計測表

番 号 種  類 出 土 区
法    量 cm

考備
長  さ 幅 厚  さ

栓 Al SD03 16.5 2,3(1.2) 1.6(1.2)

〃 SD03 15.2 1,9(1.1) 19(1.2)

152 〃 SD03 D区 16.6 1.7(1.3) 1,9(1.3)

〃 SD03 8.8 2.0(1.5) 20(1.4) 下半欠損

〃 SD03 6.1

〃 B SD01 B区 15.2 4.2(2.0) 2.1(15)

156 〃 SD03 13.1 3.1(1.3) 3.0(1.1) 右下部欠損

７
ｒ ア

'Al
SD03 C区 7.8 2.6(1.2) 2.5(1.4)

158 SD03 B区 7.7以上 2.9(1.3) 2.6(1.3) 下半欠損

〃A2 SD03 D区 15,8 2.3(1.0) 2.5(1.0) 下端欠損

160 SD03 B区 17.5 2.6(11) 2.4(1.1)

SD03 17.3 2.6(1.2) 2.0(12)

162 SD03 D区 12.9 1.8(1,0) 1.5(1.2)

SD03 B区 11.8 1.9(1,0) 1.2(1.0) 上端欠損

SD03 D区 2.2(1.2) 2.1(1.1) 下端欠損

SD03 2.5(1.2) 2.5(1,1)

〃 C SD01 16.3以上 2.4(1.6) 0.7(0.6) 下端欠損

〃 A3 SD03 C区 13,6以上 3.3(1,0) 2.6(1.2) 〃

SD03 14.6 2.8(0。 9) 2.2(1,0)

SD03 B区 15,3 2.3(1.0) 1.6(1,1)

SD03 16.5 1,7(08) 1.8(0.9) 上端欠損

SD03 A区 11.9 1.5(0.7) 1.0(0,7)

13.4

173 〃 B SD03 10.4以上 3.4 下端欠損

174 〃 A3 SD10 7.8以上 木製の釘がさしこまれている
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2.は しご (182～ 184)

イましごは 3点ある。

182は ,長さ171Cm幅 14cm厚 さ 2～ 8 cmで,踏台 6段の完形品である。板 目板を用い,下端はえぐり込みがあり,二

又に分かれる。上端には長径 5 cm短径 2 cmの長円形の穴 1つ と,一辺 2 cmほ どの方形の穴が 4つある。右狽Jの方形の

穴の横は一段浅 く掘 られている。下端の二又は地中にさしこまれて固定するためのもので,長円形の穴は建物への緊

縛のためのものとみられるが,方形の穴は,こ の材がはしごに転用される前に穿たれていた可能性 もあろう。

踏台の間隔は22～ 26cm,幅 は 4 cmほ どで狭い。

183。 184は ,踏台 2段だけ残ったものである。

183は ,幅 12cm厚 さ10cm,踏台の幅は 4 cmで,板 目板 を用いる。

184は ,幅 12cm厚 さ1lCm,踏台の幅は 6 cmで,柾 目板 を用いる。

樹種は182・ 184は スギである。

3.柱根 (図版143～ 157)

(1) SB14(303～ 306)

303と 304は割材を用い,305と 306は ,ふ持ちの柱である。303・ 304の 直径約24cm,306は 一まわ り大 きく直径26Cmで ,

断面形はいずれもほぼ円形で,地中に埋め込まれた部分の長さが約24cmで ある。

306は ,表面に幅 2～ 4 cmの ちょうな痕をよくとどめ,底面には幅 8 cm深 さ4 cmの濤がある。 SB14の柱根はいずれ

もその下に,厚さ l Cmの板を2～ 3枚重ねておき,礎板としている。

(2) SB16(307～ 314)

いずれも割材を用いる。307～ 3111ま ,直径15Cmで断面形が円形のもの。312・ 313は ,幅 6～ 8 cm厚 さ4 cm前後で,

断面形が方形に近いもの。いずれも表面にはちょうな痕 (波状加工痕)がよく残り,底面には幅 4 cm前 後の鉄斧先の

形状を残す加工痕がある。

307～ 310は ,下から16～ 20cm上位に,幅 2 cm深 さ2 cmのはちまき状の濤をめ ぐらすが,307～ 310は ,前面にめ ぐら

さず,半分ほどだけである。311だけ全体にめ ぐる。

312と 313は ,両側面にだけえぐりをいれるが,312は下から20cm,313は 下から15cmの ところに入れる。

SB16は 掘立柱建物 と考えられるが,311・ 313は ,307～ 311に 比べて小さく,ま た梁4子 の中柱であることから,あ

るいは床を支える東柱であるかもしれない。

314よ主柱が抜けて,長さ28cm幅 8 cm厚 さ4 cmの板が入っていた。

SB16の 柱根は,地中に埋め込まれた部分の長さが約40cmである。

(3)SB18(315～ 320)

315～ 317は ,割材を用い,直径18cmの断面形が円形のもの。いずれも表面には鉄斧による波状加工痕をよく残し,

316の底面には幅4.5cmの 斧先の形状を残す加工痕がある。

318。 320は ,心持ちの柱で,直径 8～ 10cmの断面形が円形のもの,319は割材を用い,幅 10Cm厚 さ 8 cmの断面形が方

形のものである。318～ 320は ,315の脇に接して埋め込まれたもので,添え柱である。

315～ 317は ,地中に埋め込まれた部分の長さが約50cmで ある。

318～ 320は ,315を補強する柱とみられるが,その場合, SB18は 床持ちの建物で,床板を支える柱の可能性がある。

(4)SB19(321～ 324)

321～ 324は ,割材を用い,一辺 8～ 12cmの断面形がほぼ方形のもの。いずれも表面には,鉄斧による加工痕が残る。

地中に埋め込まれた部分の長さが,約35cm前後である。
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(5)SB17(327～ 332)

327～ 332は ,割材 を用い,径 16Cmの 断面形が不整な円形のもの。表面には部分的に加工痕 を残すが,全体にあまり

手を入れない。330は ,底面は平坦でなく,斜めそぎでやや尖る。幅4.2cmの 鉄斧による加工痕が残る。地中に埋め込

まれた部分の長さは,80Cm前後で深い。樹種はすべてヨナラで直径70～ 80Cmの 木を 6分割 して用いているらしい。

(6)SA24(325。 326)

325'326は ,割材を用い,幅 16～ 18Cm厚 さ 8～ 1lCmの 断面形が方形のもの。地中に埋め込まれた部分の長さが約65

cm前後で,深い。地中に埋め込まれた部分は,鉄斧による加工痕がよく残 り,角がややまるみをもつが,地表面にあ

らわれる部分は,断面を整った長方形に,意識的にていねいに仕上げている。326の底面には幅3 5Cmの 鉄斧による加

工痕が残る。

高床建物 と考える SB17に並行することから, SB17に 付属した門と考えられる。

(7)SB20(333～ 338)

333・ 335・ 336は ,割材を用い,一辺16Cmの 断面形がほぼ円形のもの。334。 337・ 338は ,心持ちのもの。333～ 387

は表面に加工痕が残る。334は ,径12cmの 断面形が円形で,底郡近 くは幅16Cm厚 さ12Cmと ゃゃ方形に近 く,底面には幅

8 Cm深 さ 4 cmの濤を掘る。337は ,径 15Cmの断面形が入面体に近 く,338も 径12Cmの 断面形が八面体に近いもの。

地中に埋め込まれた長さは,338だけが16Cmと 浅 く,他は約60Cmと 長い。SB 20は,高床の建物 と考えられるもので,

338は ,そ の桁行の中央に位置することから,床 を支える束柱であろう。

(3)その他 (339～ 347)

339は ,心持ち柱で,径28Cmの 断面形が円形のもの。底面には幅 8 Cm深 さ 8 Cmの濤をもつ。表面には鉄斧による加工

痕がよく残る。 SB 14の 306と よく似た特徴 をもち, もとは SB14の主柱であった可能性が強い。 339は ,正面に維 16Cm

横 7 Cm深 さ 3 Cmの掘 り込みがあ り,そ の周辺には,線状の傷跡が集中してお り,他の材を加工する際の作業台として,

転用されたものであろう。

340は ,維に割れているが,底面から約30Cm上 に,は ちまき状に濤をめ ぐらす。 SB16の主柱によく似てお り,も と

は SB 16の柱であった可能性が強い。

341・ 342は ,心持ち柱で,径12Cmの断面円形のもの。表面の加工は少ない。

343は ,二本の枝が幹から分かれる部分の心持ち柱である。幹は径 6 Cmの断面円形のもので,枝の出る上部を,厚さ

3 Cmを 聯面かまぼこ形に切 りとる。同じような柱は,静岡県山木遺跡で出上 してお り,高床倉庫の柱 と考えられてい

る。 〔後藤守一編 1962〕

344は ,割材を用い,径 4 Cmの 断面形が不整円形のもので,地表部分 との境を,長さ24cmに わたって,一まわり細く

削っている。

345は ,割材 を用い,幅 14Cm厚 さ 7 Cmの断面形がやや方形に近いもの。

346は ,割材を用い,幅 12Cm厚 さ 8 Cmの断面形がやや方形に近いもの。

347は ,割材を用い,一辺 8 Cmの断面形が方形のもの。

樹種は303・ 306・ 333がカツラ,304・ 341は ウワミズサクラ,305は オニグル ミ,307～ 313・ 315～ 317・ 321～ 326・

343～ 347は スギ,318。 320。 338は ヤマナラシ,319は モ ミ,327～ 332は コナラ,333は カツラ,334は キハダ,335。 337・

342は ヤマグワ,336は タモ,339は カゴノキである。
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8.棒 。 板 (図版 101～ 141・ 160～ 167)

1,棒 (図版101～ 167)

穴やえぐりの形状によって, 5種がある。棒の多くは心去 りの割材を用いるものが多く,木取 りについての記述は

必要なものについてのみ行 う。

(1)連孔棒

幅 4 cm前後の断面かまばこ形を呈する棒に,円形や四角形の穴が連続して穿たれているもの。

穴の形が円形のもの (A),四角形のもの (B)がある。

A(185)

185は ,幅4.2cm厚 さ2 5Cmで ,先端が細 くなり丸味をもつ。直径約 3 cmの穴が 6つ以上,約 3 cmの 間隔をおいて並び,

穴のある両側辺には,浅い濤が認められ,紐を巻 きつけた時の緊縛痕 と思われる。緊縛痕は,先端近 くの穴のない側

辺にもlヵ 所認められる。下端を欠 く。

B(186～ 191)

186は ,縦半分に割れ,両端 を欠 く。厚さ4.2cmでゃゃ厚い。直径約 2 cmの穴が 4 cm間隔で 6つ以上穿たれる。

187は ,幅4.5cm厚 さ1.2cmで,先端が角ばったままのもの。縦 3 cm横 2 cmの 穴が 3つ以上,約 3 cmの 間隔をおいて並

ぶ。18創 よ,幅2 8cm厚 さ1.2cmの 小形のもので,一辺 l cmの 穴をもち,先端が丸味をもって尖るもの。189は 187と 特徴

が似てお り,同一個体の一端である可能性がある。19創 よ,幅 3.2cm厚 さ1.5Cmで ,両端を欠 く。中央に幅1.2cm深 さ0.5

Cmの濤がやや斜めに施される。縦 2 cm横 1.5cmの 穴が 3 cmの間隔で穿たれる。濤を越えて1lCm離れたところにも穿孔の

形跡が認められる。191は ,幅4.5cm厚 さ1.8cmで ,下端 をやや細 く削 り,握部状に作っている。穴は一辺 2 cmで 7 cmの

間隔をおいて並ぶ。

(2)両端に穴のある棒

断面形が棒状のもの (A)と 板状のもの (B～ D)がある。

A (200。 201。 205・ 206)

200は ,一端を欠 くが,推定の長さ約80cmで,両先端から16cm内側に,縦 2 cn横 l Cmの 四角い穴を設けるもの。中央

の太さは約 3 cmで断面が円形,穴のある所は幅 4 cmでやや太 く,断面形 も四角 くしている。

201は ,一端を欠 くが,推定の長さ約90Cmで,両先端から14cm内側に,縦 2 cm横 l cmの 四角い穴を設けるもの。太さ

は約 3 cmで断面が円形で,全体を通 してほぼ同じである。最先端部の側面には幅 2 cm深 さ0 4cmの濤を入れている。

205は ,下端か ら32cmの 所に一辺1 5Cmの 正方形の穴を設け,恨1面か ら約0.5Cmの 細い棒 をさし込んでいる。細い棒は

正方形の穴を貫通 してお り,穴の中にさし込まれていた別木の棒 を固定する役割をもつ ものであろう。中央部の大さ

は約3.5cm,断 面が円形で,穴のある所は幅 4 cmでやや太 く,断面形が四角 くしている。穴と先端の間の長さが長いが ,

もう一方の端 も,同様な形になるものと思われる。

206は ,先端近 くに一辺 3 cmの正方形の穴を設けるもの。他の一端 を欠 くが,同 じ形状がつ くものと思われる。穴の

ある所は幅も 6 cmと 広 く,断面形が四角 くなり,左側を斜めに切 りとって尖らせる。

B (202。 203)

202は ,一端 をわずかに欠 くが,推定の長さ64cm幅 6 cm厚 さ 2 cmの柾 目板で,両先端に直径 3 Cmの穴を設けるもの。

穴と穴の間は幅4cmでゃゃ細 くけずる。表面には,幅 1.2cmの ちょうな痕が残る。先端部の木口は丸味をもたせている。

203は ,縦半分に割れ, しかも一端を欠く。推定の幅約 7 cmで厚さ2.2cmの板目板で,一端に一辺 4 cmの方形の穴を

設ける。先端は三角形に尖らせている。
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C(192。 193)

192は ,幅 6 cm厚 さ l cmの板 目板で,一端を欠 く。遺存する一端には径 4 cmのやや方形に近い穴を設け,欠 けている

側は,中央部 を幅 2 cmの細長い穴を穿ち,二又になっている。細長い穴の両側には,径 l mmの小穴を相対 して設け ,

それは 8 cmの間隔をおいて並ぶ。遺存する先端は三角形に尖らせ る。193は ,幅 6 cm厚 さ l cmの板 目板で,両端を欠 く(

中央に,一辺 2 cmの方形の穴を設け,穴から 3 cm離れて幅 2 cmの細長い穴が両端まで続 く。細長い穴の両側には,径

l mmの 小穴を相対 して設け,それは 9 cmの間隔をおいて 3組並ぶ。192と 193は ,そ の特徴から同一個体の可能性が強

く,193の方形の穴 を中心にして,対称の形になるものであろう。小穴が 4対であるとすれば,推定の長さが57cmに

なろう。

D(194・ 198)

1941よ ,長さ26Cm幅 4.5Cm厚 さ 2 cmの板 目板で,中央に一辺 3 cmの方形の穴を設け,両端を紡錘形に削 り出す もの。

両先端は径 l mmの小穴を設ける。

19創 よ,推定の長さ31cm幅 3 cm厚 さ1.5cmの板 目板で,中央部に幅 l cm長 さ14.5cmの 長円形の穴を設ける。両先端に

は径 l mmの小穴を設ける。

(3)有孔棒 (195～ 197・ 199・ 204。 271)

いずれも一部分で,全体 を推定 しがたい。

195は ,幅 7 cm厚 さ1.5Cmで,一端 を山形に尖 らせ,中央部に幅 4 cmの細長い穴を設けるもの。196は 厚 さ 2 cmで,中

央に一辺 4 cmの方形の穴を設ける。197は ,幅 3 cm厚 さ 5 mmで 中央に長円形の穴を設けるようだが,縦半分に割れてい

て不明。199は 長さ28cm厚 さ1.5Cmで,中央部に長さ19cmの長方形のえぐり込みが入るもの,縦半分に割れているよう

である。長方形のえぐり込みの上に,径 l mmの小穴があるらしいが判然 としない。上端左角にえぐりを入 り,突起状

にヤ倖る。

204は ,幅 4 cm厚 さ l cmの 板 目板で,遺存する一端から14cm内側に一辺 2 cmの方形の穴を設ける。欠失する一端は,

尖るような感 じでもあるがよくわからない。

271は ,幅 6 cm厚 さ3 cmの柾 目板で,長さ14cmを 残 して下は約 2 cmと 細 くし,そ の一側辺には 6 cm間隔に幅1.5cm深

さ1.2cmの 四角いえ ぐりを入れる。側辺が割れているので,こ のえぐりは穴になるかもしれない。

(4)先 を尖らせた棒 (234。 237・ 362・ 371・ 409・ 416・ 417・ 430)

2341よ ,長さ67cm中 央の径 3 cm断面円形の棒で,基部はやや太 く,先細 りになる先端部は,長 さ 5 cmを 四面削 り,舌

状にするもの。235は ,長さ60cm径 2 cmの断面形かやや方形に近い棒で,先端部 6 cmを 4面削 り尖 らせる。236は ,長

さ47Cm径 2.8cmの 断面円形の棒で,先端部を長さ l cmほ どを斜めに削 り出すもの。237は ,断面の径約 3 cm断面円形の

棒で,基部を欠 くが,先端部は長さ9.5cmを 舌状に削 り出す もの。

371は ,長さ37cm幅 3 cm厚 さ約 2 cmの 断面方形の棒で,両端は長さ 4 cmを 4面削 りを舌状にしているもの。409は
,

径 2 cmの 断面円形の棒で,先端を長さ 3 cmを 4面削 り尖 らせるもの。416・ 417・ 430は ,先端 を4面 削 り,尖 らせてい

る。

(5)有頭棒

棒の一端ないし両端に頭部 を作 り出す もの。長さが80～ 100cmの 長いものと長さ20～ 30cmの短いものの 2種がある。

Al(207～ 213・ 215。 223～ 225)

207は ,全長99cmで,断面が一辺 3 cmの方形の棒で,両端 を長さ 2 cmを 残してその下 を4面 とも削 り,両端に頭部 を

作 り出すもの (両頭棒 )。 208は ,下端 を欠 くが,断面が一辺 3 cmの方形の棒で,先端 を3面 を削 り出して,長さ 2 cm

の頭部 を作るもの。209は ,下端 を欠 くが,断面が 2× 3 cmの方形で,先端 を 1面 だけ削 り長さ 2 Cmほ どの頭部を作る
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の穴がある。上端 と同じように,穴の右側に 2個 1対の穴が伴うのかもしれない。その場合,板の幅は約10Cmに なる。

279は ,長 さ約44cm幅 1lcm厚 さ6 mmの板目板で,板の中央両端に縦 l cm横 2 cmの 方形の穴があり,穴の左側に径 5～

6 mmの小穴が 2個ずつ添う。右側辺に沿って,径 5 mmほ どの穴が, 6～ 8 cm間隔に 5つ並ぶ。

280は ,長 さ57Cm幅 9 cm厚 さ 2 cmの板目板で,左側を欠く。両端近 くに,粗いはつ りによる穿孔を施し,一辺 1～ 2

Cmの不整形な穴を設ける。

281は ,幅 12cm厚 さ 2 cmの板目板で,上端を欠 く。両端近 くに,やや右側辺に近 く,一辺1.5cmの 方形の穴がある。

上端の左側辺と下端の右側辺に,長 さ 9 cm幅 3 cmの方形のえぐりを入れる。表面にはちょうな痕がよく残る。282は ,

幅10cm厚 さ2 cmの板目板で,上端左側辺に縦 l cm横 3 cmの えぐり込みがある。283は ,長さ20.5cm幅 4.5cm厚 さ約 l Cm

の板目材で,右佃Jを 欠く。中央側辺には,一辺 l cmの 方形のえぐりがあるが,穴であるかもしれない。

28引よ,幅 12.5cm厚 さ3 5cmの 板目板で,上端を欠く。両側辺には,縦 4 cm横 l Cmの 方形の穴が,相対して設けられ

る。この一対の穴は約40cmの 間隔をおいて, 3対以上確認できる。下端近 くには,穿孔途中かと思われる荒いはつ り

がある。中央部に入る段は,意図的なものとみる見方もあるが,は っきりしない。

285は ,長さ138.5cm幅 9 Cm厚 さ 2 cmの板目板で,下端近 くに左側辺に沿って,一辺 2 cmの方形の穴がある。上端近

くにも,穴があったかもしれないが,その部分を欠いていて不明である。

286は ,長 さ128cm幅 10cn厚 さ2.3cmの 板目板で,右側辺に沿って一辺 l cmの 方形の穴が 2つ ある。穴の間隔は,170

Cmである。287は ,幅 20cm厚 さ l Cmの板目板で,下端を欠く。中央左側辺に沿って縦 2 cm横 l cmの方形の穴がある。

288は ,厚さ2 cmの板目板で,右側辺と上端を欠く。中央左側辺に沿って維 4 cm横 2 cmの方形の穴がある。

289は ,長さ85.5Cm幅5.2cm厚 さ1.6cmの板目板で,左隅をわずかに欠く。上端に一辺 2 cmの方形の穴が 2つ あるが,

右側辺の近い穴には,同 じ大きさの棒がはさまっている。

290,291は ,幅 15Cm厚 さ l Cmの板目板で,それぞれ一端を欠き,他の辺も欠けているのかもしれない。一側辺に沿

って一辺 l cmの 方形の穴がある。 2点は,木の質や特徴がよく似ており,同一個体である可能性が強い。

292は ,長さ30cm幅 5 cm厚 さ0 7cmの 板目板で,下端を欠く。左側辺に沿って径 5 mmの小穴が 2つ あり,そ の間隔は

6 cmで ある。293は ,幅 6 cm厚 さ1.5Cmの柾 目板で,両端を欠く。左側辺に沿って,径 2 cmの円形の穴と,縦 2 cm横 1.5

Cmのやや方形に近い穴が 2つ以上あり,その間隔は 6～ 8 cmで ある。

29引ま,幅22.5Cm厚 さ 3 cmの板目板で,下端を欠く。上端近 くには,両側辺に沿ってはつ りによる一辺 2 cm内 外の不

整形な穴がある。穴のあけ方は,左右反対方向から行う。上端縁は,やや斜めに削がれ,それにあわせて穴の位置も

わずかにずれる。

295は ,長さ68cm幅 22.5cm厚 さ 3 cmの柾目板で,中 央部左側辺に沿って縦 4 cm横 5 cmの不整形な穴がある。右側辺は

やや外側へ張り出しぎみである。

296は ,長さ152cm幅 21cm厚 さ3 cmの板目板で,中央右側辺にはつ りを入れて 2分割している。上端右側辺に沿って

縦 3 cm横 4 cmの不整形な穴を設けている。穴は両面からの粗いはつ りによる。下端右端には,断面円形の長さ 2 cmの

先端が丸味のある突起部を作 り出す。表面は幅 2～ 4 cmの ちょうな痕や線状の傷痕が残る。

29創よ,長さ99cm幅 13.8cm厚 さ3.2cmの 板目板で,左側辺を長さ48cmに わたって弧状のえぐりを入れる。えぐりの始

まりと終わりの部分は,横に線状の傷痕が認められる。右側辺に沿って一辺 2 cmの 方形の穴がある。下端は二又に分

かれているが,意図的なものかどうかはっきりしない。

板 F(253。 254・ 262・ 268。 277・ 297・ 299～ 302)

穴をもたないその他の板を一括する。

253は ,幅 4 cm厚 さ1.5cmの柾目板で,両端を欠く。254は ,幅 2.5cm厚 さ0.8cmの 板目板で,上端は左隅を一辺1 2cm
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の方形のえぐりを入れて,幅 l cmの 突起を作 り出す もの。

262は ,長さ20cm厚 さ l Cmの板 目板で右側を欠 く。表面にはちょうな痕 をよく残す。

268は ,長さ28cm幅 12.5Cm厚 さ l Cmの 板 目板で,表裏にちょうな痕 をよく残す。

277は ,長さ57.5cm幅 12.7cm厚 さ約 2 cmの板 目板で,上部に幅約6.6cm長 さ15Cmの突起部を作 り出し,下端は左隅を

縦10cm横 6 cmの えぐりを入れる。表面には,ち ょうな痕が残る。

297は ,長さ127cm幅 2.6cm厚 さ3.2cmの 板 目板で,右側辺に沿った部分にちょうな痕がよく残る。

299は ,幅 10cm厚 さ5.5Cmの 板 目板で,表面には長さ 9 cmの線状の傷痕が密集 して残る。下端は二又に分かれている

が,意図的なものでない欠け と思われる。

30創ま,長さ96cm幅 16cm厚 さ 5 Cmの板 目板で,表面には長さ 4 cmの線状の傷痕が密集して残る。

299と 300の線状の傷痕は,こ れが他の材などを加工する際に台として用いられたためについたものと考えられる。

301は ,幅 16Cm厚 さ2 5cmの 板 目板で,下端を欠 く。上端部左隅には,集中してはつ り痕があ り,穿孔途中のもので

あろうか。右側辺中央部に,三角形の小さな刻みがあり,編板 として使われた可能性がある。

302は ,幅 12cn厚 さ 2 cmの板 目板で,下端 を欠 く。上端部は,断面を三角形に削っている。

その他 (103・ 264・ 420～ 426・ 429・ 431・ 432)

420は ,長さ22cm幅 2 cm厚 さ 6 Cmの板 目板で,両端 を三角形に尖 らせ る。421は 幅 3 cm厚 さ 6 mmの板 目板で,上端を

欠 くが,下端は三角形に尖 らせ る。

422は ,長さ24.7cm幅 1.8Cm厚 さ0,7cmの 板 目板で,両端の長さ 8 cmを 両側辺を削って尖起状にしたもの。

423は ,長さ18.6cm幅 4 3Cm厚 さ0.8cmの 板 目板で,中央左側辺を長さ2.6cm幅 5 mmの えぐりを入れる。

424ま ,幅 11.5cm幅 5.4cm厚 さ1.2cmの 板 目板で,一端を三角形に尖 らせ る。

425は ,厚さ 6 mmの撥形の板だが上端部 を欠き,下端は焼けこげていて, もとの形ははっきりしない。

426は ,長さ3.7cm幅 5,4cm厚 さ 8 mmで,表面はやや丸味をもつが,裏面は平坦である。

429は ,長さ24cm幅 3 cm厚 さ 8 mmで の板の先端部の両側辺を削って細 くしたもの。

431は ,長さ23cm幅 5.5Cm厚 さ 2 cmの板 目板。43馴よ,幅 6.3Cm厚 さ3.6cmの もので,一端を斜めに切 り尖 らせている。

3.杭 (348～ 360。 418・ 419)

割材を用いた板や角棒の一端 を尖 らせたもの。356・ 418・ 419が板 目板である他は柾 目板である。

樹種は103。 185～ 194・ 196～ 198。 200～ 204・ 206・ 207・ 209,216～ 222・ 224～ 226・ 230～ 231・ 235。 236・ 245～

249。 252 。 255。  260´ヤ262・ 264-266。 268・ 270'271。  273々-277・ 279´-285 ・ 288・  290々 -292・ 296々-302・ 348 ・ 350・

351・ 355。 356・ 363・ 364・ 371・ 380・ 381。 386・ 397・ 408。 416・ 419～ 424・ 426・ 430がスギ,195は カシ類,238・

244は ヤマグワ,357は ムクロジ,362は アオダモ,367は ヨナラ。

その他の樹種

橋 SX25は スギ, SE26の 井筒はウワミズザクラである。
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91木器の組成

江上A遺跡出上の木器は,5,605点 あり,そのうち438点 を図示した。主要な木器はほとんど収録しており,今回報

告できなかつたものは,特丹Uな加工のない板や棒が多い。

図示した木器の比率は次のとおりである。

農 具 53点 (約12%)鋤 18,鋤17,え ぶり1,石包丁形木器8,臼 4,杵 5

工 具 40,ミ (約10%)斧 柄 2,刀子柄 1,火鑽臼8,火鑽杵 4,鳴子形木器25

狩猟具

漁粉具 13点 (約 .3%) 弓5,鏃形木器 5,たも網 1,櫂 2

紡織具 18′ミ (約 4%)紡 錘車2,編板4,椅子 5,矢羽根形木器 7

食器・容器 41点 (約 9%)鉢 2,高杯 1,槽 4,桶 7,蓋あるいは底板10,杓子1島 籠 2,器台2,編物 1

楽 器 2′ミ (約0.1%)琴柱 2

建築材 54点 (約12%) はしご3,柱根49,井筒・橋

その他 217点 (約49.9%)棒,樋 杭

約50%にあたる221点について,その用途をほぼ推定できるが,その中では,農具24%,工具18%,狩猟具・漁扮具

6%,紡 織具 8%,食 器・容器19%,楽器 1%,建 築材24%である。
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ガ ラ ス 玉
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E江 上 B遺 跡

江上B遺跡は弥生時代 と中世の複合遺跡である。木製品もこの 2時代に分かれるが,大部分は中世である。木製品

の総数は木片も含めて17,335点 である。生活用具,生産用具,祭万E・ 呪術用具が 5割強を占める。そのうち箸は破片

も含めて9,113点 で 9割 を占める。濤の覆土からの出上が大部分で,特に SD070か らは大量に木製品が出上した。

建物の柱穴出土木製品 (図版171・ 172)

柱根 (1～ 10) 2・ 10の 時代不明以外は,中世である。柱根は,b持 ち材と割材を用いて作られている。前者の断

面形は九形,後者のそれは九形と角形である。下端木口は手斧痕を残す。その木口は平坦なものがほとんどなく,突

出したり斜めになったりしている。 1・ 2・ 5は ,い持ち九材で,直径16～ 18Cmの木を使っている。周縁には手斧痕を

残す。 2の上端木回は心が腐っている。 5は丸太材で周囲の一部を面取 りしている。 4・ 6～ 8は一辺13～ 16cmの角

材である。 4・ 6・ 7の下端木口は斜めになっている。 4の上端木口近 くには長さ4 cm,幅 5 cm,深 さ 5 cmの穴が一

つある。 8の下端木口はほぼ平坦である。 6～ 8は ほぼ同じ大きさの材である。 SB 120と SB 121には建て替えがあり,

柱根を地中に残 したままで,新しくSB 121を 建てたのであろう。 3は角材の隅を切 り取ったため八角形の断面形と

なる。 9の断面形は一辺14～ 15Cmの五角形に,10のそれは九形に近い。 9の上端木回は折 り取られている。

礎板 (11・ 12)11は SB 121か SB 122の ,12は SB 120の柱穴から出上した礎板である。11は長方形の板の一端を丁

寧に隅をとり, もう一端を切 り取ったままにしている。12は長方形の柾 目材で,一面は手斧痕が残 り,他の面は削っ

て面取 りをしている。樹種は 1・ 5がヤマナラシ, 2がキハダ, 3・ 4・ 6～ 9がスギ,10が ヨナラである。

SD070出 土木製品 (図版173～ 178'185～ 187)

大部分の木製品はSD070内 の厨房施設の一部であるSX107か ら出土した。種類には曲物・折敷・下駄・有孔円板・

櫛・杓文字形木製品・札形木製品 。塔婆形木製品・柄・漆器皿・箸・建築材・用途不明の木製品がある。

曲物 (15～ 33)完 形のものは 1点で,大部分は曲物の底板である。33は 完形品である。内面に切 り込みを入れて

曲げ,桜皮でとじ合せた柾目板と円形にした柾 目底板とを組み合せたものである。底板は直径32.8～ 33.6Cm,厚さ10

cmで,側板の高さは12,8cm,厚さ 2 mmで ある。桜皮によるとじ合せは3ヵ 所あり, 2ヵ 所が遺存している。側板と底

板には木釘等によるとじ合せは見られない。底板には刃物痕がある。3割よSX107の 集水用の曲物として利用されている。

曲物の底板は完形のものは 1点だけで,他は半裁あるいはそれ以下に切 り取られている。柾 目材 と板目材を使用し

ているが,前者の方が多い。底径は14～ 37.6Cmであり,そ のうち25～ 27Cmの ものが多い。底板に孔があるもの (18・

20・ 21)やこげ痕を残すもの (19・ 20。 23・ 27,31)が ある。25。 29は 側面の周縁に2ヵ 所の木釘穴がある。両端を

遺構内出土

遺構内出土

(出上位置不明)

X・ Y出 土
SB120～ 122

第36図 江上 B遺跡木製品出土地点
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切 り取った30や短冊型にした32は 刃物痕を残し,ま な板として使用されている。樹種はいずれもスギである。

折敷 (34～ 43) 出上した折敷は底板で,完形のものはない。底板を半裁されているものばか りである。41以外は

柾目材を使っている。長さは長辺で18～ 38cmである。周縁には側板をとめる孔がある(35。 42・ 43)。 35～ 37は こげ痕

を残す。34。 39,431こ は刃物痕があり, まな板 として使用している。

下駄 (44～ 48)下 駄は柾目材を使っている。44は 差し歯下駄の歯の部分である。歯の裏はす リヘっていて,小砂

がつまっている。45は 連歯下駄で,長さ15.6cmで ある。46は 連歯下駄で,後壺は後歯の前に穿たれている。歯は使用

のため,す りへっていて, 4 mmの 長さである。長さ23.6cmで右足用か。47は 前が少し狭まった長方形の下駄の台部で

ある。台部は隅の角が取られている。長さ24.4Cm,幅 13cm,厚 さ1.5Cmで ある。右足用。SB120の 礎板に再利用。48は

長さ25.8Cmの 連歯下駄である。後壷はやや大きくあけられている。歯の長さは1.4Cmである。樹種は46・ 48がスギである①

有孔円板 (49)49は直径3.1～ 3.2cm,厚 さ 3 mmの円盤の板に,中央に1つの孔を持つ。孔は一方より先穿され周縁

には刃物痕を残す。一面は丁寧に削り調整をしている。紡錘車として使用されていたのか。板日材。

櫛 (50)50は 黒漆塗 りの横櫛である。棟は左右に緩やかな円孤を描き,棟頭が山形である。棟厚は0.8Cmで,棟高

は3.lcmである。歯が 1つ 1つ 離れるような切込みがないことから, ミニチュア品である。

杓文字形木製品 (54・ 55)54・ 55は板目材を使っている。54は いちじく形の身で,先端は尖る。幅は身で3.4cm,柄

で2.Ocmである。55は 身の両側 と先端がうすく削られて,中央がやや厚いものである。長さ13.9Cm,厚 さ0,6～ 0.7Cm,

幅は身で3.4Cm,柄 で1.3Cmである。樹種は55が スギである。

札形木製品 (56・ 57)56は長方形の柾目材に孔が 1つ ある。長さ8,7cm,幅 3.7Cm,厚 さ0.5Cmである。両面には墨

痕が見られない。57は 板目材を長方形に切断したものである。長さ11.5cm,幅 5.6cm,厚 さ0.5Cmで,刃物痕が残る。

塔婆形木製品 (61)61は一端を圭頭状にし,その下に 2ヵ 所の切 り込みがあり, もう一端をとがらせたものであ

る。長さ20.4cm,厚 さ0.5cmで,最大幅は推定3.3Cmである。両面には墨痕が見られない。板目材。

柄 (62)62は小刀や包丁などを入れる柄である。板目材。長さ14.8cm,幅 3.5cmで,柄元にはくばみが入る。

漆器皿 (m4・ 115。 120)皿はロクロによる削り出しによって作 り出す。平高台のもの(120)と 無高台のもの(114・

115)がある。115。 120は 内外面黒漆塗りで,m4は 内面黒漆塗り,外底面には漆を塗らない。口径は7.4～ 9,8Cm,高

さ1～ 1.2cmである。11引ま乾燥が激しく,器面がデコボヨになっている。1201ま 高台が欠損している。樹種はケヤキ。

箸 (122～ 181)箸は細長い板を削り調整を加え,両端が細 くなる。総点6807点 。箸の中央の断面形は長方形のも

のと略正方形のものと三角形のもの (僅かな量)がある。長方形のものと略正方形のものは3:2の割合である。両

端の切断の仕方は一方から強く押し切るものと,両端から切るものがある。切断のため先端が平担になっているもの

もある。長さは16.6Cm～ 27,9Cmで,平均19,3Cmで ある。幅も3～ 8 mmで,平均 6 mmで ある。樹種はスギである。

建築材 (64～ 71)64は棒状のものに 2個一対の孔が3ヵ 所ある。長さ47.5cm,幅 2,lcm,板 目材。65は 細長い棒状

のものの周縁に柏孔が 2ヵ 所ある。中央には孔が 2つ ある。板目材。67・ 70は 杭状のもので,一端を鋭 くけずる。

用途不明の木製品 (51～ 53・ 60・ 63)52・ 53は 一端に三角形状の突出部がつ くもので,つ くりがほぼ同じである。

60は 四隅を面取 りした細長い棒で,一端をやや山形に切断している。63は 細長い棒状の柾 目材に 6つの孔があり, 5

ヵ所に木釘が遺存している。一端は欠損しているが,現存長29,2Cm,幅1,8Cm,厚 さ1,2～ 1,4Cmである。60は スギ。

SD037出 土木製品 (図版179・ 188)

SD037は弥上時代の SD030を 横切る中世の濤である。 SD037と SD030と の接する所,SBl17の 北側の部分に遺物が

多数出上した。種類には曲物・折敷・杓文字形木製品・箸 ,用途不明の木製品がある。

曲物 (74・ 77)74は板目材の曲物底板である。推定底板は25。 2cm,厚 さ4 mmで ある。77は 曲物底板の両端を切断

して, まな板として使用している。両面には刃物痕が残る。推定底径17.2cm,厚 さ3～ 5 mmである。柾目材。7ηまスギ。
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折敷 (79・ 80)79は 周縁に側板を止めるための孔がある折敷の底板である。両面には刃物痕があり, こげている

所 もある。柾 目材。長辺32.Ocm,厚 さ0.5Cm。 80は 折敷の底板を短冊部に切 り取ったもので,側面には 2ヵ 所の切 り込

みがある。周縁には側板を止めた痕が残る。柾 目材 ,′ 長辺32.7Cm,厚さ0.5cn。 樹種は79が スギである。

杓文字形木製品 (75)75は柄が欠損 し,身が長方形 になり,先端が薄 くて丸いものである。身の幅は6 0Cm。

箸 (182～ 198)箸 は総数960点 である。形状は SD070と 同じ。断面形が長方形のものと略正方形のものの割合は

3:2で ある。長さは16.7～ 23.8Cmで,特に18～ 22cmの ものが多く,平均20.4cm。 幅は 4～ 8 mmで平均 6 mmで ぁる。

用途不明の木製品 (72・ 76・ 78)72は板 目材の一側面に鋸歯状の刻みを連続して入れたものである。先端は両方

からの削 りで尖が り,下端は欠損 している。全体に黒っぽい。現存長5,Ocm,幅 1 4cm,厚 さ0.6Cmで ,亥」みの深さ約 3 mm。

76は 長方形の柾 目材の一側面には「 L」 字状の切 り込みを入れ,他の側面や先端は両方からの削 りにより薄 くなる。

両面には削 り痕 を明確に残す。78は 細長い棒状の板 目材の一側面にえぐりを加えて,先端に半円状の突出部 をつ くる

ものである。突出部は丁寧な削 り調整がされている。長さ14.9cm,厚 さ1.6cm。 幅は突出部で3 2cm,柄で2.2cmである。

SD030出 土木製品 (図版180)

SD030は遺跡の中央を東西に流れる弥生時代 (後期 )の濤である。この濤の北側には弥生時代の竪穴住居 SB lllが

あり,そ の周濤 SD020が SD030に 流れ込んでいる。また弥生時代の滞 SD021も SD030に 流れ込む。上記の 3つ の濤か

らは大量の弥生土器が出上 しているが,木製品はほとんど出上 していない。 SD030出 上のものは SD021が流れ込んで

いる所からで,わずかな量である。

下駄 (81)81は連歯下駄で,台部は小判形をし後木口はうす くなっている。後壺は後歯の前に穿たれ,後歯の方

はよくへっている。長辺20.lcm,幅9.6Cm,台厚1.4cm,前歯の長さ1.5Cm,後歯の長さ1.2cm。 右足用。板 目材を使用。

この下駄は SD030の 覆土上面 (中世の遺構確認面 )か ら出上し,中世である。樹種はスギである。

建築材 (82・ 83・ 86)82は板 目材を長方形に加工 し,側面に刃物痕が残る。孔が 2つ あり,一つの孔には木釘が

残る。83は長方形の板 目材の側面に孔が 1つ ある。86は 長さ109cm,幅 13,7Cmの板 目材の側面に28.5cm,36Cmの 間隔で

孔が 3個 ある。厚 さ0.6～ 1.OCmである。樹種は83がスギである。

用途不明の木製品 (84・ 85)84は長さ68.7cm,幅 3.5cmの 細長い棒状の木で,先端が丸 く,そ の下はやや くびれて

細 くなる。孔は10ヵ 所あり,先端にある孔は大 きい。板 目材。85は 一端 を矢羽根のように二又に分かれ,側面を面取

りした棒である。二又状部分の断面は四角である。下端は欠損 しているが,現存長55,6cm,幅 2 2cm,,厚 さ2.4cm。

その他の遺構出土木製品 (図版 181・ 182・ 185。 188・ 189)

出土した木製品は SD026の 97以外は中世である。

曲物 (87)87は柾 目材の底板で,推定底径24.4cm,厚 さ0.9Cmで ある。

折敷 (88・ 89,91)91は 中世の SD033出 上の折敷の底板である。側板 と底板がセットになって出上 している。底

板は縁に側板を止める孔がある。孔は12個あ り, 2個一対になっている。長辺30.3cm,短 辺27.7cm,厚 さ0.7cmである。

側板は幅 2～ 3 cmで ある。89は SD074付近から出上している。折敷の底板を短冊型に切 り取る。長辺27.8cm,厚 さ0,7

Cmである。一面に刃物痕があり,ま な板 として使用 している。88は細長い板 目材の中央にえぐりを入れたもので,脚

をとめる孔がないが,折敷の脚であろう。長さ25.6cm,幅 2.5～ 3 5Cm,厚 さ 4 mmで ある。90は 長方形の柾 目材の木口

の一端に木釘が 2ヵ 所打ち込まれている。折敷底板の一部か。

摺粉木 (92)92は上端が欠損 しているが,現存長27.2cmの 括粉木である。悟面はよく使われている。下端の直径

53～ 5 8cm,上端の直径3.7～ 4.3cmである。木には,b持 ち材を利用 している。共伴遺物から室町時代前半である。

杓文字形木製品 (94)94は身の先縁 を半円状にする杓文字形木製品である。長さ24.8Cmで,柄の幅1.9Cm,厚さ0,7

cm,身の幅3.6Cm,厚 さ .4Cmである。板 目材。92の樹種はウワ ミズザクラである。
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櫛 (93)93は黒漆塗 りの横櫛である。半分程欠損しているが,棟がた右に緩やかな円孤を描き,棟頭が九 くなり,

棟の端は直線になって角張る。棟幅は3.5Cmで,歯の長さは2 6Cmである。歯の数は l Cm幅 に9本ある。樹種はイスノキ。

塔婆形木製品 (95)95は細長い板目材の一端を圭頭状に, もう一端を鋭 く尖らせた塔婆形木製品である。圭頭状

の下に深さ 2 mmの切 り込みを2ヵ 所に入れる。両面には墨痕が見えない。長さ26.7Cm,幅 2.8Cm,厚 さ0.5Cmである。

漆器皿 (116～ 119。 121) 皿には輸高台の皿(118。 119。 121),平高台の皿(116),無 高台の皿(117)がある。117～ 119・

121は 内外面黒漆塗 りである。116は 内面黒塗 りで,外底面には漆を塗らない。118の外底面に「X」 の形の引っ掻きき

ずがある。口縁外面にはロクロ形成の段が明瞭に残る。119は 内底面に筆で朱書した文様がある。

箸 (199～ 213・ 215～ 218。 220～ 223。 225～ 231・ 233～ 241)箸の断面が略正方形のものと長方形のものは 2:3

の割合である。長さは16.2～ 25.3Cm,幅 は04～ 0.説mで,平均は長さ19,9cm,幅 6 mmで ぁる。

建築材 (97・ 99。 101)97は弥生時代の濤 SD026か ら出上している。細長い柾目材を加工し,両側を削り取 り,

中央に突出部をつ くる。101は一端を三角形に尖らした細長い柾 目材に,6 1Cm× 3 Cmの長方形の孔がある。

用途不明の本製品 (96・ 98。 100・ 102)96は径0.9Cmの丸棒である。両端は欠損しているが,現存長30.9cm。 何か

の工具の柄であろう。98は 偏平な棒状の板目材の一端を両方から削り尖らせ, もう一端を丸 く削る。長さ31.3cm,幅

2.8Cm,厚 さ2.Ocmである。100は 長さ76.OCm,幅 18Cmの細長い材の一端を削り杭状にする。102は 細長い柾 目材に切 り

込みを入れて両端に突出部をつ くる。その切 り込みは一方が少し凹み, もう一方が「U」 形をする。突出部の一方は

欠損しているが形状から機織具の一部か。長さ37.9cm,幅3.5Cm,厚 さ1.8Cmで,両面の一部にこげ痕がある。96は スギ。

遺構外出土木製品 (図版183・ 184。 189)

曲物 (103～ 105) 曲物は完形品がなく底板だけである。底板には柾 目材を使用している。103は SD070の 南側か

ら出土したもので,推定底径9.6Cm,厚 さ0生mである。1041よ推定底径16.4Cm,厚 さ0,7Cmで,ゃや変形している。両

面には漆が付着している。X26-30Y41-45出土で,SBl171こ 伴うのか。105は推定底径25,4Cm,厚さ1.2cmの底板の

両端を切 り取ったものでこげ痕がある。両面には3ヵ 所に木釘孔があり, 2ヵ 所に木釘が残っている。また,刃物

痕があり, まな板として利用されている。X21-25Y61-65出土。 lo4・ 105は スギである。

折敷 (109)109は折敷の底板を短冊型に切 り,一端を刃物で削 リギザギザにする。周縁には側板を止める子防 あヾる。

下駄 (106・ 107)106・ 107は柾 目材を利用した連歯下駄である。長さが長いので共に男性用か。106イよ後歯の方が

よくす リヘ リ,後この孔は大きい。長さ30.2Cm。 lo7は 木口が直線的で側面はやや九 くなる。長さ29.5Cm。

鍬 (113) 113は 柾 目材を長円形に形どり,身部の先端 と両側面を尖らす欽先である。刃部に切 り込みがあり,「 U」

字状の鉄製鍬先が付 くのであろうか。柄孔は1lcm× 7 Cmの長円形でこげている。頭部の周縁は丁寧な削り調整を施す。

刃縁は欠損しているが,現存長35。 lCm,厚 さ17～ 2.lcmである。X21-25Y61-65の地山上面から出土しており,弥

生時代と中世の上器分布状況から考えると中世である。106・ 107は スギ,113は クヌギである。

斎串形木製品 (110) 110は 頭部が平担で,一端を削り尖らせた斎串形木製品である。柾目材。長さ17.lCm,幅 16

Cm,厚 さ0.5Cmである。両面には塁痕が見られない。X20-25Y25-30出土。

箸 (214・ 219。 224。 232・ 238)出土はわずかである。長さ17.5Cm～ 20.5Cm,幅0.4～ 0,7Cmである。樹種はスギ。

用途不明の本製品 (108。 111・ 112)108は 細長い柾 目材の一端を削り尖らせ,周 縁に穴が貫通している。長さ11.4

cm,幅 1.3cm,厚 さ0.9～ 11.lcm。 111は 九棒に,削 りを全周させて頭部を作 り出し,下半部を少し削り上半部とに段を

つ くる。長さ17.lCm,厚 さ2.8～ 3.2cm,幅 4.5Cm。 頭部 と体部のある木偶形木製品とも考えられる。県内では上市町弓

庄城跡〔上市町1983〕 |こ 類例がある。1121よ 一隅が斜めに切 られている長方形の板目材の中央部に長方形のえぐりがある。

そのえぐりの部分は長辺12.4Cn,短 辺3.2cm,深 さ1.5Cmで,その底が削り成形のままでデコボコになっている。長さ:

19.4cm,幅 6.2cm,厚 さ3.2cmである。111・ 112は スギである。
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II 総 括

A遺 跡 群 の 概 要

上市町管内において,北陸自動車道建設に先立って発掘調査 を実施 した遺跡は,神田・正印新・下経田・中小泉・

飯坂 。江上A・ 江上 B・ 東江上の 8遺跡である。これらはすべて昭和48・ 49年 に行われた事前の分布調査によって発

見されたものである〔橋本1974〕。それまでこの地域は,遺跡地図上まったくの空白地帯であった〔県教委1973〕。遺跡

群は第17図 に示したように,縄文時代から江戸時代に至るまでのものがあり,それらはおよそ4.000年に及ぶこの地域

の変遷史を物語る。

遺跡群はすべての時代に亘って継続するものはなく,断絶 と移動をくり返している。また,建物や井戸・墓 。水路

などの遺構を残していてその目的の明らかな時期 と,数点の遺物があるだけでその意味が判然としない時期がある。

全体を通してみると,1.弥生時代 2.奈良時代初頭 3.鎌倉・室町時代 4.江戸時代中期の 4つの時期に遺構が多く,

特徴的である。発掘面積が限られるとはいえ,各々の時期にこの地域に生活した人々の社会に大きな動きがあったこ

とを意味するものと考えられる。いわば画期 ともいえるこれらの時期については,別に詳しく説明するが, ここでは

全体的な状況を簡単に記しておきたい。

遺跡群の中で最も古い時期は,江上B遺跡の縄文時代中期末である。この場所は標高が約16mで遺跡群の中でも最

も高いところである。遺構確認面が砂礫層であり,上市川によって形成された洪積世の河岸段丘面で,立山町の常願

寺川扇状地末端部の様相 と共通している〔県教委1983〕 。そこは当時一面の森林であった可能性が高 く,そのことは,

江上A遺跡の出土種子の構成からも推測できる。このようなところでは,縄文時代の早い段階からの居住が可能であ

る。江上B遺跡では土器片だけの出土であったが,周辺に縄文時代の小集落が点在していたことであろう。下経田 。

飯坂・江上 B遺跡の縄文時代後・晩期の遺物の出土も,そのような森と沖積平野の境に人々の居住地があったことを

うかがわせる。

弥生時代は正 E口新・江上 A・ 江上 B遺跡で集落がみられ,中小泉遺跡で水路と堰があり,飯坂遺跡で墓地がつ くら

れている。この場所は第27図 と第28図に図示したように,標高14～ 15mで一段低 く白岩川か上市川の旧河道にあたる。

中小泉遺跡にみられる水路はそのなどりの河川であろう。このことは稲作を知った人々が, まずそんな自然河川に沿

った湿地帯を水田として開いていつたことを示している。その時期は弥生時代中期である。稲作農業は次第に発展し,

後期になるとあちこちに小集落が形成され,共同墓地を中心にして径約 2 kmの範囲に一群をなす散居村的景観を呈す

る。しかしそれも長続きせず,後期末には,水路の中にみられる砂層の推積状況などから推測されるように白岩川や

上市川がしばしば氾濫し,水田を埋め集落を破壊していったようである。

弥生時代の中期から後期にかけての時期は「小氷河期」にあたっており,気候はやや寒冷だが海面が低下し平野が

拡大した時代であったらしい。そうであれば背後に山岳地帯をかかえるこの地域では,山岳部に水分が凍結されて,

後世にしばしば記録されているような河川の氾濫は比較的少なかったことであろう。弥生時代末期に始まった気候の

温暖化は山岳部の雪をとかし河川を氾濫させ,こ の一帯は幾たびも洪水に見舞われたものと考えられる。この地域で

の村の廃絶と移動の理由の一つが,そのような気候の変化と関係がありそうである。

古墳時代 と奈良時代は,各遺跡で散発的に遺物が発見されているだけで,その実態は不明である。その中で東江上

遺跡は特異な存在である。この遺跡は 7世紀末～ 8世紀初頭の集落で, 5棟の掘立柱建物と8棟の倉庫風の建物と竪

穴住居跡で構成され,周囲が濤で画されるらしい。存続時期が短いことなど問題を残すが,調査担当者は円面硯の出
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土などから,当時このあたりを領域とする村落の長 (里長クラ

ス)の居住地と考えている。東江上遺跡は標高15mの 比較的高

いところである。このことはまた古墳時代以後の集落がこのよ

うな高地へ移っていったことをも物語っているようである。。

鎌倉時代は神田 。江上B遺跡で掘立柱建物群がある。総柱の

掘立柱建物は県内では中世前半期に一般的にみられるあり方で

ある。平面積の違いで,大型 (100～ 140m2)中 型 (50～ 80m2)

小型 (20～ 40m2)の 3種に分けられる。神田遺跡のように各種

が 1組になって整然とした屋敦構えをなすものと,江上 B遺跡

のように中・小型のタイプが主体的になるものがある。その違

いは居住者の階層差を示すものとみられる。遺構編で,橋本工

氏は前者を公的な性格をもつもの,後者を一般的集落と考えた

が,公的であるかは別 としておそらく有力武士あるいは富衰農

民の居住地であったろう。

鎌倉・室町時代に入ると中小泉遺跡や飯坂遺跡でも井戸や濤

がみられるように,再び低地での活動が認められる。この時期

もまた世界的に寒冷化した時期で,氾濫の少ない時期にあたる。

江戸時代中期は正印新で建物と井戸・水路がつ くられ,東江

上でも幅20m以上の水路と井戸が検出されている。18世紀の江

戸中期享保年間は,全国的に新田開発が進められた時期である。

杉木文書所収「高免帳」には,正印新領における新田開発の記

載がみられる〔上市町1970〕。これらの水路の跡は,その当時大

々的に行われた新田開発の跡を示しているのであろう。

以上の遺跡群のあり方は,こ の地域に生活した人々の洪水と

の戦いの歴史を物語るようである。第18図 はフェアブリッジに

よる西暦紀元後の海水準変動を示したものである。その数値は

地域によって違いがあるらしいが,変化の波はほぼ承認されて

いる。17世紀に上市川がひんぱんに洪水をおこした記録がある

ことや,遺跡群が低地に残された時期が寒冷な時期 と対応する

ことはついこの間まで気候の変動によって,人々の生活が大き

く左右されていたことを示しているようで,興味深い。
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第18図 フェアプリッジによる西暦紀元後の
海水準変動 〔横山 1980〕
網点部分は遺跡の形成された時期を示す
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第 17図 遺跡群の時代
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B 弥生時代の時期区分

今回の発掘調査で得た資料の中で,最 も多いものは弥生時代から古墳時代初めの土器群である。土器は住居跡や水

路などの遺構や,一緒に出土した木器などの時代を決定する最も有効な役割を果たす。この時代は日本に稲作農耕が

伝わりそれが定着する時代であり,その過程で社会のしくみや生活の様子が急速に変化した時代である。土器による

時期区分とその細分化は,そ のような時代の変化をより詳しくたどっていくために必要な作業の一つである。

県内におけるこの時期の時期区分は,富山県史『考古編』で上野章氏によって提示されたものが基本的なものとい

えよう〔上野1972〕 。それによれば,中期は初頭期・石塚 I期,石塚 H期,石塚Ш期,石塚Ⅳ期の 5段階,後期は前半

と後半に三分される①それは北陸への弥生文化の伝播を3段階にわけて,その発展と地域性についてまとめた橋本澄

夫氏の考え方に照らしたものである〔橋本1966〕。橋本氏はその後新たな資料を踏えて,北陸の弥生土器研究の現状を

整理している〔橋本1975〕。

それらの研究成果によって江上弥生遺跡群出上の上器群を時期区分すると,中期は I～Ш期,後期は I～ V期 にわ

けられよう。後期Ⅳ期・V期 は,吉岡康暢氏によって設定された塚崎H式,塚崎III式の段階にそれぞれ対応できるも

のである〔吉岡1976〕 。この時期は古墳の発生をいつの時点で認めるかということで,古墳時代に含める説と弥生時代

終末期におく説がありまだ結着をみていない。どちらに分があるのかは即断できないが,土器型式の連続性からここ

では後期Ⅳ期・V期 としておきたい。なお,橋本正春氏は吉岡氏の編年を県内の遺跡にあてはめて詳しく説明してい

る〔橋本1982〕 。

中期 I期 (第20図 )北 陸における弥生文化の始まりは中期にはいってからであり,前期の段階はまだ縄文文化の

段階であるらしい。氷見市大境洞窟第V層 出土土器群がその指標とされ,中期初頭に位置づけられている。

半隆起線や沈線による工字文風の文様をめ ぐらす精製土器と,全面に条痕を施す粗製土器があり,粗製土器は口唇

部に刻みを地したり口縁部に指頭圧痕を施すものがある。正印新遺跡から出土したが明確な遺構がない。

中期Ⅱ期 (第 21図 )石 塚 I期・H期の時期であり小松式にあたる。この時期は刷毛目原体である櫛状具によって,

甕やこの胴部に平行線文,簾状文,擬流水文,波状

文,扇状文などを施す。口唇部に×印状の文様 を連

ねたり, 口縁部内面に綾杉状刺突文 を施すものもあ

る。櫛状具 を押圧 して沈線を描 くもの(刷毛 目沈線 )

もこの時期に含まれるものとみたい。第21図 1・ 2・

25は ,土器 。石器編で前期の遠賀川式上器 として報

告 したものである。佐原真氏はこの刷毛 目沈線が ,

第 19図 江上弥生遺跡の時期区分
註 〔吉岡 1976〕

〔橋本 1975〕
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山口県響灘沿岸の貝殻文土器の仲間にみられることや,その文化が島根県から京都府に至る日本海沿岸にみられるこ

とを指摘し,その文化が前期後半から中期初頭にかけて,日 本海沿岸を北上しながら伝播していったという〔佐原1983〕 。

しかし,石塚 I期に遠賀川式に類似した土器があることや,小松式に属する石川県次場遺跡出上の小型長頸壺に刷毛

目沈線があることなどから, 1。 2・ 25の上器がその文化の波にのった遠賀川式土器であったとしてもそれを中期初

頭あるいはそれ以前にさかのぼらせるには,ま だ検討の余地があるように思われる。

この時期はそのような西 日本的な土器群 (近畿ルー トの櫛描文土器,山陰ルー トの遠賀川式上器)に加えて,東 日

本的な縄文を多用する弥生土器いわゆる天王山式土器 〔坪井1953〕 がある。天王山式上器は縄文を地文として口唇部

く
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第22図  天王山式系統の上器

第21図 中期H期の上器
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第23図  中期Ⅲ期の上器
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に刻みをつけたり, 口辺部や胴部に平行沈線文や連弧文・指頭圧痕文・列点文などを施す ものである。江上 A・ 江上

B・ 飯坂遺跡から出土 している。

天王山式上器は中期に属するとする説 と後期にまで下るとする説があり,意見がわかれている。飯坂遺跡では後期

I～ H期 にかけてつ くられた方形周濤墓の盛上下の旧表土から出土 したことから,中期に属するものと考えられる。

高岡市頭川遺跡では小松式土器と伴出しており同時期 と考えられた 〔上野1974〕 が,正印新・飯坂遺跡では伴出して

いない。中期の中でも若千のズレをもっているようでもある。橋本澄夫氏はその時期を柴山出村式 (中期 I期 )の条

痕文が残存し初期の櫛描文が波及する時期のものと考えている 〔橋本1975〕 。

中期 I期はまだ縄文時代的で東日本的な様相の強い時期であるが,天王山式上器はそれに直結していく土器群 とい

え,いわば在地的な土器群である。中期 H期はそのような中へ西日本的な土器群がはいりこんできたものではなかろ

うか。それぞれの土器を使った人々は,それぞれ別個の集団として当初存在したもののようである。天王山式土器だ

けを出土する遺跡があることや,天王山式上器と櫛描文土器が共伴する遺跡もあることは,こ の時期に両集団間の接

触と融合があったことを予想させる。櫛描文土器を使った集団は,稲作技術をたずさえていたことは明らかで,天王

山式上器を使っていた集団より優位にたつことができたのであろう。そして,本格的な稲作の開始される中期Ш期以

後は,天王山式土器の使用は行われなくなっていったのではなかろうか。

中期Ⅲ期 (第23図 )石 塚Ш期・Ⅳ期の時期であり戸水 B式にあたる。この時期は甕の回縁部をヨコナデするもの

が多い。また口縁端部が面をなしそこへ 1～ 2条の凹線文や亥1み をめ ぐらすものがある。胴部にも櫛状具による成1み

をめ ぐらしたり, 口縁部内面に退化的な羽状刺突文が残る。胴部の整形は内外面ともハケメである。

口縁部をヨヨナデしたり凹線文を施すなどの特徴は後期に連なるもので,橋本澄夫氏はこれを後期前葉に位置づけ

ている〔橋本1975〕。しかしここでは,正 E「新遺跡で中期Ш期 と後期 I期 との間に集落に大きな変動があり,中期に含

めておきたい。

江上A遺跡の上器 江上A遺跡の後期土器はHoⅢ期が主体で,若干 I期の土器を含むと考えられる。中期土器と

の品種構成をみると明らかなように,供献土器である高杯・器台の著しい増大が特徴的である。全体の20%近 くを両

者が占めている。このことは「日常的生活の中に供献を主とする行事が急増したことを物語っている」〔鎌木1966〕 。

そしてそれらは赤 く塗彩したものが多い。また小型土器がおよそ100イ固休近 くもあって多いことや壺や甕に特別大きな

ものがあるのも特徴的である。このような土器群は供献を主とする行事,す なわち稲作農業の発展に伴ってさかんに

行われるようになる農耕祭紀に用いられたものと考えられよう。高杯には食物が盛られ,酒などを入れた重が器台に

のせられ,倉庫に納められた壺の中の穀霊にささげられ,豊作が祈念されたものであろうか。また,江上A遺跡の甕

は容量が約 1～ 6之 までのものが一般的であるの

に比べ,約 15を 入 り(376)や約27之 入 り(116)の

大きなものがある。こは約 10を 未満のものが多い

中に,202(28・ 30)の大きなものがある。大型

の甕は,祭紀が行われる時に,村の人々がここに

集まってともに飲食する時に用いられたものとみ

られるし,大型壺は粗すなわち穀霊がや どる種の

保存のためのものであったろう。

さて後期の時期区分は,橋本澄夫氏の猫橋 I式・

猫橋II式の前半と後半に二分する考えがある 〔橋

本1966〕 。猫橋正式は幅がせまく内傾する口縁帯に

鉢里養
石塚
44イ固

正印新
71イ回

中小泉
24イ回

江上 A
1359個体

第24図 器種構成の変化
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2～ 3条の凹線をめ ぐらすもの,猫橋H式は外傾する口縁帯の幅がひろくなり,比較的細 く浅い凹線を櫛状具をもち

いて施 したものである。口縁帯の拡張とそこへ施される凹線文が多条化する変化をとらえている。同様に上野章氏も

前半期 と後半期にわけ,前半期を水見市柳田遺跡のもの後半期を高岡市下佐野遺跡A地点のセット土器を指標として

いる。その視点は橋本氏と大旨変わりがないであろう。

土器・石器編ではその成果をもとに,口 縁部に胴部の形態,胴部内外面の整形手法などに数種あることで, 2～ 3

段階があることを指摘しておいたが,県内の他遺跡のあり方も踏えて 3段階にわけ, また塚崎H式・Ш式をそれぞれ

Ⅳ期 。V期 として加え 5段階を設定する。弥生時代後期は一般に紀元後 2世紀と3世紀の約200年 間があてられる。

またH期 とⅣ期の間が紀元3∞年 と考えられている。そうであれば,後期各 I期 が約50年 となるが実際はもう少し短い

期間のように思われ幅をもって30～ 50年 と考えると,後期 I期～後期V期 までは約150～ 250年 間の時間幅をもつこと

になろう。ただし,本遺跡群はV期 にはほとんどみるべき遺構 。遺物はない。

後期 I期 壺は,胴部の張 りが強 く胴部最大径が中位かやや下位にある。胴部外面はヘラミガキとハケを施すが,

内面はハケとナデによることが多く粘土帯の接合痕をよく残している。この頸部は口縁部で急に外反度を強 くし,口

唇面が斜め上を向くことが多い。口唇面は粘土帯を貼付けたり上面に押しひろげて面をつ くり,そ こへ 2～ 3条の凹

線をめ ぐらすものがある。頸部と胴部の境に粘土帯をめ ぐらすものは,その上に刻みをつけることが多いが,それは

中期のこにみられる粘土帯へ押圧するものの転化とみられる。長頸三の頸部は胴部に比べて長いものが多い。胴部に

櫛状具による平行線文や波状文をめ ぐらし,中期的な様相が残存する。底部は底面が凹み底になるものが多い。

甕は口唇面が斜め上あるいは横を向きそこに 2～ 3条の凹線をめ ぐらすものと, くの字外反のものがある。胴部外

面はハケ内面はハケとハラケズリによるものがあるが,概 してハケのものが多い。

高杯は適当なものがないが,杯部が中位で屈曲して口縁部が外反するものだが, 口縁部がやや直立に近い立ちあが

りでしかも短 く,脚部は裾ひろが りのラッパ状のものになろう。

器台は口縁部が貼付けによって面をつ くりそこへ 2～ 3条の凹線をめ ぐらす。脚部は太いラッパ状のものであるが

そこには 3段以上の穿孔装飾を施す。

後期Ⅱ期 重は胴部の張 りが強いがややまるみをもち,胴部最大径が中位にある。胴部内外面の整形は後期 I期 と

あまり変化ないが,口唇部が員占付けや押しひろげでなく内側に段をもって立ちあが り複合口縁となる。その幅はまだ狭い。

甕はこの口縁部 と同様内側に段をもつ複合口縁のものと, くの字外反のものがある。複合口縁部は幅が狭 く無文の

ものが分いが, 2～ 3条の凹線文をめ ぐらすものもある。胴部外面はハケで内面はヘラケズリするものが多くなる。

高杯は杯部が中位で屈曲し, 口縁部が外反するものが多いが,杯部の長さはまだ短い。

器台は口縁部や脚台部に 8～ 10条ほどの平行沈線 (擬凹線文)をめ ぐらすものが現われる。

後期Ⅲ期 壺は胴部がまるくなり,胴部最大径が上位にある。胴部外面はハケやヘラミガキするが,内面はヘラケ

ズリするものが多い。複合口縁部は中が広 くなり,外反する傾向があらわれる。頸部と胴部境に隆帯をめ ぐらすもの

は刻みを付すことを省略する傾向にある。

複合口縁の甕は壺と同様に,口 縁部の幅が広 くなり外反する傾向がある。口縁部は無文のものが分く擬凹線をめ ぐ

らすものは少ない。 くの字外反の甕は底部が小さくなり丸底に近いものがあらわれる。胴部外面はハケ,内面はヘラ

ケズリし,胴部最大径は上位にある。

高杯や器台は口縁部がますます長 くなり,外反度を強める。器台は太いラッパ状の脚部のものはなくなり,筒状の

脚柱部をもつものに変わる。

後期Ⅳ期 壺や甕や鉢の複合口縁部はますます幅広 くなり外反し胴部はまるみを増し底部径は小さくなる。高杯や

器台の口縁部はますます長 くなり外反度を増すとともに,脚部の短小化の傾向がはじまる。
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後期 V期 壺や甕や鉢の複合口縁部はさらに長 くなり,外反度を強めるЬ甕は口縁端部がうす く尖 り,内面に指頭

圧痕 を残す ものがある。また国縁部に 6～ 9条 の擬凹線文を施す ものが分い。

高杯は口縁部が長 く外反することはⅣ期 と同様である力丸 脚柱部はなくなり,小さくラッパ状に開 くだけのものに

なる。Ⅳ・ V期のものは本遺跡群の中では正印新・江上 B遺跡でわずかにみられるだけである。

後期は,この記号文や長頸壷や蓋 。有孔鉢などの存在から畿内的な様相 とともに,高杯や器台脚部の S字状スタン

プ文や凹線文や鋸歯文などの山陰山陽地方の様相や,台付甕,パレススタイルのこなど東海地方の様相 を加えている。

各地域 との交流の度合が時期によって異なるようであるが,今後の検討課題である。
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第25図 後期土器の時期区分 と主要器種の変化
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C 江上弥生遺跡群について

1 . はじ心うに

富山県内には130以 上の弥生時代遺跡が知 られている。しか し発掘調査などが行われ,そ の性格がある程度わかる遺

跡は20ヵ 所に満たない許比 か も集落遺跡,墓地遺跡が単独で調査されることが多く,集落 と耕地 (水 田)と 墓地が一

体 となった村落の景観 を知 りうる例は,今まではなかった。

今回上市町で発見された正印新・中小泉・飯坂・江上 A。 江上 Bの 5遺跡は,弥生時代中期 と後期に形成されたも

ので,相互に関連性があると考えられる集落 (正印新・江上 A・ 江上 B)耕地 (中小泉)墓地 (飯坂 )か らなる。こ

の 5遺跡 (江上弥生遺跡群 と総称する)は飯坂遺跡を中心 とする径約 2 kmの 国内にあり,そ こを領域 とした農業共同

体の村 と考えられる。

弥生時代は今からおよそ2300年 ほど前に, 日本列島へ大陸か ら稲作技術が伝わり,それまでの採集経済の段階から

稲作を中心 とする生産経済に移行 した時代で,今 日の日本人の生活の基層を形づ くった時代 といわれている。そして,

農業生産は鉄器の普及 とあいまって生産力を高めていくが,水田造成のための前提 となる各地域の自然条件や,各地

域の人間集団がかかえている労働力などの違いによって,集団間あるいは集団内の人々の間に階級の差があらわれた

時代でもある 〔和島1966)。

弥生時代の集団関係のあり方については,和島誠一氏,近藤義郎氏,都出比呂志氏,高倉洋彰氏らの研究がある 〔田

中1979〕 。それらによれば,弥 生時代の集団関係は世帝共同体 (単位集団・家族集団)農業共同体 (生産集団・地域集

団・氏族)政治的結合体 (共同体・地域統一集団・政治的地域集団・部族機関)の各位の集団から構成されている。

世帯共同体は竪穴住居数棟 と高床倉庫と納屋などから構成され,集落遺跡として顕在化する。日常的な生活の単位

で,一定程度の耕地の所有と管理 (給排水・施肥・除草など)も 行う家族休とされる。

農業共同体は複数の世帯共同体を包括しており,耕地の造成や水路の開削,全作的な維持管理などで,共同してこ

とにあたる集団である。彼らは血縁関係で成員相互が強国に結ばれており,近藤義郎氏はそれに氏族という概念をあ

てている〔近藤1983〕。景観的には複数の小集落ないし一箇の大集落 (複数の世帯共同体の集住するもの)と 耕地の他

に,共同の墓地を含んだ村を構成する。

政治的結合休は耕地の拡大や集落の増大に伴い,その所属する複数の農業共同体の間に生じる紛争や利害の対立を

調整し,農業共同体が相互に共存していくためにそれぞれの長が集まって構成された調整機関である。農業共同体を

統括しその領域を確保 していくとともに,他の政治的結合体との経済交流や政治的同盟関係をもとり結ぶ。

吉岡康暢氏は各々の統率者を,「家長」「邑長」「首長」と呼んでおり,各位の集団の長を呼ぶのに簡便である。 〔吉

岡1978〕 。彼らは単にその代表者であるばかりでなく,共同体全体をまとめ発展へ導いていく使命を帯び,様々な権限

がゆだねられた。それが結果として集団間あるいは集国内の人々の間に,支配・被支配の関係を生 じることになった

と考えられている。

弥生時代における政治的結合体は遺跡としては把握しがたいものであるが,古墳時代の初頭に全国的に出現する前

方後円墳や前方後方墳の被葬者が,その首長と考えられている。古墳時代は各地域の政治的結合体の長 と畿内の政治

的結合体 (大和連合政権)と の間に政治的同盟関係が成立した時代である。

弥生時代中 。後期は,農業生産の発展に伴い,各地域の農業共同体の間で政治的な編成が進み「後の群程度,地域

によってはそれよりさらに狭い郷程度の領域を単位J〔甘粕 1975〕 とした政治的結合体が出来た時期である。

古墳時代前期の前方後円墳や前方後方墳が,各地域の政治的結合体の長の墓であれば,それを生み出し,それに連

なる農業共同体,世帯共同体を,弥生時代遺跡群の分布の中から見い出すことが出来るはずである。
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県内の前方後円墳や前方後方墳は,高岡市桜谷 1号墳 (前方後方墳 ?)同 2号墳 (前方後方墳 ?),小矢部市若宮

古墳 (前方後円墳 ),婦中町王塚古墳 (前方後方墳)同勅使塚古墳 (前方後方墳 )が知 られている。また近年福岡町板

屋古墳 〔酒井 1982〕 月ヽ杉町五歩一古墳 〔岸本1977〕 同変電所西古墳,舟橋村舟橋天神堂古墳 〔池野 1983〕 などの前方

後方墳 と考えられる墓の発見が伝えられている。

古岡英明氏は県内の古墳群の分布 を(1)二上山・氷見ブロック(21/1ヽ 矢部ブロック(3)音 川ブロック(4)立 山ブロック(5)黒

部ブロックの 5地域に分けて説明している 〔古岡1973〕 が,以上のような前方後円墳 。前方後方墳の分布 と弥生遺跡

群の分布 を重ねてみると,ほ ぼ同様に次の 6つ の対応関係 を見い出すことができる。

(1)氷 見市域を母体 とする桜谷 1号墳・同 2号墳,(2)小矢部川下流域 を母体 とする板屋古墳,(31/1ヽ 矢部市域 を母体 と

する若宮古墳,(4)射水丘陵・平野を母体 とする五歩一古墳・変電所西古墳,(5)山 田川・井田川流域を母体 とする王塚

古墳・勅使塚古墳,(6)自 岩川・上市川流域を母休 とする舟橋天神堂古墳である。前期古墳は未発見であるが,こ の他

にも(7)庄 川下流域や(8)神 通川下流域(9)黒 都市・魚津市域 も一つの地域 と把えることも可能であろう。

江上弥生遺跡群はこのうち白岩川・上市川流域に含まれる一農業共同体の村である。

註① 県内の弥生時代から古墳時代初期にかけての遺跡数は139遺跡数を知りうる。そのうち,中期は32遺跡,後期は63遺跡で約 2倍に

増加している。集落遺跡では,高岡市石塚遺跡 〔上野1973〕 小杉町中山南遺跡 〔橋本1971〕 同上野遺跡 〔橋本1974〕 上市町本江広

野新遺跡 〔小島1979〕 オヽ矢都市杉谷内床ノ山遺跡 〔安念1982〕 があり,墓地遺跡では,小杉町囲山遺跡 〔橋本1970〕 同南太閤山 I

遺跡 〔池野他1982〕 同薬勝寺池南西遺跡 〔舟崎他1975〕 4ヽ矢部市樋掛遺跡 〔上野他1978〕 富山市杉谷A遺跡 〔藤田1975〕 同ちょう

ちょう塚遺跡 〔藤田他1981〕 がある。このうち南太閤山I遺跡と上野遺跡がそれぞれ対応関係にあるらしいことが推定されている

他は,そ れぞれ単独的である。また集落に近接して墓地がある例として月ヽ矢部市平桜川東遺跡 〔伊藤1980〕 や大門町串田新遺跡〔中

山1981〕 魚津市湯上B遺跡 〔岸本他1981〕 がある。
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2.白岩川 。上市川流域の弥生遺跡群

白岩川 。上市川流域の径10km圏 内標高 0～ 40mの平野部には,あ わせて28の 弥生遺跡が分布する。遺跡の分布調査

が徹底 しているとはいいがた く,そ の数はさらに増えることが予想されるが,現段階でみる限 り8つのブロックにわ

けられる。各ブロックはそれぞれ村を構成する農業共同体であり,江上弥生遺跡群はその 1ブロックである。

白岩川・上市川は川幅約50mの中河川であるが,そ の源流は標高3,000mの立山連峰にあり,特に上市川はしばしば

氾濫をおこしその流域にたびたび水害をもたらしている。流路の変動 も激しく,上市川が現在の郷川につながったの

が17世紀半ばであり,そ れまでは極楽寺から西流して自岩川へ合流していた〔高瀬 1982〕 。標高15mの 等高線をおって
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第27図  白岩川・上市川流域の弥生遺跡群の分布

第28図  遺跡周辺の地形横断図
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いくと,現在の白岩川の北側に並行して谷がはいっていることがわかる。そこがかつての白岩川あるいは上市川の河

道であったことを示している。流路がかわってもそこには幾筋もの小河川が残り,中小泉遺跡の水路はその小河川を

利用したものであろう。

また,自岩川流域の標高 0～ 25mの 区間は,常願寺川が形成した扇状地末端部にあたり,そ こでは扇状地下を流れ

てきた常願寺川の伏流水が噴出する。その伏流水が小さな河筋をいくつもつ くり,白岩川へ注いでいる。

白岩川と上市川流域に住んだ弥生時代の人々は,そのようなたび重なる河川の氾濫と伏流水の噴出によってできた

湿潤な川筋を利用し,水田として開発していったのである。

8つ の農業共同体がどのような力関係にあったかはわからないけれども,流域の安定度 (た とえば,縄文時代の早

い時期から遺跡群が存在するといったようなこと)や,全長約45mの前方後方墳と考えられる舟橋天神堂古墳が近い

ことや,古墳時代中期に属する径約50m高さ9mの稚児塚古墳があることなどを考慮すれば,Vの集団が中でも最も

有力な集団であり,そ の邑長はこの地域の農業共同体を統括する政治的結合体の首長であった可能性が高い。

一番
日
す

追 跡 名
弥 生 時 代

性 格 文 献
中 期 後 期 末 期

1 滑,II市魚弱
|

○ ○ O 〔上野他 1973)
９

〕 富山市小池 ○ 〔麻柄 1982〕

０
０ 〃 月ヽ出 II O ○ O 〔富山市教委 1976〕

4 〃 刀ヽ出 〔房禾莉石 1982〕
5 〃 水橋金尾 O ○ ○ ′ア

6 〃 中野 ○ ○ ○ 〔富山市教委 1976〕

7 〃 金尾新

8 〃 新堀 ○ ○

Ⅳ

9 上市町正印新 ○ O 集落

10 〃 下経田 f´ | ○

〃 中小泉 ○ ○

12 〃 飯坂 O ○ ○ 方形周濤墓
０
じ 〃 江上 A ○ ○ 集落

14 〃 江上 BF O ○ ○ 集落

Ｖ

　

　

＼

　
Ⅵ

15 舟橋村小平 墓 地 〔τて口] 1977〕
16 立山町浦田義気 ○ ○

17 凧ノ 浦田西反 ○

18 〃 ′泉下段 ○ ○

19 〃 稚児塚 ○ 〔」ヒ壁予 1979〕
９

留 〃 ニ ツ塚 ○ 〔県教委 1978
０
ね 〃 利田仕入 O O 〔ゼ者口] 1977〕

０
ね

０
る 〃 五郎丸 O

Ⅶ

つ
０

の
う 〃 辻西吉原田 O
24 〃 日中源兵衛腰 ○ O

VIl ,ら 上市町湯神子 て́ 〔富山県教委 1972

Ⅸ

盗
∪ 滑ナキ1市本江広野新 O ○ 集落 〔ガヽ島 1979〕

27 〃 下石山 O
28 〃 本江扇平 ○

29 舟橋村竹内天神堂 前方後方墳 〔1互蟹予 1984〕

第29図  白岩川 。上市川流域の弥生遺跡群
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3.江上弥生遺跡群の推移

江上弥生遺跡群は正印新・江上 A・ 江上 B遺跡の集落 と,中小泉遺跡の耕比 (水路 と堰から水田を予想)と 飯坂遺

跡の墓地 とで構成される。各遺跡は約100m～ 300mの 距離をおいて点在 しているが,飯坂遺跡を中心 とする径約 2 km

の圏内に含まれ,そ の区域 を領域 として村落を形成していると考えられる。

正印新遺跡 と江上 B遺跡は標高が約15～ 165mで あるのに対 して,そ の間の 3遺跡は約 14～ 15mと 一段低 くなって

いる。最 も低い中小泉遺跡のあた りは,こ れらの遺跡群の形成以前において, 白岩川や上市川の旧河道であったこと

が,等高線のあり方から知 られる。中小泉遺跡には川幅約 4～ 5m深 さ約 lmの濤が蛇行 しながら東か ら西へ流れて

お り, しか も調査区の東半分では二又に分岐してお り,旧河道のなごりをとどめている。

以上のことから,耕地はそのような自然河川に沿った所でその水を利用 して作 られ,耕地に隣接 して墓地があり,

比較的高 く乾燥 した所を居住地 としていたことがわかる。

ここでは遺跡ごと時期ごとにその概要を記し,遺跡群の形成 と廃絶に至るまでの推移をたどってみたい。(第 31図 )

正印新遺跡 竪穴住居・高床倉庫・建物 と水路があり,そ こから出土する土器は中期第Ш期～後期第Ⅲ期のもので

ある。中期 と後期はおよそ30cmの 間層をはさんで層位的にわかれる。下層の中期第Ш期 にはSB 24・ SB 25(建てかえ

のある 1棟 )の竪穴住唇 と,そのまわ りに不整形な穴 SK31・ S K34・ SX 36が ある。

後期 I期 は調査区の中央に東西方向の幅50Cmの細い濤が 1条 あるだけである。

後期 H・ Ш期は調査区北西隅に SB22の竪穴住居跡が設けられる。またその西側に高床倉庫 SB 21が伴 う。竪穴住居

のまわりには幅約 lmの濤がめ ぐる。 SDll・ SD 12・ SD16・ SD20は 幅50Cmの 細い濤であるが, SB21を さけてかぎ

の手状に流れたりSB22の周濤につながるようで,それらの同時存在を示しており,幅 4m4さ 50Cmの 大濤SD01か ら

取水 して西方へ流し水田へ導 く用水路 とみることができるかもしれない。

発掘区外の西側 と北側にこの他にも建物が存在する可能性があり,集落の全体があらわれているとはいいがたいが ,

竪穴住居 と高床倉庫の組み合わさる小集落である。

中小泉遺跡 各種の水路と3箇所に堰があり,そ こから出土する土器は中期第Ⅲ期～後期第H期のものである。中

期Ш期は SD33・ SD39。 SD46の幅 4m深 さ lmの大濤 とSD40の幅60cm深 さ10Cmの小濤がある。SD39と SD46は 調査

区中央で合流し, SD 33と なる1本の濤である。大濤は,途中で二又にわかれていることや,蛇行の具合から自然の河

川とみられる。 SD39に は,自 然木を組み合わせた堰が設けられている。その右側に沿って SD40が走るが,そ の先端

が調査区北恨1で消えてい くことか らSD39か らSD40へ取水 しそれが調査区北側につ くられた水田へ導かれたものと考

えられる。

後期 1,H期 は SD 33・ SD39。 SD46の大濤がたび重なる洪水によって埋まり,か わりに SD 27・ SD36。 SD37の幅

1～ 2m深 さ0.4～ lmの濤があらたに出現する。 SD27に は 2箇所で板材あるいは木器を利用して堰が設けられてお

り,上手の堰から幅80Cm深 さ50Cmの SD32へ導水 してお り, 下手の堰は SD36・ SD37の下流へ導水するためのもので

あろう。 SD32の左側 SD36・ 37の右側に水田を想定することができる。

堰の構築の仕方や濤のあり方から水は南東か ら北西へ流れていく。水田には畦畔などは確認できなかった。後期Ш・

Ⅳ期の状況は不明であるが,時期不明の小濤があることなどから水路が別のところに設けられ,全体が水田となった

ことも予想される。

SD37と SD39が交差するあたりで小型傷製鏡が出上 したが,氾濫などで流されてきたものとみられるが,こ の場所

で祭紀が行われた可能性 もあろう。

飯坂遺跡 調査区北橋に 9基の方形周濤墓がある。遺構から出土する土器は,後期 I～ IV期のものである①墓地の

中心は調査区の西方にあるようで,調査区のものはその一端であろう。
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後期 I期 は 3号墓 と 8号墓がつ くられた◎ 3号墓は濤で区画された内十貝Jの面積が約80∬ で 8号墓は約50∬ である。

3号墓は 9基の中でも最 も大型のものである。

II期 は 3号墓 に 4号墓が加 えられ, 8号墓に 7号墓 と9号墓が加えられる。新たに加わったものはいずれも面積

が約16～ 25∬ と小型であり,滞が接 した リー部 を共有している。

Ⅲ期は 8号墓 に 6号墓・ 5号墓が加わる。その面積はさらに小さくな り約 6m2で ぁる。 1号墓は時期不明である

が,規模が小さいことから調査区外にあるものに連なってい くものであろう。

以上の状況から,少な くともこの墓群は 3号墓 と8号墓 を墓地造営の契機 とした 2群のまとまりとみることができ

る。このように大型の区画墓 を核 として,それ と濤を一部共有 したり近接 して新たに墓が加わる例は,富山市杉谷A

遺跡 〔藤田1975〕 周寸多町南太閤山 I遺跡 〔関他1983〕 で認められ,南太閤山 I遺跡ではそんな 1群を1世帯共同体の

墓 と考えている。そのようにみた時には,飯坂遺跡は少なくとも2つ以上の世帯共同体の共同墓地とみられ,杉谷A

遺跡では5～ 6世帯の共同墓地ということができよう。

江上A遺跡 南北方向に流れる幅 4m深 さ50Cmの 濤に沿って10の建物と3つの柵があり,そ こから出土する土器は

後期 I～Ⅲ期のものである。

I期は周囲に幅2.5m深さ40Cmの 濤を環状にめ ぐらす竪穴住居 SB14と 濤をめ ぐらさない竪穴住居 SB 19,幅 40cm深

さ6 cmの細い濤を環状にめぐらして区画をつ くるSD06・ SD04・ SD 05,そ して SA22の柵がある。 SD05を 除く他の

ものは南側をSD02に 画され,北側もSD01が西方向へ分岐して流れ両濤で区画されている。

SD01に は板橋 SX25がかけられ, SB14の 西南に丼戸 SE26がある。

H期 は新たに SB 15。 SB16。 SB17。 SB18。 SB20の建物 とSA23・ SA24の柵が加わる。

SB 14は 礎板 をもつ竪穴住居跡であるが,そ の柱根には,ふ持ちのものと心去 りの割材を用いたものがある。心持ち

の柱 と同形態の柱根が SD 01か ら出土していて,それが作業台として転用されていることからみて,途中で柱のすげ

かえがあったことを予想させ る。

また SD 06と SB15に 切 り合い関係があり, SD 04と SB 17,SD05と SB 20に 対応関係がある。濤で区画する SD06や

SD 04,SD05は その内部に明確な柱根を残さないけれども,上屋がかけられていたものと考えられ,竪穴倉庫であっ

たものと考えられる。 SB17・ SB 20は 柱根が地 中に埋めこまれている長さが約80Cmも あり深いことや, SB17の 桁行

が 2間 であることや SB 20の梁の間に束柱をもつことなどで,高床の倉庫 と考 えられる。このような建物 とSD04・

SD 05の対応関係か ら,濤で区画するだけの上間の倉庫か ら,高床の倉庫へ変化 したものと考えたい。 SD04の濤内か

ら大量の炭化米が出上 したことは,高床倉庫 SB 17か らの流出と考えられ,そ の傍証 となろう。

SB 17は その北側に SA24が約2.5mの 距離をおいて並んでいる。 SA24は その間隔が約3.2mの 2本柱のものである

が,地中に埋没している部分の長さが約60Cmと 深いこと (上部が不安定なことを物語る)や,地上部分が短辺約 12cm

長辺約 16Cmの 断面形が整った長方形に仕上げられた特異なものである。これが SB 17の高床倉庫に付随する門と考え
諮O

られないだろうか。そのあり方は後の神社建築を思わせ,こ の問が鳥居にあたるものと思われる。とすれば,SB 17

は単に米倉というだけではなく神聖な穀霊をおさめた社であり,そ こで祭祀が行われた可能性があろう。当遺跡から
IIt②

出土した大量の小型土器は,そ の時に用いられたものであろう。

SB16は 平面積21ドの大型の建物で,柱根は地中部分が約50cmと 比較的浅いことや,柱根が細かな面 とりによって,

断面がまるく仕上げられていることなどから,高床倉庫 とは考えがたく掘立柱建物の住居跡 と考えられる。 SB14の

入口右手につ くられており,それに付属する別棟の住居 と考えることができよう。 SB 14は その老朽化及びそこに住

む人々の人口増加によって,SB16の新しい住居を加えたのであろう。 SB 14では管玉や勾玉の生産を行っており,そ

の後は, もっぱら工房 として用いられたものと考えられる。
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同様に SB19は SB 18を 新たに建物 として加えた。 SB 18も 柱根がきれいに面 とりされ断面形が円形に仕上げられた

もので,掘立柱建物の住居跡 と考えられる。

調査区西側・北側 。東側にまだ関連する建物群の存在が考えられるが,以上のように江上 A遺跡は,竪穴住居 と掘

立柱建物の住居跡 と竪穴倉庫 と高床倉庫,そ して井戸,柵からなる 1世帯共同体の集落で,それは周囲が濤で区画さ

れている。 SB17で祭万Eを行っていたとすれば,こ の集落はこの一帯の集落の中でも中核的な存在で,邑長の居住地で

あった可能性が高い。 SB20と SDo5は 別の世帯共同体の倉庫である可能性があり,こ こには複数の世帯が集住 してい

たか もしれない。

江上 B遺跡 水路 と竪穴住居跡 。高床倉庫があり後期 I～Ⅳ期のものがある。

後期 IoH期 は調査区の中央を東から西へ流れる幅 3m深 さ80cmの 大濤があり,そ の右岸に接 して周囲が幅50Cm深

さ10Cmの 小溝によって囲まれた竪穴住居跡 SB lllがある。周囲の濤はその西側に区画をつ くってお り,柱穴を残さな

い上屋をもつ倉庫を附設するらしい。

大濤の左側には幅40cm深 さ10cmの小濤が幾筋もあり水田への導水路 と考えれば,江上 A遺跡 との間に水田があった

ことが想定できよう。

後期 H・ m期はまず SD 032と SB 125が加わり,そ の後 SD002。 SD008・ SD015。 SD012が加わる。大濤の左側には

幅80～ 140cm深 さ20～ 40cmの 濤 SD032に まとめられる。また竪穴住居跡の北側に SD002・ SD008。 SD012・ SD015の

幅 lm深さ10cmの濤が設けられる。これらは調査区外の西側で SDo30か ら分流されたのであろう。この場所は洪積台

地上であり,そ の当初水日とするには不向きであったろうけれども,時代 を経て技術的に高いレベルになるにつれ ,

低地だけでな く台地上 も水日として開発 していったことをうかがわせ る。

SB 125は SBlHに 付属する高床倉庫と考えられる建物であり,正印新遺跡でもみられたように,江上 B遺跡も高床

倉庫と竪穴住居がセットになる小集落である。

住居跡の周囲をめ ぐる濤は,江上 B遺跡のように狭し`ものと,江上A,正印新遺跡のように幅の広いものがあるが,

その目的は主に除湿・排水であろうから,その立地する土地の条件によって異なるものといえよう。すなわち,幅広

の江上 A・ 正印新遺跡のものはその土地が比較的地下水位が高 くジメジメしており,江上 B遺跡が比較的乾燥してい

るためであろう。

註① 鳥居の起源については,こ れが稲作の伝来とともに日本へ伝わってきたとする考えがある 〔鳥越1982〕 。東南アジアのアカ族

の村では,村の入口に門をたてその門には鳥の造形をのせている。鳥は祖先の霊が宿っていて村を守ると考えられている。大阪府

池上遺跡の鳥形木製品などは稲作技術とともにそのような思想も伝わったことを物語っている。

なお,県内では後期Ⅳ期の段階に, 2本主柱の竪穴住居跡があり上市町本江広野新遺跡,小杉町中山南遺跡,小矢都市平桜川東

遺跡などで見受けられる。中山南遺跡第 6号住居跡は,長辺 5m短辺4m柱間175mである。平桜川東遺跡第 2号住居跡は,長辺

438m短辺35m柱間19mでぁる。本江広野新遺跡第 2号住居跡は長辺 5m短辺4m柱間16mである。いずれも柱間の距離は2m
を超えない。 SA24の柱間は3mと 長く,こ れが竪穴住居跡の柱とは考えられない。

註② 小型土器の用途については種々考えられるが,古墳時代の祭れE遺跡に伴って出土することから,祭祀時に供献される用途がある。

出土区をみるとSD01 B区 から10点出土したことは,他区ではそれぞれ5点以下の出上であることと比べて多く, SB17に 関連した

遺物とみることができる。次いで多いのがSD03 A区 であり, SB17が建つ以前は,こ の竪穴住居で祭祀が行われていたことを示す

かもしれない。

時期 ごとの推移

中期 I～Ⅲ期 遺跡群 の南端 で正 印新集落 と中小泉耕地が出現す る。正印新集落は 1棟の竪穴住居 とその周濤の一

部にあたるとみる不整形な穴群 と焼土穴で構成 され る。中小泉遺跡は 自然河川 と細 い水路で構成 され る。正印新集落

と中小泉耕地は約300mの 距離がある。中小 泉の 自然河 川には 自然木の枝や幹 を組み合わせ た堰 が設け られている。
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堰は河川の水をせきとめ,その横の細い水路へ水を分け,水田へと導 くためのもので,水路の北側に水田があったも

のとみられる。しかし,畦畔などは確認できなかった。

後期 I期  中期Ⅲ期 と後期 I期 との間に,自岩川か上市川が氾濫をおこした。正印新集落は厚さ約20cmの砂層の堆

積で埋まった。中小泉耕地でも同様で,河川が埋めつ くされてしまった。正印新集落は調査区中央に細い水路がある

だけである。正印新集落はこの時期の終り頃にはすでに出現しているかもしれない。

正印新集落にかわって遺跡群の北端に江上A集落と江上 B集落が出現し,飯坂墓地もつ くられた。中小泉耕地でも

新たな水路が設けられた。

江上A集落は 2棟の竪穴住居と2棟の倉庫そして小屋・井戸・柵などで構成される。幅 2mの濤で囲まれた竪穴住

居 SB 14は 東に面して入口がある。その入口を出た左手には小屋 SD06があり家畜小屋であったかもしれない。 8の字

に濤をめ ぐらす SD04,SD 05は 柱穴を必要としない上屋をもった倉庫とみられ,中 央の柵 SA22は 区画塀であった

ろうか。 SD05を 除 くとこの一群は SD 01と SD02に 囲まれているようであり,SD05は SD 01を はさんだ別の集団のも

のであったかもしれない。

江上B集落は西から東へ流れる大濤に接して 1棟の竪穴住居がある。竪穴住居は東に面して入口があり,反対側に

は倉庫が付設されている。大濤の南側は不整流の細い水路があり,あ るいは水田がつ くられていたかもしれない。

中小泉耕地は幅が狭 く浅い水路が 3本ある。そのうちSD27は 2ヵ 所で堰を設けている。中期Ⅲ期の堰のように自

然木を組み合わせたものではなく,板材や鍬,編板などの木器を利用したものである。それらは鉄器によって加工さ

れたもので,こ の時期に鉄器の普及が進み,それによって多くの木製の道具が生み出されたことを物語っている。江

上A遺跡や中小泉耕地で発見された二又の鍬や身の長い鋤,ス コップ状の鋤などは,水路の掘削や水田の造成を早め

米の生産を高め,村の安定と発展に大いに役立ったことであろう。

飯坂墓地はそのような状況があってこそ出現したものであろう。この時期は 3号墓 と8号墓の 2つ の方形周濤墓が

つ くられた。本格的な水田を造 りはじめこの土地での将来への見通しを得た人々は,その開拓者の死に際して大きな

墓をつ くった。この後の墓はその大型墓を核 とし,それよリーまわり小さいものが寄 りそうように設けられていく。

調査区では 2群のまとまりがあり,｀ 調査区外にも別の墓が存在するものと考えられ, 2世帯以上の共同墓地である。

核となる大型墓はそれぞれの家長が埋葬されたものであろう。

後期Ⅱ期 江上A集落 。江上 B集落は,存続し再び正印新集落があらわれる。正印新集落は 1棟の竪穴住居と1棟

の高床倉庫があり,北西部に流れる細い水路はそのあたりに水田が開かれたことを物語る。飯坂墓地では新たな墓が

設けられた。 3号墓には4号墓が加えられ, 8号墓には 7号墓 と9号墓が加わる。家長の妻などが埋葬されたのであ

ろう。

後期III期 村は順調に発展していくが,第 Hか第Ш期にはいって集落の中に掘立柱建物 (住居と倉庫)が出現する

らしい。高床倉庫は江上本集落 。江上 B集落でも出現し,さ らに江上A集落では竪穴住居に加えて,掘立柱建物の住

居がつ くられる。 SD06は SB 15の掘立柱建物小屋に建てかえられた。 SD04と SD05の 竪穴倉庫は, SB 17と SB 20の

高床倉庫へその主な機能が移された。 SB14の 入口右手には SB 16の掘立柱建物住居が新たに建てられ, SB 19は SB 18

の掘立柱建物住居を加えた。 SA22は SA23に かわった。集落の変化は古いものをすべて壊 して新しく建てかえるとい

うのではなく,古いものに新しいものが加わる形でまず進行するものと考えられる。たとえば, SB 14は 住居として

の機能が SB16に 移ったとしても,玉生産の工房や倉庫としてしばらくの間は存続していたであろう。この村での掘

立柱建物の出現がどのような契機で始まったかは必ずしも明らかではないが,後期中葉以降,山陰地方との交流の活

発化が土器のあり方などから推測されており,かの地方から伝えられたことも考えられよう。

高床倉庫 SB 17に 並んで建つ SA24を それに伴う門と考え,神社建築の祖型ではないかと考えた。江上集落は周囲が
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濤で画されていることや,大量の上器や木製農具 を保有していること,管玉や勾玉の生産 を行っていること,小型土

器や丹塗 り上器など祭jTE的 な色あいの強い土器があることなどは,正印新集落や江上 B集落 とは異なる集落の様相で

ある。このことは江上集落の住人が,こ の一帯にひろがる複数の世帯共同体の中でも最 も有力なものであったことを

示しているものと考えられる。江上集落は複数の世帯共同体で構成される農業共同体の邑長の居住地であった可能性

が高いものといえよう。邑長はその農業共同体 を代表 し統括 していくが,その権限の中に祭祀の執行がある。高床倉

庫におさめられた稲級に宿る穀霊 を対象として豊かな実 りを祈念する農耕祭祀は,村の代表である江上 A集落で行わ

れたことは充分考えられることである。江上 A集落から出土 した木器の中に琴柱が含まれていることは,そ の祭祀に

あたって琴が用いられたことも予想させる。

江上 B集落は第 二期の段階で大濤の南側にあった不整流の小濤が SDo32に まとめられ,高床倉庫が加わる。

中小泉耕地はこの時期の明確な遺構を残 していない。水田として使用されな くなったため ともみられるが,後の時

代の河川の氾濫や削平で破壊された可能性 もあろう。

I.中 小泉

小型傷製鏡

2.江上 A

琴柱

3. 江」二A

装飾付台付壺

4. 江上 A

装飾付高杯

5～ 12江上 A

小型土器

|~3E―

△ 凰
旺露7

Q ttH

第30図  祭祀 に用いられたとみ られる遺物
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後期Ⅳ期 飯坂墓地で 7号墓 と濤を共有して 6号墓・ 5号墓が加えられる。北側では 1号墓があらわれる。正印新

集落 。江上A集落 。江上 B集落は,その初めの段階で存在していたようだが, まもなく廃絶を迎える。江上 B集落は,

竪穴住居の北側に水路が設けられる。大titの上流で分水されたものであろう。江上 B集落は高台にあり,遺構形成面

は灰褐色土や砂礫層で,中小泉耕地と比べて乾燥した所である。このことは,こ の時期にそんな台地上を耕地として

開発していったことを示しているものと考えられる。

この時期の気象は「A遺跡群の概要」でもふれたように,弥生時代中 。後期の冷涼な時期から急激な温暖化がはじま

った時期である。そのために3.000m級の山岳地帯を背後にかかえるこの地域は,白岩川や上市川が何度も氾濫をおこ

し,中小泉耕地のような低地の水田は大きな水害におそわれたことであろう。農業技術の向上とあわせて,そのよう

な自然条件が,台地上の開発を進める一因であったかもしれない。

調査区の中でこの時期以後の集落がみられないことは,そ のようなことで集落と耕地が大きく移動したためであろ

う。現在の江上・東江上。中江上の村のあたりへ移った可能性がある。やや時代が降りるが,東江上集落 (7世紀末～

8世紀初頭)へつながっていく古墳時代集落の存在を予想しておきたい。

水田のあり方 江上弥生遺跡群の水田はどのようであったろうか。八賀晋氏は水田土壊がその土地の地下水位の高

低によって, グライ土壊・灰色土壊 。灰褐色・黄褐色土壊の 3種に識別されることから,それぞれ地下水型 (湿田)

中間型 (半湿 。半乾田)表面水型 (乾 田)の 3型態の水田を分類した。そして,弥生前期は地下水型の湿田経営であ

り,中期後半以後中間型の半湿 。半乾田経営へと移行し,表面水型の乾田は古墳時代以後にあらわれると考えた 〔八

賀1971〕 。

中小泉耕地の遺構形成面は灰色粘質上でありその中間型にあてられ,江上 B集落の北側に予想される耕地は,灰褐

色・責褐色上であろうから表面水型の水日である。八賀氏の指摘するとおりの展開をここではたどることができる。

正印新集落では中期 I期・II期の上器が出土しているが,そ の時期の水田がどのようであったかは遺構からはわから

ないが,稲作が始まったばかりのこの時期は, まだグライ土壊の湿地帯に限られていたかもしれない。

小杉町南太閤山 I遺跡A地区では,古墳時代中期の堰が発見されている 〔池野他 1982〕。谷奥からの湧水が山を削っ

て樹枝状の谷地形を発達させていて,その谷平野は湿潤なグライ土壊である。そんなところでは,堰の役割は中小泉

耕地の堰 とは異なり,豊富な湧水を一定方向へ排水することにあり,湿田を乾田化するために設けられたものである。

弥生時代後期の水田遺構は,群馬県の熊野堂遺跡や同日高遺跡,岡 山県百間川遺跡,静岡県登呂遺跡などの例が知

られている 〔稲田1978〕。熊野堂遺跡は水はけの良い扇状地につ くられた乾日で, 日高遺跡は低台地にはさまれた幅

20～ 40mの浅い谷部で,湧水を利用した湿田である。また水田の一筆あたりの面積が,百間川遺跡では10数 m2か ら約

100mゼ で日高遺跡では平均90～ 120∬ でいずれも狭いが,登 呂遺跡では平均約1,4001m2と 大規模なものである。このよう

なことは,遺跡の立地条件や水田造成につぎこまれる労働力の違いによって,地域によって様々な型の水田があった

ことを示している。中小泉耕地は,百間川遺跡や 日高遺跡のような小区画水田であったろうか。

江上弥生時代遺跡群では,低地での半湿,半乾田から台地上での乾田の開発がみられた。一方で,小杉町南太閥山

I遺跡の谷平野部のように,古墳時代における湿田の開発があったことを知ることができ,県内における水田開発も

様々な型が予想される。

百間川遺跡では,日植えの跡が検出されており,西 日本では後期には田植えが行われていたようである。江上A遺

跡では炭化米の粒の大きさがよく揃っていることや,水田面のならしに用いられたとみられるえぶりがあり,こ の地

域でもすでに田植えが行われていたことを推浪1さ せる。稲の刈 りとりは,石包丁形木器が出上していることからこれ

を用いた穂摘みであったようである。

石包丁は弥生前 。中期に盛行し,後期にはほとんどみられなくなるが,長野県や岐阜県では後期までつづ くとされ
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る。県内においては,氷見市岩上遺跡,高 岡市石塚遺跡,滑川市魚弱遺跡などで出土がみられ,中期に属するようで

ある。江上 A遺跡の不整形な石包丁形石器が後期に属する可能性があるが,全体 として後期に属するものはきわめて

少ないといってよい。

後期には石包丁にかわって鉄鎌が使用されるようになるため 〔木下 1966〕 とする考えもあるが,木製のものに変わ

ったとみるのがよさそうである。鉄器の刃物を用い木製のもので鋭利な刃部が作り出されたためであろうが,ま だ鉄

器そのもので作 り出すまでに至っていない段階である。鉄鎌は根刈 りを可能とするが,木製の石包丁はまだ穂摘みが

主流であったことを示しているのであろう。

鉄鎌は古墳時代以後に盛行したようで,古墳時代の石包丁形木器は,奈良県握向遺跡の例では祭器として用いられ

ていることが指摘されており,こ の時期になって石包丁形木器から鉄鎌への移行があったことを示すものであろう。

集落と墓地のあり方 弥生時代の集落構成については,中期後葉の岡山県沼遺跡〔近藤 。渋谷1957〕,中期中葉～後

葉の福岡県宝台遺跡 〔高倉他1970〕 などで,竪穴住居が 4～ 5棟で一グループをなす小集落が発見されている。沼遺

跡では他に高床倉庫や作業小屋とみられる建物も伴っている。都出氏はこれを世帯共同体 と呼び,近藤氏はこれを単

位集団と呼び,高倉氏はこれを家族集団と呼んでいる。いずれも普段の水日経営や消費生活において自立的な集団で

ある。

江上遺跡群の正印新集落 。江上A集落 。江上 B集落は, 1=_?い の竪穴住居 と1標の高床倉序が委杏中■樽際令わ

る。後期Ⅳ期の魚津市湯上 B遺跡は3棟の竪穴住居と墓地 (土娠墓)か ら構成される 〔岸本他1981〕 。また,後期

III～ Ⅳ期の小杉町上野遺跡では,第Ш台地に 3棟の竪穴住居がまとまっている 〔橋本1974〕 〔橋本1976〕。後期Ⅲ～Ⅳ

期の小杉町中山南遺跡では 2～ 3棟の竪穴住居のまとまりがあるようにみられる 〔小島1971〕 。

このような状況からみると,県 内の弥生集落は 1～ 3棟の竪穴住居と1棟の倉庫 (竪穴・高床)で構成されなもの

が多いことが知られる。先の諸例に比べて数はやや少ないが,そ れぞれ 1世帯共同体の居住地と考えてよかろう。

宝台遺跡の小集落は谷をへだてて 3群が認められる。またその中央あたりに共同墓地が設けられている。後期に属

する神奈川県大塚遺跡は,環濠に囲まれた内狽」に3つの住居跡群が分布している。またその墓地とみられる歳勝土遺

跡では,方形周濤墓が 3つ の群にまとまるという〔横浜市埋文編1975〕①このような墓地を同じところに設ける3つ の

群を高倉氏は地域集団と呼んで,水路の掘削や水田の造成にあたって共同してことにあたる農業共同体 と考えている。

江上遺跡群の飯坂墓地は,少なくとも2群のまとまりをみることができる。また,上野遺跡は第Ш台地の住居群の

他に,第 I台地にも同時期の住居跡が発見されている。この墓地と考えられる南太閤山 I遺跡では,墓群が 3群にま

とまっており,上野遺跡にそれに対応する住居跡群が 3群存在することが予想される。

このような状況から,県内の弥生後期においては小集落が 2～ 3群集まって農業共同体を構成し,共同墓地を形成

していたことが知られる。ところが,後期Ⅳ期の湯上 B遺跡や平桜川東遺跡の例は, 1世帯共同体が単独で存在し,

墓地も備えている形であり,やや趣きを異にしている。このことは,こ の時期に村落の中から小集落が分散していっ

たことを示すものでなかろうか。また,そ の分散化 と同時に,本江広野新遺跡 〔小島1979〕 や大門町串田新遺跡 〔中

山1981〕 などの出況にみられるように,山地への進出がみられることも注目される。農業生産の発展に伴い人口が増

大したことや,稲作技術の向上によって谷部や台地上の開発が可能になったことなどで,J落の分村化が進んだため

と考えられるが,先にもふれたようにこの時期の気候の温暖化によって低地での耕地が減少したこととも関係があっ

たかもしれない。このような集落の分村化は,西 日本ではすでに中期にみられることであり,富 山県ではやや退れ,

後期のおわり頃にはじまるようである。
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D 中世の遺跡の性格

1.遣物の年代 と器種組成

北陸自動車道建設に先立ち調査 した中世遺跡一一立山町若宮 B遺跡,上市町神田遺跡,江上 B遺跡―― の各遺物の

概要を述べ, 日常土器の組合せについて考えてみたい。

神田遺跡 珠洲編年 〔吉岡1981a〕 の I期 を中心にH期に及び,年代も12世紀後半から13世紀前半である。そのこ

とは 4回以上の建物の建て替えが確認されていることからも頷ける。珠洲は甕・壺・鉢である。甕には休部内面に同

心円状の押圧痕を残すものがある。鉢は回転糸切 り底が多い。土師質土器は皿がほとんどである。ロクロ成形のもの

と手づ くね成形あるいは型押し成形のものがあるを輸入陶磁器には青磁・白磁・青白磁がある。青磁は龍泉窯系と同

安窯系の割合が 1:1である。前者は摘蓮弁文椀 (太宰府分類 〔横田他1978〕 の椀 I-5類 ),椀 I-2類 ,後者は皿

I類・椀 I類である。白磁には玉縁椀 (IV-2類 )があり,自 磁出土量の 2割 を占める。青白磁は合子である。

出土した土器の口縁部・底部より個休数を出してみた (た だし,必ずしも個体別に分類できた訳でなく土師質土器

などに重複があるかもしれない。また,I一 H期以外の土器も含めて数えた)。 内訳は珠洲45点 (26%)一甕13点 (7.5

%)・ 壺 6点 (3.5%)・ 鉢26点 (15%),土師質土器皿・椀106′ミ (61%),輸入陶磁器22フミ(13%)一青磁 12′ミ(7%)・

白磁 9点 (5%)。 青白磁 1フミ (0.5%)で ある。捏鉢 と構鉢は 2:1の割合である。輸入陶磁器は龍泉窯系青磁Ш類,

口禿皿の白磁Ⅸ類の出現を見ない点から,太宰府での時期区分Ⅲ期 1。 2小期(12世紀中葉～13世紀中葉 )に あたり,年

代観もほぼ一致する①このフくは入善町じょうべの遺跡のC地区でも同様な状況である〔山本1982〕 ことからも輸入陶磁
註②

器の伝播が早いものと考えられる。

若宮B遺跡 珠洲H期 を中心にШ期に及び,年代も13世紀前半を中心に13世紀までつづ く。500m離 れた神田遺跡の

甕・この破片が若宮B遺跡のものと接合することから,神田遺跡の後半に並存していたことがわかる。珠洲は甕・壷・

鉢がある。珠洲の外底面に回転糸切 り痕を残すものはない。土師質土器は皿が大部分で椀が少量である。回転糸切 り

底は少ない。輸入陶磁器は龍泉窯系青磁Ⅲ類が多く同安窯系のものが出土していない。瀬戸は花瓶・瓶子(?)。 碗があ

る。その花瓶は13世紀後半であり,こ の時期になり,瀬戸が出現する。上器の個体数の内訳は珠洲39点 (27%)一甕 5

点(3%)。 三10点 (7%)。 鉢24点 (17%),土師質土器皿・椀91ッミ(63%),輸入陶磁器 8点 (6%)一青磁 5′ミ(3.5%)・

白磁 3点 (2.5%),瀬戸 6点 (4%)である。全出土量が少ないのは,表土直下にある遺構が耕作等による境乱を受け

たためであろう。

江上 B遺跡 珠洲H― V期まで見られるが,HI o IV期 が中心である。年代は13～ 15世紀で,13世紀後半～14世紀が

中心となる。珠洲には甕・壺・鉢がある。鉢は橋鉢が多い。土師質土器は皿のみで椀が見られない。ロクロ成形のも

のはない。輸入陶磁器には青磁・白磁がある。青磁には龍泉窯系のものは大部分で,蓮弁文椀が多い。白磁には口禿

皿がある。瀬戸には瓶子・碗・太平鉢 。天目がある。瓦質土器には火鉢がある。個体数の内訳は珠洲111点(43.5%)一

甕30点 (11.5%)・ 壺27′ミ (11%)・ 鉢54点 (21%),上師質土器皿108ッミ (42%),瓦質土器火鉢 1′ミ(o,4%),輸 入陶

磁器12点 (4.6%)一青磁 9′ミ (3.5%)。 白磁 3ッミ(1.1%),瀬戸及び瀬戸・美濃20′収 (8%),越前 3′点 (11%)で あ

る。ここでは土器以外に大量の木製品が出上した。下駄 。櫛・曲物・折敷・杓文字・箸・播粉木・漆器皿などの生活

用具,工具の柄・鍬先・紡錘車・機織具 '建築材などの生産用具,塔婆形・斎串形・木偶形木製品などの祭昴E・ 呪術

用具があり,中世における多種多様な日常用具の一面がうかがえる。
註③

以上から, 日常土器は珠洲と土師質土器が基本であり,輸入陶磁器,瀬戸及び瀬戸・美濃,越前がそれらに加わる。

13～ 14世紀には瀬戸,越前が出現し,15～ 16世紀には瀬戸・美濃,越前が多くなり,珠洲が減少する。各遺跡ごとに

供膳用具・調理用具 ,煮沸用具・貯蔵用具をあげてみる。神田遺跡一一供膳用具 (土師質土器皿 。椀),調理用具 (珠
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洲捏鉢・搭鉢 ),貯蔵用具 (珠洲甕・壺 )。 若宮 B遺跡―一供膳用具 (土師質土器皿・椀,瀬戸瓶子・椀,漆器椀 ),調

理用具(珠洲捏鉢 。梧鉢,木製品),貯蔵用具 (珠洲甕・壼 )。 江上 B遺跡―一供膳用具 (土師質土器皿・椀,瀬戸瓶子・

椀・太平鉢,木製品),調理用具 (珠洲捏鉢・悟鉢,木製品),貯蔵用具 (珠洲甕・三,越前甕 )。 珠洲のうち,鉢が多

いのは日常消耗品としての性格 を示 していると考えられる。煮沸用具の鍋・釜は出土せず,明確ではない¥坂上のよ

うな日常土器のあ り方は西 日本の例 〔安田1977〕 と異なる。

2,遺跡の性格

神田・若宮 B・ 江上 B遺跡の性格を,①建物配置と規模,②鍛冶工房跡,③輸入陶磁器の面から考えてみたい。

①については,復原された建物の時期ごとの配置は明確ではないので断言することができない。しかし,大局的に

見れば,神田。若宮B遺跡は「コ」の字配置を取る建物群 とそれらに付隋する建物群である。江上 B遺跡はSB l17～ 123

の「 L」 の字配置を取る建物群 とそれに付隋する建物群であり,そ れらは濤によって区画されている。神田 。若宮B

遺跡では発掘面積が少ないためかどうかわからないが,濤による区画が見えない。建物規模については,棟別当り12

坪以上のものと以下のものがあり,後者のものが多い。神田 。若宮B遺跡では大規模な建物が多い。②については,神

田 。若宮B遺跡で検出され (SK103, SB005), フイゴの羽口と鍛冶津が出土している。両遺跡は屋敷内で鍛冶が行

われていたことを示している。中世前期の鍛冶について網野善彦氏が給免田を保障された国々の鍛冶集団が欽・鎌の

農具の生産を行っていたことを指摘されている 〔網野1983〕 。このことからも,神田 。若宮B遺跡の鍛冶工房跡は中世

の鍛冶集団の存在を裏付けるものと考えられるを
⑥
また,両遺跡の立地する所は白岩川・栃津川の河川の自然堤防上であ

り,河川の水運の拠点となりえるのである。さらに,神田 。若宮という地名から想起すれば,寺社を背景に開発され

たこの地域で鍛冶が行われ,周辺に供給されていったと想像される。③の輸入陶磁器は中世の建物が検出される遺跡

やそれ以外の遺跡でも出土している。県内では40ヵ 所の出土例が数えられ,輸入陶磁器の広範囲な普及が見られる。

出土遺物に占める割合は類例が少ないので明確ではないが,神田 。若宮 B。 江上 B遺跡の例から, 1害J前後のものと

1～ 5%の ものがあり,こ れは県内の中世村落での輸入陶磁器のあり方を示すものであろう。

以上,①～③から,神田・若宮B遺跡は中小河川の拠点に位置し,その屋敷内に鍛冶を組入れた村落領主のあり方

を示している。それに比べ,江上 B遺跡は棟別当り20坪以上の建物群 と12坪以下の建物群で組み合されており,濤で

区画されたそれらの建物は名主あるいは小百姓の住居と考えられる。

註① 土師質土器は成形技法により3つ に分類できる。それは,①ロクロ成形技法 (回転糸切りとヘラ切り)②型押し成形技法,

③手づ くね成形技法である。③がよくわかる例は福井県朝倉氏遺跡の上師質土器 B類 〔朝倉氏遺跡調査研究所 1974〕 で,一般には
② o③が併用されており,両 者を分けることが困難なことが多い。県内では小矢部市日の宮遺跡 〔上野1978〕 の上師質土器は型押
し技法がよくわかるものである。石川〔四柳 1980・ 田鳴1981〕 ・京都〔松藤1978・ 横田1981〕 では② o③が中世の主流を占めており,

①の回転糸切 り技法は13～ 14世紀で見えなくなる。鎌倉 〔斉木1983〕 では,① (回転糸切り)～ ③が中世を通じて見られる。草戸干
軒 〔志道1977〕 では①のヘラ切 り技法がある。このように,そ れぞれの技法は地域差があり,技法の解明は手工業生産のあり方の
違いとして意識されるであろう。県内では②・③が中世の主流を占める。①の回転糸切 り技法はわずかであるが,14世紀後半から
15世紀までは確認されている 〔岸本1984〕 。

註② 吉岡康暢氏は「龍泉窯系青磁の初見ないし流通の一般化が九州北部より半世紀ほど遅れる」と述べられている 〔吉岡1981b〕 。
註③ 県内で珠洲と言われている土器には能登半島の珠洲地方で娩かれた製品とそれ以外て洗かれたと考えられる製品がある。県内では珠υH

系窯が発見されていないことから,県内の珠洲は珠洲地方からの搬入 。供給を示していると考えられる。しかし,珠υHの中に見られるや
や瓦質に似た上器は,東 日本に見られる瓦質土器〔吉岡1982〕 との関連は明確でないが,珠υH地方とは産地を異にすると考えられる。

註④ 県内の中世遺跡では鍋・釜は確認されておらず煮沸用具は不明である。わずかに, 日の宮遺跡 〔上野1978〕 のC地 区から16世紀
の鉄鍋が出上している。しかし,鍋・釜は中世農具の資財であること〔黒田1983・ 安田1982〕 からも発掘例の不足によるためであろう。

註⑤ 県内の建物規模表 〔橋本1984〕 から見ても,神田 。江上 B遺跡は大規模な建物が多いといえる。なお,中世の農村の住居の規模
分布がわかる延慶 3年 の伊勢国泊浦村江向村検注名寄帳(醍 醐寺宝衆院文書所収)に よれば,本在家の棟別当り坪数35坪 のもの(21

棟 )が最大で, 12坪のものが最も多いことがわかる。新在家では2い平のもの (1棟 )が最大で, 4坪 が最も多いことがわかる。 ま
た,伊藤邸爾氏によれば,「室町時代の農家の階層別規模を見ると地侍層の24坪 を最大として最小35坪である。実際にはこれ以上
の開きがあったろう (中 略)階層的な上下関係が直ちに住居規模の大小に反映していた。(後略 )」 という〔伊藤1958〕 。これらの史
料の言う「坪」と遺跡から復原された建物の坪 とは面積が違うのであるが,検討すべき視点であろう。

註⑥ 黒田日出夫氏は資財から見た中世農民と在地領主の相違を述べておられる。両者の差は銭貨の蓄積,消費生活の規模の大きさ,

豪華さ,武器用具の差に見られる。農民諸階層は経営レベルに照応する。名主は牛黎・馬鍬を所有し,小百姓は鍬が農具の中心で
あるという〔黒田1083〕 。この点からも建物に伴う鍛冶工房跡の存在は鍛冶集団をくみ入れた在地領主のあり方を示していると考え
られる。なお,山 口県下右田遺跡の屋敷内にある鍛冶工房跡と建物を中世鍛冶集団の集住として捉えられている 〔三浦1981〕 が,

本遺跡のあり方とも関連するが,鍛冶集団の集住と考えるには問題があろう。
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III自 然 遺 物



A 江上遺跡群出上の種実遺体

大阪市立大学理学部 粉  川  昭

富 山 大 学 教 養 部 吉  井  亮

1 . `よ じ心うしこ

北陸自動車道建設工事に先だって,富 山県下において多くの遺跡が発掘・調査された。江上遺跡群は,こ のうち富

山県東部,上市町域内に存在する複数の遺跡の総称で,正印新・中小泉・飯坂 。江上A。 江上 B・ 神田・東江上 。下

経田の 8遺跡を含む。詳 しくは『遺構編』および『土器・石器編』を参照されたい。遺跡の発掘調査にともない遺構

内から多数の植物遺体が出土 したが,今回はこのうち正印新・中小泉・江上A・ 江上 Bの 4遺跡から出土した植物遺

体について検討 した。その結果得 られた知見について以下に報告する。なお,こ の報文 をまとめるにあたって,富 山

大学教養部の藤井昭二教授から多くの御教示 を得た。また同教養部の小島覚教授,同理学部の小林貞作教授 と増田恭

次郎氏には調査研究に格別の配慮をいただいた。深 く感謝の意を表する。

2.遺跡および種実遺体の出土状況

正印新 。中小泉・江上 A・ 江上 Bの 4遺跡は, いずれも上市川・白岩川などいくつかの中小河川によって形成された

複合扇状地上の湧水帯付近に位置 し,海抜高度は約15mである (『遺構編』の第 1図参照 )。

正印新遺跡は弥生時代中期・後期 と江戸時代中期の集落遺跡である。種実遺体は弥生時代中期および後期の濤 と穴

の覆土中から現地にて直接に採取された。覆土は黒褐色粘土である。

中小泉遺跡は弥生時代中期・後期の水路遺跡で,考古遺物は鎌倉時代・室町時代のものもあわせて出土する。種実遺

体は弥生中期・後期の水路・濤から現地にて直接に採取された力ヽ 多くは覆土由来ではな く濤 。水路壁からのものであ

る。したがってこの種実遺体の多くは遺構形成以前のものである。種実遺体包含層は茶褐色粘上である。

江上 A遺跡は住居址・穴・濤などよりなる弥生後期の集落遺跡である。主 として穴および濤の覆土から多数の上器・

木製品にともなって影 しい数の種実遺体が出上 した。種実遺体の一部は現地にて穴,濤などの覆土から直接に採取さ

れたが,多 くは大量に採取された覆土試料中から後に選別。検出された。試料は灰白色の中粒～細粒砂質の粘土および

シル ト質粘土で,濤 (SD01～ SD 06,SD 09,SD10,SD13),建 物 (SB 16,SB 19),井戸 (SE 26),穴 (SK27～ SK29,

SK31),柵 列 (SA22, SA23)な どの覆上である。供試料総量は約1.5m3で,その多くは SD03と SD08の覆上である。

江上 B遺跡は多くの建物跡・滞よりなる中世 (鎌倉時代～室町時代 )の集落遺跡 (『遺構編』参照 )で,主 として濤・

穴の覆土中から種実遺体が得 られた。江上 A遺跡の歩合 と同様に,種実遺体の一部は濤・穴などの覆土中か ら現地にて

直接に採取された力蔦その多くは覆土試料中から後 日選別・検出された。試料はやや湿性の有機質黒色粘土で,濤 (SD 005,

SD016, SD086, SD 037, SD070),穴 (SK007),建 物 (SB008),な どの覆上である。供試料総量は約3.5m3で,そ

の多くは SD070の覆上である。

3.試料の処理

江上A遺跡および江上B遺跡から採取された覆土試料は, Opening約 l mmの 金属舗およびガーゼニ枚を重ねたもの

でふるい,種実遺体をとり出した。こうして得た種実遺体および遺跡で直接に拾い上げた種実遺体を,あ る程度種類

ごとに選別し,約 3%のホウ酸ホウ砂水溶液中に保存した。

以上の処理によって選別・保存された種実遺体は,主に双眼実体顕微鏡下で観察検討し,同定につとめた。

4.同定結果

江上A遺跡出土種実遺体の同定結果については,表 1,表 2に 示した。66分類群が検出同定されたが,そのうち多
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数出土 しているものはオニ グル ミ,アサ,マ タタビ,モ モ,ア カメガシワ, トチ ノキ,ブ ドウ属,マ クワウ リ,ヒ ョ
註②

ウタン,エ ゴノキ,イ ネな どである。針葉樹はマツ属 (複維管束亜属 ),イ ヌガヤお よびカヤ の 3分類群,常緑広葉樹

誰③

はアカガシ ?と 同定 したものとやブツバキの 2種のみである。他は落葉広葉樹 (28分類群 )と 草本 (30分類群 )であ

る。栽培植物にはアサ,モ モ,ア ズキ属 (リ ョクトウ ?),マ クワウリ, ヒョウタン,イ ネの 6分類群がある。また耕

地雑草 。人里植物 と考えられるものに, クワクサ,カ ナムグラ,イ シミカワ, ミゾソバ,ア カザ,カ タバ ミ,エ ノキ

グサ ?, ノブ ドウ,メ ナモ ミ,ヤブ ミョウガ,イ ボクサなどがある。

江上 B遺跡出土種実遺体の同定結果については表 3,表 4に 示 した。57分類群が検出同定されたが,多数出土して

いるものは,ス ギ,アサ, コブシ,サ クラ属,モ モ,フ ジ属,ア カメガシワ, トチノキ,マ クワウリ, ヒョウタンで

ある。針葉樹はマツ属 (複維管束亜属 )と スギの 2分類群のみで,確かな常緑広葉樹はシイノキのみであった。他は

落葉広葉樹 (25分類群 )と 草本 (27分類群 )である。栽培植物にはアサ,ソバ属,ウ メ,モ モ,ア ズキ属 (リ ョクト

ウ ?),ア ズキ ?,ス イカ ?,マ クワウリ, トウガン ?, ヒョウタン,ム ギ類,イ ネ,millet類の13分類群がある。

正印新遺跡出土種実遺体の同定結果は表 5に 示 した。中小泉遺跡については表 6と 表 7に示 した。この 2遺跡では,

ともに検出同定された種実遺体の分類群数が少なく,各分野群 ごとの出現数 もわずかであった。ただ,中小泉遺跡で

トチノキの種子が426イ固体 ときわめて多数出上 している。また,イ ネが炭化米の状態で出土している。

なお,種実遺体の代表的なものについては,そ の写真を図版 1～ 4に 掲げた。

5。 考察

正印新および中小泉の両遺跡では種実遺体の出土量が少なく,意味のある考察をなしえない。そこで江上A遺跡と

江上 B遺跡の結果についてのみ考察する。

堆積環境 種実遺体の包含層はいずれの場合 も,湿性ないしやや湿性の中～細粒砂質またはシル ト質の粘土層で,

種実遺体の保存状況はきわめて良好であった。種実遺体の内容は林域 を構成する植物から耕地雑草 。栽培植物までを

含む。また,た とえば食用に供 しうる トチノキ,ォニグルミの種実は,幼果 と成熟果が混在 して出土している。以上の

ことから,遠隔地よりの流入や,搬入といった人為的影響を無視 しえないが,種実遺体の分くは遺跡内とその周辺に生

育 していた植物に由来したものと考えられる。すなわち,江上A・ 江上 B両遺跡の種実遺体群は定性的に当時の遺跡

周辺の植物相 をよく反映しているものと推定できる。

古植生 江上 A・ 江上 B両遺跡の種実遺体群中に出現するほとんどの分類群は,富 山県下の丘陵地から山麓部にかけ

ての現存植生中に見出される (上井林学振興会・緑地研究会,1976;富 山県植生調査研究会,1977:環境庁,1980i

太田・小路 。長井,1983)。 いま試みに黒崎・里見による植物相の詳細な調査報告 (黒崎・里見,1968)の ある大岩川流＼
註④

域の植生 と出土種実遺体群の組成を比較してみよう。「大岩川流域」は江上遺跡群から南東へ約 7 kmの 距離にあ り,

遺跡群所在地との比高は約80～ 940mでぁる。 当地域ではヨナラ・ミズナラなどを主体 とする落葉広葉樹の二次林域と

ウラジロガシなどの常緑広葉樹の小林域が入り組んだ植生相を呈している。江上A遺跡では栽培植物を除く検出され

た種子植物 48分類群中37分類群が,江上 B遺跡では同43分類群中31分類群が黒崎・里見 (前出)の植物目録中に認め

られる。このことは江上 A・ 江上 B両遺跡の時代の植生はいずれも現在の富山県下の丘陵部から山麓部域のそれとき

わめてよく似た状況であったことを示している。また種実遺体群は,ブナ,キハダ,シ イノキ,イ タヤカエデ,オ ニグル

ミ, トチノキなどの成林要素,コ ウゾ,ヤマグワ,マ タタビ,ス ズメウリ,キ カラスウリ属,ノ ブ ドウ,ブ ドウ属,ア カ

メガシワなど林縁に出現する要素 とタラノキ, クサギなど伐採跡地に出現する要素,お よびアカザなどの耕地雑草 。

人里植物の要素の各群を含む。このことは遺跡が耕地に隣接しつつも,林域への人為的干渉が強 く働いていた地点か

らあまり遠 くないところに立地していたことを意味する。さらに推論を進めるならば,遺跡周辺とくに平野が海へ向か

って展開する遺跡の北側に耕作地等が拡がり,後背地(南側 )に林域がひかえていたというような景観も想像しうる。
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しかし,林域および耕地などの植物構成割合や量 (面積 ),配置などを推定するには今回の結果のみでは不十分である。

江上A・ 江上 B両遺跡出土種実遺体の比較 江上 A遺跡のみで出上 した種実遺体は30分類群 (う ち栽培植物 0),江

上 B遺跡でのみ出上した種実遺体は20分類群 (う ち栽培植物 7)であった。栽培植物では,江上 A遺跡でアサ,モ モ,

アズキ属 (リ ョクトウ ?),マ クワウリ,ヒ ョウタン,イ ネの 6分類群が出土しているが,こ れは弥生時代後期 としては

ギ般的なものである。江上 B遺跡ではこれに加えてソバ属,ウ メ,ア ズキ ?,ス イカ ?, トウガン ?,ムギ類,millet類が

出土する。中世には弥生時代後期に比べて農業生産活動が活発化・多様化 していることが示唆される。栽培植物以外

のオ直物については,弥生時代後期 と中世の植生の差異を明示するものは認められない。しかし江上 A遺跡に出土 した

ブナ,イ 入どヤ,カ ヤ,ガマズ ミ,ウ リノキなどは江上 B遺跡では認められず, また江上 B遺跡ではスズメウリ,キ カラス

ウリ属が出土するとともに耕地雑草 。人里植物の出土数 も江上 A遺跡に比べて多い傾向を示す。江上A・ 江上 B両遺

跡の距離は約60m,そ れぞれの遺構確認面の比高は約 lmでぁるから,微環境によってオ直生に差異の生ずる可能性があ

ることを考慮 しても,中世においては伐開など林域に対する人為的干渉がより強力なものとなっていたことが うかが

える。また,江上 A遺跡でスギ遺体がまったく出土 していないにもかかわらず,木製品にはスギ材が分用されている

(「木製品の樹種」参照 )。 弥生時代における有用材の調達方法,調達場所などを考える上で興味深い点 といえよう。

特記すべき種実遺体 マル ミノヤマゴボウ .種子遺体が江上 A遺跡から出上 しているが,現在富山県内での自生は

知 られていない。富山県の植物 目録 (大田ほか,前出)に も記載はない。ムクロジ。種子遺体が江上A。 江上 B両遺

跡より出土 している。富山県内での生育は稀で,大田ほかの目録 (前出)では栽培品の逸出として県内 2ヵ 所での生育を

記載 している。ウキヤガラ.呆実が江上 A・ 江上 B両遺跡から出上 している。現在富山県下では氷見市十二町潟が唯

―の自生地 とされる (大 田ほか,前出 )。 以上 3種の種実遺体は富山県内の現存植生の成立を考えるうえで重要な意味

をもつ。ウリノキ.種子遺体の破片が 1個,江上 A遺跡から出土している。本種は林内の小低木で着果数 もごく少な

いために自然遺物 としての出土はきわめて稀で,特筆に値する。モモ。江上A。 江上 B両遺跡から分数の核が出上 し

ている。品種の違いによると思われるが,江上 A遺跡出上のものと江上 B遺跡のものではその形態が異なる。時代や

性格が明確な同一地域の複数の遺跡から遺体が多数出上 して詳 しく比較検討 しうる例はきわめて少な く重要である。

6.ま とめ

夕数の種実遺体 を予察的に検討 した結果,それらは森林植物 と人里植物・栽培植物などに由来するものであること

がわかった。植生は,弥生時代後期・中世 ともに富山県下の山麓部域の現存植生 とよく一致する。それは温帯性の落

葉広葉樹を主体 とするもので,現在富山県下に自生の知 られていないような特記すべ き分類群 をも若千含んでいる。

註① 今回,対象とした植物遺体は材遺体を除く大型植物遺体であり,その多くは種実遺体であった。報文中では「種実遺体Jと いう語を用

いて記述したが,そ の内容は種実のみでなく植物の他の部位たとえば芽や葉などの遺体をも若千含むことを諒解されたい。

註② イヌガヤおよびカヤは現存植生を考慮するとそれぞれハイイヌガヤとチャボガヤである可能性が強い。種実からは特定できない

ので今回は, イヌガヤ, カヤとして記述した。

註③ ユキツバキ,ユ キバタツバキである可能性もある。種実からは特定できないので,今回はヤブツバキとした。

註① 現在,遺跡周辺は水田と化して自然植生を反映する植物はほとんど残存しない。
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表 1 江上 A遺跡出土種実遺体の組成

マ  ノ`  科  Pinaceae

マ  ツ 属 (複維管束亜属 )μ2が (Dヵ′οη乃″)Sp
イヌガヤえ斗 cephalotaxaceae

イ ヌ ガ ヤ  C?´力″ 》 婢 クsカクの 力 (KNIGHT)

K Koch f″ 名9´クο笠穆 (SIEB et ZUcc)KITAWIURA
イ テ イ 千斗 Taxaceae

カ      ヤ   7わ″密9ノク 物 茫 披 紹 SIEB et ZUcc

ク ル ミ 不斗  Jugiandaceae

オニグル ミ属 擁 ιαtt Sp_

オニ グル ミ チ 物クηゐカクカθ,MAXM Subsp s″ うοιプゲαηα KITAMURA

ブ  ナ  科   Fagaceae

アカガシ ? 0クπ tt ασ%″ THuNB?
プ    ナ  員を傷 銘 物 ρ力 BLUME

ク  ワ  牟十 Moraceae

ク ワ ク サ  員放蒻,υガ′公,(THuNB)NAKAI
カナ ム グ ラ Fry物夕′熔 ヵ″ ″た外 SIEB et ZUcc

ア    サ  α物 %αうん Mtt L
コ ウ  ゾ  働 Oクssο%♂″,寛αぇ力οカゲSIEB

ヤ マ グ ワ 物 2s α熔サ筋どん PoIRET

夕  Jr  手半  Polygonaceae

タ デ 属 乃 み即 η%″ Sp

イシ ミカワ Pみ %/9どカオ%物 Li

ミ ゾ ソ バ Pル タカ クタゲSIEB et Zucc

ヤマ ゴボ ウ科  PhytOlaccaceae

マル ミノヤマ ゴボウ 卿力所 π∽ jφO″ゲο,MAKttO
ナデ シコ科  C9ryophyIIaceae

ナデ シコ科  Caryophylaceae― ind

ア カ ザ 科  chenOpodiaceae

ア  カ  ザ  Cん%ψ力物″ ″うタタタ2L
モク レン科  MagnOliaceae

コ フ
ド シ ル盈T″οど力 わう%s DC

マタタ ビ科  Actinidiaceae

マ タ タ ビ 4♂チカぢ,ぢαヵ 斃 α″2(SEB Ct ZUcc)PLAN(刈 et MIQ

ツ バ キ ヨ畔 Theaceae
ツ タヾ キ 属  の 修¢′′力 sp

ヤ ブ ツバ キ G″ ″蒻θα L
バ   ラ  手半  Rosaceae

キイチ ゴ属  買クう%s sp

サ ク ラ 属  賜 ηtt sp

モ    モ P″ κ鍼%BATSCH
マ  メ 科  Leguminosae

マ  メ  不斗  Leguminosae■ nd

ア ズ キ 属 (リ ョク トウ ?)ptts2οど熔 sp

フ ジ 属  耐ヽ形物 sp

カ タバ ミ1斗  oxalidaceae

カ タ バ ミ 0叛ガた じοタタ彦力″物力 L
トウダイ グサ科   EuphOrbiaceae

エ ノキ グサ ? 4α 助ルα ,%S焼テλ L?
ア カ メ ガ シ ワ  ル筋叛効熔 ア″ οηル S(THuNB)K/1uELLER‐ ARG

ミ カ ン 科 Rutaceae

キ  ハ  テガ 均́プ′記 c笏紳%α″″紀″影 RuPRECHT
カ ラス ザ ン シ ョウ  物 町 αゲぢα%″οιOes(SIEIl et Zucc)ENGLER

イ メザ ン シ ョウ  F物 物 た力効 ∽ (BENNETT)HONDA
サ ン シ ョウ属  Z″ ″切 」%″ sp

ム ク ロジ科  Sapindaceae
ム ク ロ ジ ?  きめ ″ 腸 庵 物 タカοrO弱 ゲ GAttfN ?

名物植 出 土 部 位

球 呆 ・樹皮

種子

種子

核

核・ 幼果

堅呆

殻半

種子

痩果

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

/」 核ヽ

核

核

種子

子葉

芽

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

低地 ―山地

低地 ―山地

低 地 ―山地 ―河畔

低 地 ―山地

山地 ―適潤地

低地 ―畑地 ,荒地

河畔,林縁 ,路傍

栽培植 物

低 地 ―林縁

山地

低地 ―河畔,湿地

低地 ― 山地 ―水辺

山地 ―林縁

畑地,耕地

山地

山地―林縁

低地―海岸風衝地

栽培植 7/J

栽培植 物

低地 一路傍

低地 ―畑地

低 地 一林縁

山地 ―澳 谷

低 地 ―山地

山地

低 山地 一丘陵

C

D
D

E
D

H
L・ H
H
D
D

H
H
H

H

H

H

D

L・ D

E
E

D
D

H
L

H

H
D

D
D
D

(D)

D
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表 1 つづ き

トヲにノ′=子 不斗  Hippocastanaceae

ト チ ノ キ 49sθク励s物んゲηαヵ BLUNIE

ク ロウメモ ドキ科  Rhamnaceae
クマヤナ ギ属  B¢窪力9η力 sp

ブ  ド ウ 科   Vitaceae

ブ ド ウ 属  防瀦 sp

ノ ブ ド ウ r4筋″ι藝 ゐ う″クカつプ%″θ%彦力 (MA�M)TRAUTV
ウ  リ 科  Cucurbltaceae

マ クワウ リ Oたクηηλ ″θ力 L
ヒ ョウ タン L鍵辛ηα々 ,修クω%″クRusBY

ウ リノキ科 Alangiaceっ e

ウ リ ノ キ スカ密 ″″ 協́″%夢

'勿
″ (SIEB et ZUcc)

var ″ みbク物 (MIQ)OHwI
ミ ズ キ 科 Cornaceae

ミ ズ  キ εοタク2%sω%泳″7M HEMSttY
ウ ヨ ギ 科  Araliaceae

タ ラ ノ キ ス紹ι力 ι力″ (MIQ)SEEMANN
カ キ ノ キ科  Ebenaceae

マ メガキ ? D,ο勤 %οs励クdL ?
エゴノキ科  styracaceae

エ ゴ ノ キ  Sゥ縁 ,αttO蒻能 SIEIl et Zucc

ク マ ツ プ ラ科  verbenaceae
ムラサキシキブ属  a泌ゲθα″夕 sp

ク サ  ギ  Cι?ゃ09絃滋躍 腕 cοヵ物%物 THuNB
シ  ソ 干十 Labiatae

シ  ソ 不斗 Labiatac‐ ind

シ  ソ 属  乃 万どヵ sp
ス イ カ ズ ラ科  capttfoliaceae

ガ マ ズ ミ  晩 う物 物 attLαヵ″物 THuNB
ニ ワ ト コ &″力%ο″s瘤宅%公クL subsp s2うοとOЙ%α (MIQ)HARA

キ  ク 手斗 Compositae

キ  ク  不斗 Compositaeind
メ ナ モ ミ Sゑ 学sb¢誘 力 夕́う盗免ηS MAKINO

ツ ユ クサ 科  commelinaceae
ヤブミョウガ 乃π″ ブιψο%ゲθα THuNB
イ ボ ク サ  ν %r,α吻 力 乃¢ゐクカ (HASSK)HAND A/1AZZ

イ  ネ  干斗 Gramineae

イ  ネ  不斗 Granュ ineaeind

イ    ネ 07,sα カク,L
ミ ク リ 不斗  sparganiaceae

ミ ク リ 属  Soattα ″ガ笏″2 sp

力とヤノ`リグサ科  Cyperaceae

カンガレイ属  Sc・ゲ砂夕S Sp

ウ キ ヤ ガ ラ  dガ %クヵ 歩ガゐ (TORR)A GRAY
カヤツ リグサ属  o″¢吻s Sp

ス ゲ 属  Cρ %傷 sp

コ ケ 植 物 Bryophytes

菌     類  Fungi

名物植 出 上 部 位

種子・幼種子・果皮・

幼果

種子

種子

種子

種子

種子 ・呆皮

種子

核

種子 ・刺

種子

種子

種子

種子

痩呆

疫 呆

核果

種子

痩 果

疫 果

種子

種子

痩果 ・地下茎

痩呆

果実

果実

果実

果実

果実

山地 ―谷部

山地 ―湿性地 ,林縁

低地 ,山地 ―林縁

栽培植物

栽培植 物

山地 ―適潤地

低地 ,山 地―適潤地

山地 ―伐採跡地

丘陵地

低 地 ―山地

低地 ―山地

低地

低地 ―山地

低地 ,山地 ―林縁

低 地 ―荒地 ,路傍

低地 ―陰湿地

低湿地,池畔,休耕田

栽培植物

水辺

低地 ―湿地 ,池畔

L・ D
L・ H

L・ H
L・ H

D

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｈ

Ｈ

Ｄ

Ｄ

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

※「生育地等」欄の記号は, C……針葉樹, D… …落葉広葉樹, E・ ……常緑広葉樹, H… …草本, L… …つ る植物 を示す。
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表 2 江上 A遺跡出土種実遺体の遺構別出土数

種 類 SD 01 SD 02 SD 05 SDO( SD 09 SD 10 SD 13 SB 16 SB 19 SE 26 SK27 SK28 SK29 SK31 SA22 SA2〔 そのll 計

｀
ノ 属 2(1) 2

イ ヌ  ガ  ヤ

カ ヤ 3(2) 1
4(2)

オ ニ グ ル ミ 属

オ ニ グ ル 44r30 3(1) l
8460

ア カ ガ シ ? 2

ブ ナ

ク ワ ク サ 2(1) 2(1)

カ ナ ム グ ラ

ウ ゾ l
1

ヤ グ ワ 1 1

ア サ と 111(110) ■2(110)

タ デ 属 2 1 30(3)

イ シ ミ カ ワ 7(5) 7(5)

ミ  ゾ  ソ  バ 2 2

マル ミノヤマゴボウ 2 1 9

ナ デ シ コ 科 3 14

ア カ ザ 9(7) 2 13(7) 30(2)

ブ 1 1

タ タ ビ 6(1) 1 5 5 106119

ッ バ  キ  属 2(1) 2(1)

ヤ ブ ッ バ キ l 1

キ イ チ ゴ 属 1 l 10(1) 23(1)

サ ク フ 属 1 3(2) 1 5(2)

モ モ 43(9) 4(2) 4(2) 9(1) 7(2) 2 4(1) 1 15(2) 2 1 1 l 1 17661)

メ 科 1 3 4

アズキ属(リ ョクトウ?) 1 l

ワ 属
1 1

ヵ  タ  バ   ミ 4(1) 4(1)

エ ノ キ グ サ ? 3 3

ア カ メ ガ シ ワ 2 361141 1 189111 1815) 13411例 47(1) 427651

キ ダ l 5(1) l ユ 5(2)

カ ラスザ ン シ ョウ 6(1) 5 1 1

イ ヌ ザ ン シ ョウ 3(1) 3(1)

サ ン シ ョ ウ 属 1 1 2 3 8(1)

ム ク ロ ジ ?

ト  チ  ノ  キ 9(4) l 1 14(1) 377161

ク マ ヤ ナ ギ 属 (1)

ブ  ド ウ 属 1 7 2(1) 1

ノ ブ ド ウ 5(1) 1 2(1) 26(7) l 35(9)

マ ク ワ ウ リ 多数 多数 多数 65(131 2(1) 31(19 多数 多数

ヒ ョ ウ タ ン 多数 3(1) 多数 2 多数 2α20 多数

ウ リ ノ キ (→

ズ ★ 1 1 9(3) 13(2) 9(6)

タ フ ノ キ 2 l 2 5

マ メ ガ キ ? 1 1

ゴ ノ キ 8(3) 7(3) 17(8) 1 12(7) (D 606「Dl 112G0

ムラサ キシキブ属 1 1

ク サ ギ 2 8(5) l 1611D

ノ 科 3 6(3) 19(3)

ソ 属 1
1

ガ ズ 1
1

ワ ト 2 5 7

キ ク 科 l 1 l 3

メ サ モ 1 1

※ ()内はそのうち破損しているものの数を示す。
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表 2 つづき

種 類 SD01 SD02 SD03 SD04 SD05 SDO〔 SD10 SD13 SBl( SB19 SK21 SK2を SK29 SK31 SA2を SA23 その他 計

ヤ ブ ミ ョ ウ ガ 1 1

イ  ボ  ク  サ

イ ネ 科 1 l

イ ネ 多数 多数 多数 l 多数 多数 l 多数 2 多数 多数

ミ  ク  リ 属 9

カ ン ガ レ イ 属 5 1 1 多数 7 多数 多数

ウ キ ヤ ガ ラ 3

カヤ ツ リグケ属 1 1

ス ゲ 属 1 l

コ ケ 植 物 l 1

菌 類 23(1)

※ ()内はそのうち破損しているものの数 を示す。

表 3 江上 B遺跡出土種実遺体の組成

低 地 ―山地

低地 一山地 ―河畔

低地 ―山地

低地

河畔,林縁,路傍

栽培植物

低 地 ―河畔,湿地

河畔,水辺

栽培植物

畑地・耕地

山地

低地―丘陵

栽培植物

栽培植物

栽培植物

栽培植物

山林

D

E

D

L・ H
H

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

　

　

Ｈ

　

　

Ｄ

L・ D

D
D
D

H
H

L・ D

名物植 出 土 都 位

球果・樹皮・鱗片

雄花序

核

雄花序

果の破片

葉身の一部

痩果

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

芽

種子

核・樹皮

核

核

子葉・輪

子葉

子葉

芽 ・ 鞘

マ ツ 科  Pinaceae
マ  ツ 属  (複維管 束亜属 )2″クs(Dヵ励

"吻
)sp

ス  ギ 科  Taxodiaceae

ス    ギ  渉崇 力物″ヮ ′婢)″″効 D DoN
ク リレ ミ 希斗 」ugiandaceae

オ ニ グル ミ 施 ″2s物物 ゐ力物 ω MAXIM Subsp siebOldiana KITANTURA

カバ ノ キ科  Betulaceae
ハ ンノキ属  4どηtt sp

ブ  ナ  科   Fagaceae

シ    イ Gαs力%2姑ゐ θ%ψλ励″ (THUNB)SCHoTTKⅢ F

ニ  レ 科  uimaceae
ケ ヤ キ ? 鹿 膀ο∽ s″解″ (THuNB)MAKNO?

ク  ワ 本子 Moraceae
カナム グラ 物 物

"′

ぁ ア宅クο″んクs SIEB et ZUcc
ア     サ  Q″励 ゐ s,力ιり L

タ  ラぎ  希斗  POlygonaceae

タ デ  属  乃 斃 οηクタ Sp 陸 熔滋 ″α ?)

イシ ミカワ P″ 〃冴カル″ L
ミ ラがソ ′ヾ  P ″夕″ろ¢

「
醸 SIEB et ZUcc

ソ ′ヾ  属  助 効物 sp

ア カ ザ 科  ChenOpodiaceae

ア  カ  ザ  c力物 ψヵ物物

"ろ

夕吻 L
モク レン科  Magnoliaceae

コ ブ  シ AそTηο」力 乃οうクs DC

クス ノキ科  Lauraceae

クス ノキ科 ? Lauraceae―ind?
ツ プ`ラフジ科  Menispermaceae

ア オツヅラフジ Cocc%J熔 腸乃b瘍 (THuNB)DC
バ   ラ  Ttt  Rosaceae

サ ク ラ 属 p物協 s sp

ウ   メ 只 効夕″7(SEB)SIEB et ZUcc
モ    モ P″ κ馘%BATSCH

マ  メ 科  Leguminosae
マ  メ  不斗 Legun■ inosae ind

ア ズ キ 属 (リ ョク トウ ?)砂 盗οο′熔 sp

ア ズ キ ?  ]物骸οJクsクタagク物/ts W Fヽ VRICJHT?

フ ジ 属  レ沓″ 力 sp
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表 3 つづ き

トウ ダ イ グサ 科   Euphorbiaceae

ア カ メ ガ シ ワ ル協J励クsカク%ん%S(THUNB)MUELLER‐ ARG

ミ カ ン 科 Rutaceae

カ ラ スザ ン シ ョウ  陸 紹 αケ物″蕨οゲ,9s(SIEB et ZUcc)ENCLER

イ ヌザ ン シ ョウ  F%,%た 力物 ω (BttNttT)HONDA
サ ン シ ョウ属  乃 笏励 η ιク%sp

カ エ デ 科  Aceraceae

イ タヤ カエ デ  4宅 /″ν ο MAXIM
ム ク ロジ科  Sapindaceae

ム ク ロ ジ  SaD婉腸於 ″夕肋 rOssゲ GAERTN

トチ ノ キ幕「 Hippocastanaceae

ト チ ノ キ  4盗 θクどクS筋ん″ρ″ BLUWIE

アワブキ科  Sabiaceae

ア ワ ブ キ 肋切ケ体夕,物ノ陶α″励
'SEB et ZUcc

ク ロ ウ メ モ ドキ科  Rhamnaceae

クマヤナギ属 Bttc比9%力 sp

ブ ドウ 科  Vitaceae

ブ ド ウ 属  レ燃 Sp

ノ ブ ド ウ スタ″ ′ψ S港 う″ク妙♂″%ηθク物力 (MAXIM)TRAUTV
ウ  リ 科  Cucurbitaceae

ス ズ メ ウ リ んをみ力万,ア″ οttω (THUNB)MAXM
ス イ カ ? C力 物′テクsυク炒 陶S SCHRAD?
マ クワ ウ リ θκク勿雄 物¢み L

トウフデン ?  &η″9密αん妙 λtt COGN ?

ヒョウタン と鍵平物αttα ″%ω2励α RusBY

キカラスウ リ属  
「

γ■力̈ クη″¢s sp

ミ ズ キ 科  Cornaceae

ミ  ズ  キ  C9″η tt θο蒻 鞄 υ¢容ク HEh/1SLEY

ク マ ノ ミ ズ キ  Gο夕η9夕S筋
'留

妙

'少

ど力 WALLICH

ウ コ ギ 不斗 Araliaceae

タ ラ ノ キ  /4胞ι力 σカカ (MIQ)SEEMANN
ツ ン` ジ 木斗  Ericaceae

ネ ジ キ ? 勲 ″力 ο%」力′力 (WALL)DRUDE?
カキノキ科  Ebenaceae

カキノキ属  D'岱多y/9S Sp

エゴノキ科  Styracaceae

エ コドノ キ Sゥ拓btt iфο蒻∽ SEB et ZUcc

クマツプラ科  Verbenaceae

ク  サ  ギ  α ¢rottη O約″ 滅 cοカタタタ%物 THUNB

シ  ソ 科  Labiatae

シ ソ 属 ル 万′協 sp

ヒルムシロ本斗 Potamogetonaceae

ヒルムシロ R力%叩γ力η励乾励訪熔 BENNETT

ツユクサ科  Commelinaceae
ツ ユ ク サ 0物 ″¢力解 ω効″ク2λ L

イ ネ 科  Gramineae

イ ネ 不斗 Granuneac‐ ind

ム ギ 類 月b′ゼθク″ orワ 施%η Sp.

イ   ネ 嚇 α磁″%L
Millet 類 骸腸 sp?

ミ ク リ 希半  Sparganiaceae

ミ ク リ 属  影″騨 ηゲ″″ Sp

カヤツ リグサ科  Cyperaceae

カンガレイ属  &″少淋 Sp

ウキヤガラ Sア クυ力″λ (TORR)A GRAY

名物植 出 上 部 位

種子

種子

種子

種子

翼果

種子

種子 ・幼種子

種子

核呆

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子・ 果皮

種子

核 果

核 呆

束J

朔果

種子

種子

種子

痩果

果実

種子

地下茎

痩果

痩果

疫果

果実

果実

果実

低地 一林縁

低地 ―山地

山地

山地

低 山地 ―丘陵

山地 ―谷部

丘陵地 ―山地

低地,山地―林縁

野原,水辺

栽培植物

栽培植物

栽培植物

栽培植物

低地一丘陵地

低地,山地―適潤地

低地,山地一適潤地

山地―伐採跡地

丘陵一低 山地

沌 L・ 1召

低地

栽培植物

栽培植物

栽培植物

水辺

低地 。湿地,池畔

D

D
D

(D)

D

D

D

D

D

L・ D
L・ H

L・ H
L・ H
L・ H
L・ H
L・ H
L・ H

D
D

D

D

(D)

D

D

H

H

H

H
H
H
H

H

H
H
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表 4 江上 B遺跡出土種実遺体の遺構別出土数

種 類 S D016 S D086 S D 037 S D070 S K007 S B008 S D005 その他 計

｀
ノ 属 3 ] l ユ 6

ス ギ

オ ニ グ ル 2(1) 8(7) 1611ゆ

ン ノ キ 属 l 1

イ 1 1

ケ ヤ キ ? 1 1

カ ナ ム グ フ 1 1 2

ア サ

タ デ 属 2 8

イ シ ミ カ ワ 1 l

ゾ ソ 4 1 5

ソ 属

ア カ ザ

ブ l

ク ス ノ キ 科 1 1

ア オ ツ プ ラ フ ジ 2 2

サ ク フ 属 2 31(2)

ウ メ 2

モ モ ユ 多数 18(3) 多数 多数 1 5(1) 多数

メ 科 7(2) 7(2)

アズキ属(リ ョクトウ ?) 5 1 9

ア ズ キ ? 7 7

フ 属 6

ア カ メ ガ シ ワ 多数 多数

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ

イ ヌ ザ ン シ ョ ウ 1 1

サ ン シ ョ ウ 属 5 5

イ タ ヤ カ エ デ 1 l

ム ク ジ 1 1

ト チ ノ キ 多数 多数

ア ワ ブ キ 1 1

ク マ ヤ ナ ギ 属 9 9

ブ ド ウ 属 6 6

ノ ブ ド ウ 9 16(1) 25(1)

ス ズ メ ウ り 2 2

ス イ 力 ? l 1

ク ワ ウ 1チ 11841(2710) 23(2) 11864(2712)

ト ウ ガ ン ? l 1

ヒ ウ タ 多数 1 多数 多数

キ カ ラ ス ウ リ属 4(3) 2 6(5)

ズ キ l

ク マ ノ ミ ズ キ 4 1 5

タ フ ノ キ 1 2 3

ネ キ ? l 1

カ キ ノ キ 属 3 3

ゴ ノ キ 5(1) 1 6(1)

ク サ ギ 4 2 9

ソ 属 6 6

ヒ ム 4 4

ヽ/ ク サ 1 1 2

イ ネ 科

ム ギ 類 4 4

イ ネ 4 4

Millet     類 1 l

ク リ 属 1 l

カ ン ガ レ イ 属 11

ウ キ ヤ ガ ラ 2 2

※ ()内はそのうち破損しているものの数を示す。
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表 5 正印新遺跡出土種実遺体の組成

河畔,林縁,路傍

ク  ワ 令, Moraceae
カナム グラ 物 タクど%s力″η″クS SIEB et ZUcc

シ  ソ 科  Labiatae

シ ソ 属  乃 蒻 力 Sp

イ ネ  科  Gramineae
イ    ネ  ∽ zα 磁″9,L

※「生育地等」欄の記号は, C……針葉樹, D……落葉広葉樹,E……常緑広葉樹 ,

表 6 中小泉遺跡出土種実遺体 の組成

ク ル  ミ 不斗  」uglandaceae

オニ グル ミ う兜 JρηS%α %'s力物 ∽ h/1AXM subsp s滅 溺力α″α KITAMURA

モク レン科  MagnOliaceae

コ フ
ド シ Attζηο′カ カοうクs DC

トテ ノキ利, HippOCastanaceae

ト チ ノ キ 4盗 ε%ど熔 チタん ″ρ″ BLUNIE

ウ   リ  不斗  Cucurbitaceae

ヒョウタン L皇望ηαttα ″%能ηttα RusBY

イ ネ 科  Gramineae

イ    ネ 0ヮz,s,房ιヮL

コ ケ 布宣物  Bryophytes

出 土 部 位

痩呆

疫果

痩呆

L… …・つ る植物 を示す。

出 上 部 位

核

種子

種子

種子・果皮

疫呆

※「生育地等」欄の記号は, C……針棄樹, D……落葉広葉樹, E……常緑広葉樹,H……草本, L……つる植物を示す。

表 7 中小泉遺跡出土種実遺体の遺構別出土数

種 類 S D045 ４５
中

０
壁

Ｄ

山
Ｓ
地 その他 計

オ ニ グ ル ミ 2

ブ 1 ユ

ト チ ノ キ 641301 426(101)

ヒ ョ ウ タ ン 2

イ ネ 1 1

※ ()内はそのうち破損しているものの数を示す。

付 記

この報文をまとめる時′点で,同定作業をおこなえなかった種実遺体試料が少なからず残されている。したがって,

今回表に示した以外の分類群が今後に検出・同定される可能性も残されている。

低地 一山地 ―河畔

山地

山地 ―谷部

栽培植 物

栽培植物
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B 木 製 品の樹種

富山県木材試験場 飯  島 泰  男 ・長 谷川 益  夫

1.は じめに

樹種鑑定を行った木製品は,江上A,同 B,東江上,中小泉,正印新および飯坂の計 6遺跡から出土 したものであ

る。これらのうち約500点 について樹種同定を行った。担当は富山県木材試験場の飯島泰男,長谷川益夫および働元興

寺文化財研究所の松田隆嗣である。

以下,鑑定法および写真図版は富山県木材試験場の結果,そ の他に関しては 2機関の結果をとりまとめて記述する。

2.鑑定法

樹種鑑定はつぎの方法にしたがって行った。

各試料は予めホウ酸処理されていたため, まず水中でこれを除き,つ いでアルコール脱水処理を行った。さらに,

セロイジン包埋法によって鑑定試料 を作成した。これより厚さ約20μ の切片 (木 口,板日,柾 目の 3面 )を採取 し,

光学顕微鏡で観察 した。

樹種同定にあたっては,「 木材の組織」 (森北出版 ),「木の事典」 (か なえ書房 ),「木材工学辞典」(工業出版 )な ど

を参考にした。また広葉樹の識別は,解剖学特徴によるコンピューター検索法を併用 して行った。使用 したシステム

はNEC一PC8801,プ ログラムは筆者の 1人 , 長谷川が作成 したものであり,検索用ファイルには須藤の研究 (林試

研究No l18,1959)を 用いた。本プログラムは附録に掲載 している。

各試料の保存状態は/tllね 良好であったが,一部,変形または腐朽によって組織が著 しく破壊されている例 もあった。

そこで広葉樹については確認し得る組織要素のみからコンピューター検索によって予め対象樹種 を検出し,次に前述

の参考資料 と比較検討することによって樹種を決定 した。

3.同定樹種 とその特徴

同定された樹種 とその特徴 を簡略に述べる。組織的特徴は特記のない限 り顕微鏡下で確認できたもののみである。

また道管径等の各寸法は,組織の変形がかなり影響を及ぼしているものと思われるので,参考値の意味で記述 した。

樹種番号 4ま では針葉樹, 5以 降は広葉樹である。なお,カ ヤ,マツ属,カ エデ属の 3種は元興寺研究所のみで検

出されたものであり,写真図版は割愛した。材質は参考資料から引用 した。

(1)スギ ユ喚 力%ιttα 」αttοtttCa D Don (図版 1～ 3)

樹脂細胞は晩材部に接線状に並ぶ傾向が強い。早晩材の移行は比較的急である。分野壁孔はスギ型 とされるが,やや

不鮮明。柱材 として用いられた試料の中には,樹脂分が溶出し,柔細胞 (短冊状 )のみが残った例が分い。また,軟

腐朽菌によるものと思われる仮道管壁の腐朽例 もあり,一見らせん肥厚状の様相 を呈する。

材質は,加工容易,心材耐久性中,軽軟,強度やや小。

(2)モ ミ属 スιあ spp (図版 4～ 5)

樹脂細胞,樹脂道 (軸方向細胞間道 )と もに認められない。早晩材の移行はスギに比較するとやや緩慢である。放

射仮道管はなく,放射柔細胞はじゅず状端壁であるが,結晶,内容物 とも認められなかったため,モ ミ4″物α SIEB

et Zuccと の確認は得 られなかった。分野壁孔はスギ型 とされるが不鮮明。
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材質は,加工容易,耐久性小,軽軟,強度やや小。

(3)カヤ 駒聖
"%ク

砂 紹 SIEB et ZUcc

樹脂細胞,樹脂道 ともにない。早晩材の移行は緩慢で,分野壁孔はヒノキ型。仮道管内壁にらせん肥厚があるが ,

遺物では不明瞭な場合が多いとされる。

材質は,加工容易,耐久性大,比重中庸,強度中,弾力性に富む。

(4)マ ツ属 2%筋s spp

樹脂道があり,早晩材の移行は急ないしやや急。分野壁孔は窓型。その他は不明。

材質は軟松類 (ヒ メコマツ 2%クd夕 %歩妙勿」協 MAYRな ど)と 硬松類 (ア カマツ
'%2s諺

%勤 紹 SEB et ZUCC

など)に よって異なるが,一般的に加工性普通,耐久性中,水湿に強い,比重中庸,強度やや大。

(5)ヤマナラシ 勲クク」クSS″ろ尻カゲMIQ (図 版 6～ 7)

散孔材。道管は一様に分布, 2～ 4個放射方向に接続。直径は放射方向に30～ 70μ で小さく,夕数分布。顕者なタ

ー ミナル状柔組織が認められる◎放射組織は単列同性。道管径 と分布数からドロノキ P物傷グ%ο″歳 ゲゲHENRYと 区別

される。

材質は,加工容易,耐久性小,軽軟,強度小。

16)オ ニグルミ /2g物%s励力%肋ヵ′力 CARR (図版 8～ 10)

散孔材。道管径はかなり大きく,孤立管孔は放射方向に80～ 200μ ,2～ 4個放射方向に接続することがある。軸方

向柔組織はター ミナル状および切線状。放射組織は 1～ 5細胞幅で同性。

材質は,加工容易,耐久性小,比重中庸,強度中。

(7)ハ ンノキ 4′ %クs″″%ケθα STEUD (図 版11～ 13)

散孔材。道管は孤立ないし2～ 4個放射方向に接続。孤立管孔径は放射方向に50～ 80μ 。軸方向柔組織はター ミナ

ル状。放射組織は単列ないし2列 ,お よび集合状で同性。集合放射組織をもつことから該当樹種 としては,他にケヤ

マハンノキ Aカス%″ TuRZの可能性もある。

材質は,加工容易,耐久性小,比重中庸,強度やや大。

(3)ブナ 員Ttt ε紀%α″ BLUME (図版14～ 15)

散孔材。道管は孤立ないし2～ 4個放射方向に接続。孤立管孔径は放射方向に30～ 80μ 。晩材部に近づ くにしたが

って大きさと径を減ずる。軸方向柔組織不顕著。広放射組織あり,異性Ш型。

材質は,加工性中庸,耐久性小,比重やや大,強度やや大。

(9)カ シ類 Qttικ%s spp― Q崩力α励%ψsλ Spp (図 版16～ 18)

放射孔材。道管はすべて円形ないし楕円形で孤立し,管孔径は放射方向で60～ 120μ ,厚壁,チ ロースが認められる。

軸方向柔組織は短接線状。広放射組織がある。同性。道管と放射組織間の壁孔は柵状。なお,カ シ類は道管径,色調

から数種類に分類可能とされ,試料中ではアカガシ@αじク励 THUNBが比較的多いようである。

材質は,加工性因難,耐久性中庸,水湿に強い,比重大,強度大,弾力性に富む,硬い。

10 コナラ類  Q%ιπクs spp― L砂蒻め扱物πS Spp

環孔材。孔圏道管は大 き く 1～ 3列 ,放射方向の径 は100～ 300μ 。短接 線状の軸方向柔組織が顕著。広放射組織が

ある。同性。コナラ類はさらに次の 2種に大別でき,その両者とも検出された。

a.ヨ ナ ラ od″ 紹 筋 THUNB (図 版 19～ 20)

孔 圏 外 道 管 は 比 較 的 小 さ く,多 角 形 で 薄 壁 。 道 管 と放 射 組 織 間 の 壁 孔 は 不 規 則 。 柔 細 胞 中 の 結 晶 が 不 明 瞭 で あ っ た

た め , ミズ ナ ラ  O物 %即 Jゲεα FIscH var gγOs▽彰 物 筋 REHD et WILSの 可 能 性 も あ る 。
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材質は,加工性普通,耐久性中庸,比重やや大,強度やや大。

b.ク メギ O αε%力
“
ゲ%α CARR  (図 jIF21～ 22)

孔圏外道管はコナラより大きく,円形で厚壁。道管と放射組織間の壁孔は柵状。柔細胞中の結晶は不明瞭。なお,

現代の富山県のオ直生分布ではクヌギは極めて少なく,当該試料の一部あるいは全てがアベマキ O υαγ力うケ′ぬBLUME

である可能性もある。

材質は,比重が大である他はコナラとほぼ同等と見なせる。

t, シ イ ノキ  Gαd力%9クsλ θ2ψ紘 ル SCHOTTKY (図 版 23～ 25)

環孔材であるが,子し圏道管の配列は疎で,やや放射孔材的な様相 を呈する。孔圏道管の放射方向直径は150～ 350μ 。

軸方向柔組織は短接線状。放射組織は単列同性①道管 と放射組織間の壁孔は柵状 とされるものの,材の腐朽が著 しい

ため識別は不可能であった。なお,シ イノキをスダジイとコジイ (ツ ブラジイ)に分類する方法を採用すれば,放射

組織の状況から「スダジイ」 (C ε vars″ぅο励 ケNAKAI)と なる。

材質は,ス ダジイの場合,加工性普通,耐久性小,比重中庸,強度やや大。

tD ケ ヤ キ  勿 %d″ 紹 力 MAKINO (図 版 26～ 27)

環孔材。孔圏道管 1～ 2列 ,直径は放射方向で200～ 400μ 。孔圏道道管は房状でらせん肥厚がある。軸方向柔組織

は周囲状。放射組織は 1～ 8細胞幅,異性Ш tt。

材質は,加工比較的容易,耐久性大,水湿に強い,比重やや大,強度やや大。

10 ムクノキ スクカα%α%励ι αψιtt PLANCH (図 版46～ 47)

試料の変形は著しいが,ほ IF散孔材 とみられる。道管は単独ないし2個程度接続。直径は150μ 前後。柔組織は圧縮

変形のためやや不明瞭である力ヽ 周囲状,帯状のものが認められる。放射組織は 1～ 3細胞幅,異性,結晶を含む。

材質は,比重中庸ないしやや大,強度中庸,靭性に富み割れに くい。

(→  ヤ マ グ ワ んち夕杉ιsう初

"/た

KoIDZ(図 版 30～ 31)

環孔材。孔圏道管 1～ 3列 ,放射方向直径 100～ 250μ 。孔圏外道管は不規則に接続,らせん肥厚がある。軸方向柔

組織は周囲状,随伴状。放射組織 1～ 7細胞幅,異性Ш型。

材質は,加工性困難,耐久性大,比重中庸,強度中庸,靭性に富み曲げ易い。

(0 カ ツ ラ  の π妙勿 ιι%吻 ″ ″ %ケ磁 物 SIEB et ZUcc (図 版 32～ 33)

散孔材。道管は 2～ 3個 が接続方向に接続するものが多く,放射方向の直径は30～ 120μ で,晩材部に近づ くにした

がって小さくなる。階段せん孔である。また小道管にはらせん肥厚がある。軸方向柔組織はター ミナル状。放射組織

は 1～ 2細胞幅,異性 Iな いしⅡ型。

材質は,加工‖生極めて容易,耐久性小,比重やや小,強度中庸。

(0 ホ オ ノキ ユ

“

Zを %οtt οうο防 勉 THuNB (図 版 34)

散孔材。道管は単独または 2～ 4個放射方向に接続。孤立道管径は接続方向に50～ 100μ 。階段せん孔 とされるが

試料では不鮮明であった。ター ミナル状柔組織が認められる。放射組織は 1～ 2細胞幅,異性Ⅲ型。道管 と放射組織

間壁孔は階段型 とされるが,やは り不鮮明であった。類似樹種にコブシ(ν 力θうグdDC)が あるが,放射組織は殆ん

ど 2細胞幅以内であることか ら,ホ オノキとした。

材質は,加工性極めて容易,耐久性小,比重やや小,強度やや小。

(D カゴノキ ス訪ゲ%θttψ力%ι 協%ε力 J力 MEISN (図版35～ 37)

散孔材。道管径は100μ 前後, 2～ 3個接続したものが認められる。分布数は20/mm2で少ない。軸方向柔組織は周囲

状が著 しい。放射組織 1～ 2細 胞,異性Ⅲ型。ピスフレックが認められる。腐朽が著 しいため,せん孔,異形細胞



等は不鮮明であった。

材質は,データが少ないが比重やや大で執性があるとされる。

10 イ ス ノ キ  Dλ 妙′ゲク2紹 碇 %賜 2 SIEB et ZUcc (図 版 38～ 39)

散孔材。特徴的な赤褐色である。道管直径は30～ 70μ で極めて小さく, ほぼ均等に分布。階段状せん孔をもつ。道

管内にゴム状物質が認められる。軸方向柔組織は散在および線状。内部に結晶がある。放射組織は 1～ 2細胞幅,異

性 Iな いしⅡ型。

材質は,加工困難,耐久性大,比重大,強度大。なお,産地は本州南部以南であり,富 山県に自生 した例は報告さ

れていない。

10 ウ ワ ミズ ザ ク ラ  兄吻 2クS ξγαノα%α MAXIM (図 版 40～ 42)

散孔材。道管は放射方向に 2～ 3個接続するものがあり,孤立道管径は放射方向で20～ 80μ ,晩材部に向って次第

に数 と径を減ずる傾向にある。軸方向柔組織は不顕著。放射組織は 1～ 10細 胞幅,異性Ⅲ型。

材質は,加工性普通,耐久性大,比重中庸,強度やや大。

QO キハ ダ  動 冴励 %プ知%α%%陀盗 ι RuPR (図 版 43～ 45)

環孔材。孔圏道管 2～ 3列 ,孤立または 2～ 3個接続,径は放射方向に100～ 200μ 。孔圏外道管は波状,接線状な

どに接続, らせん肥厚が認められる。軸方向柔組織は帯状のものが顕著。放射組織は 1～ 5細胞幅,同性。木繊維に

隔壁が認められる。

材質は,加工性普通,耐久性不明,比重やや小,強度中庸。

QO カエデ属 A箆/spp

散孔材。道管の多くは孤立または2な いし数個放射方向に接続。孤立管孔径30～ 100μ 。軸方向柔組織はターミナル

状,隋伴散在状 など。放射組織は 1～ 5細胞幅,概ね同性。 しば しば ピスフレ ツクが現 われる。

材質は,加工性普通,耐久性小,比重やや大,強度やや大。

eD トチ ノキ 46じク′第 励ん婉α″ BLUME (図 版46～ 47)

散孔材。道管は孤立 または 2な い し数個放射方向に接続。孤立管孔径30～ 100μ でやや小 さい。らせん肥厚が認め ら

れる。軸方向柔組織はター ミナル状。隋伴状。放射組織は単列同性で層階状配列を示す。

材質は,加工容易,耐久性極めて小,比重中庸,強度中庸。

QO ム ク ロ ジ  &砂 ケ%ガ然 吻 %筋鰯 ケGAERTN (図 版 48～ 49)

環孔材。孔圏道管は放射方向に100～ 300μ , 1～ 3列 である。孔圏外道管は著しく小さく, らせん肥厚が認められ

る。軸方向柔組織は幅の広い隋伴帯状が著しい。放射組織は 1～ 3細胞幅,同性。木繊維に隔壁がある。

材質はデータ不足。比重やや大であるが脆弱であるとされる。

90 ハ クウンボク Sゥ%傷 οうα齢力 SIEB et ZUCC(図 版50～ 51)

一般的には散孔材 とされるが,試料は年輪幅約 4 mmで あ り,環孔材の様相 を示す。道管径 は早材部 で100μ ,晩材部

で30μ 程度である。 軸方向柔組織は短接線状の ものが顕著 である。 放射組織は 1～ 4細胞幅で, 同属のエ ゴノキ

S Jttθ%ゲ露 SIEB et ZUcc.よ りやや広い。異性 Iな い しH tt。

材質は,加工性容易,耐久性不明,比重やや大,強度中庸。

QO ヤチダモ S(転ケ%第 物α%ぬ力筋ηα RuPR varブ妙ο%歩露 MAXIM (図 版52～ 54)

環孔材。孔圏道管は 2～ 3列 で、放射方向径 は150～ 350μ 。孔圏外は散在状 である。軸方向柔組織は周囲状,翼状

で,晩材部 では連合翼状 を示す。放射組織は 1-3細 胞幅,同性。

材質は,加工性容易,耐久性 中庸,比重 中庸,強度やや大。
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90 アオダモ F宅力%クs励 %勃Tケ%岱α KoIDZ (図 版55～ 56)

環孔材。孔圏は通常 1列,道管径 は100～ 250μ 。材質はヤチグモよ りやや重硬かつ強度大。その他はヤチグモ とほ

ぼ同様。

4.利用方法と樹種特性

前節で述べたように,同定された樹種数は計26種である。表 1に は,「木製品・総括編 (図版 )」 に掲げられている

遺体について,利用方法別に樹種点数を一覧した。

各遺跡を年代順に記述すると,中小泉と正印新が弥生中・後期,江上Aが弥生後期,江上B,飯坂,東江上および

中小泉の一部が中世, ということになる。また,正印新の一部には近世 と考えられる遺物も混在している。

これらのうち,東江上遺跡の試料 2点 はいずれも「板」で,両者ともスギであったが,本表からは割愛している。

以下,利用方法と樹種特性について考察してみよう。

(1)農具

農具のうち,特に強度を必要とする鋤,鍬,え ぶり,杵にはカシ, クヌギの使用例が日立っている。クヌギの植生

の可能性については,やや検討の必要が残されているが,Vヽ ずれにしろこの結果は従来の知見と一致する。キハグ(江

上A,図版26)の 利用は強度性能からみてやや問題が残る。図版からみると,板面が平面で,他 とは異なる形状を示

すことから,鋤ではなかった可能性も強い。

石包丁形木器はいずれもムクロジである。それほど強度が必要 とはされなかったのであろうが,何か特異な性質を

利用しているのかも知れない。今後の検討が必要である。

臼はホオノキが 1点である。現代でもこうした利用が行われている。加工が容易であることが大きな理由の一つと

思われる。

(2)工具

斧柄はカシ,お よびヤマナラシである。広葉樹の強度の最大級と最小級の両者が出現していて興味深い。カシの利

用は従来の知見と一致する。ヤマナラシ (江上A,図版61)の ものはかなり小型でもあり,斧柄かどうか疑間が残る。

火鑽杵はスギ,火鑽臼はスギ,カ エデ,オ ニグルミ,ク ヌギで雑多な材を用いている。この点は検討の余地があろう。

鳴子形木器はすべてスギであった。加工が容易であったためと思われる。

(3)狩猟具・漁榜具

弓は 3点,カ ヤ,ハ クウンボク,ム クノキである。弓は材質を特に選ぶであろうことは容易に推測がつ く。いわゆ

る「弾力性」が必要である。力学的にいえば「曲げ比例限仕事量の大きい」あるいは「衝撃曲げ吸収エネルギーの大

きい樹種 といえるか も知れない。よく「執性がある」という表現がこれと対応している。また適度な曲げヤング係

数も重要であろう。試みに主要樹種の比重あたりの衝撃曲げ吸収エネルギーと曲げヤング係数の関係を図 1に 示した。

図中に,曲げヤング係数の割 りに比重あたりの衝撃曲げ吸収エネルギーの大きいと考えられる樹種を破線で区分して

みた。ここには,こ れまで弓に利用されたと考えられるイヌマキ,ヤマグワ, トネリコ属,ム クノキ,それに況代で

でも靭性,あ るいは耐衝撃性を必要 とする用途に使われている材が多く含まれている。例えばバ ノヽト,ス キ~,洋弓

などのスポーツ用品をトネリコ属,カ エデ,ブナ),銃床(オ ニグルミ),天秤棒 (ム クノキ),下駄 (ホ オノキ,キ リ),

碁将棋盤 (カ ツラ)な どである。したがってこれは一つの指標にすぎないものの,弓用樹種を選択した力学的根拠を

示す可能性があるものと考える。ただ,イ チイ,カ ヤに関しては明確な傾向は認められていない。針棄樹の場合,さ

らに異なった観′ミで検討してみることも必要であろう。なお,ハ クウンボクのデータは不明であるが,同属のエゴノ

キは靭性があるとされており,同様の材質を持つものとみられる。
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表 1 利用方法と樹種

江 上 A 江 上 B 中 /Jヽ 泉

農 具

鍬

た

鍬

ぶ

鋤

柄

り

石 包 丁 形 木 器

工 具

杵

臼

鑽

鑽

斧

火

火

柄

杵

白

鳴 子 形 木 器

狩猟具・漁掛具

弓

鏃  形

た

紡繰

紡

椅

木 器

網ｊ

櫂

錘 車

子

矢 羽 根 形 木 器

編 板

紡 織 具 の 一 部

容器,食器・ 日用具

鉢

脚  付  鉢

高     杯

糟

蓋 ま た は 底 板

杓 子

揺

下

桶

粉

　

箸

櫛

器

木

駄

漆 皿

楽 器

琴     柱

その他―・用1途不明

板

棒 ま た は 柄

カ シ ′類

ム タ ロ ジ

ク メ ギ

カ シ 類

キ ハ ダ

ム ク ロ ジ

ク メ ギ

トチ ノ キ

9

1

1

8

1

6

3

1

1

2

2-

1

1

23

1

1

1

1

2

1

2

6

3

3

3

1

2

1

6

6

1

6

ク メ ギ

タ メ
ー ギ

カ シ 類

ヤマナラシ類
ギ
ギ
な
明
ギ

ンヽ
　

　

　

グニ

カ

ス

ス

オ

不

ス

デ
・
ギ

エ

ヌ

カ

ク

カ    ヤ

ム タ ノ キ

ハクウンボク 1

モ ミ 属

ス ギ

ス

ス

ス

ス

ギ

ギ

ギ

ギ

ム ク ロジ

ヤマナラーシ

ギ トチ ノ キ

キ ハ ダ

ス   ギ

キ ハ ダ

ス   ギ

オニグルミ

ス   ギ

ス   ギ
ヨ ナ ラ

ス   ギ

類

ギ

ンヽ
　
ヌ

カ

ク

ギ

ギ
４２

４７

１

１

ム タ ロ ジ

ヤ マ グ ワ

ヨ ナ ラ

1

2

1

ス   ギ

カ ーシ 類

ア オ ダ モ

ク ヌ ギ

ス ギ

ス

ス

ギ

ギ

18

2

1

6

6

1

3

3

ウワミズザクラ

ギ

ス ギ

イテス ノキ

ケ ヤ キ

プ ナ

ス

ス

ギ

．ギ

ホ オ ノ キ

ス

ス

ギ

ギ

5

4
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表 1 利用方法 と樹種 (つづ き)

江  上   A 江  上   B 中 /1ヽ 泉 正 新 飯 坂

土木。建築用

栓

梯 子

柱・柱 根

杭

井

　

礎

矢

そ

橋

筒

　

板

板

他の

ス   ギ  21
ス   ギ  2
ス   ギ  21
ヨ ナ ラ  6
カ ツ ラ   3
ヤマナラシ  3
ヤ マ グ ワ  3
ウワミズザタラ   2
オニグル ミ  1
モ ミ 属  1
キ ハ グ  1
ヤ チ ダ モ  1
カ ゴ ノ キ  1
ス   ギ  6
ム ク ロ ジ  1
ウワミステクラ   1
ス   ギ  1

6

2

1

1

ヤマナラシ

コ ナ ラ

キ ハ ダ

6

2

1

1

シ イ ノ キ

ク ヌ ギ

ヤマナラシ

ハ ン ノ キ  4
ヤ マ グ ワ  1

鏃形木器,た も網,櫂はいずれも針葉樹で

あった。

(4)紡織具

紡織具は一般的に加工の容易な樹種が選ば

れており,ス ギが多い。

(51容器・食器 。日用具

容器・食器の大部分は紡織具 と同様の理由

で樹種が選択されているようである。ただ杓

子には重硬な広葉樹を用いているものが含ま

れている (江上A,106,109,113)。 このう

ち113の コナラは形状か ら杓子であることは

問題ないと思われる。しかし,106の クヌギ,

109の カシは,杓子の先端がやや クサビ状 を示

してお り,杓子 として用いられたとするには

疑間が残る。

下駄のうち中小泉のホオノキは中世のもの

である。これは現代 と同様である。ホオノキ

を使う理由は加工性のみならず,その軽さと

前述の耐衝撃性によるものであろう。

櫛はイスノキと同定された。イスノキが県

Oヤマグワ

。
ホオノキ           。ァォダモ

Oイ ヌコ

Oヤ

oキ リ

   Lを三:歩
オ
ζズナラ 9筆専手クラ

 ́イ毛:とilζ

キ Oマツ

衝
撃
曲
げ
強
さ
／
比
重

(k9f・ %m2)

50

0キハダ

100 150

曲げヤング係数 (× 103kヮf/cml)

図 1 単位比重あた りの衝撃曲 げ強 さと

曲 げヤング係数の関係

注 :データは「木材工業ハンドブック」 (丸善)

および富山県木材試験場未発表強度資料より
引用した。
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内で自生した例は極めて少ない。おそらく何らかの方法で,製品として移入されたものと思われる。

漆器皿にはケヤキとブナが用いられている。こうした利用方法も現代 と全 く同様である。両樹種 とも県内での自生

例は多いが,検出例はこれらのみであった。

(6)楽器

楽器はスギによる琴柱 2′ミのみであった。

(7)土木・建築用

栓および梯子はすべてスギである。

柱・柱根は 5遺跡からかなり大量に出上しているので,少 し詳しく考察してみよう。

まず江上Aである。その内訳は,組合わせのない単独柱はスギ5,カ ゴノキ,ウ ワミズザクラ,ヤマグワ各 1の計

8本であり,残 りはそれぞれ 2～ 8本の組を形成している。これらのうち最古の建築物と思われるのは SB14の 竪穴

式住居で,カ ツラ2,オ ニグルミ,ウ ワミズザクラ各 1の 4本で構成されている。また,すべて広葉樹で, しかも複

数の樹種で構成されているのはSB20の高床式倉庫がある。竪穴式住居はもう1棟 (SB19)があるが,こ れは全てス

ギの心去 り材で径は10Cm程度である。時代がやや新しいと思われるのはSB16,SB18の堀立柱建物であり,前者は 8

本 (1本不明),後者は 4本 (1本不明)の スギ心去 り材(15～ 16cm径 )で構成されている。この後者にはヤマナラシ

2本,モ ミ1本の支え柱がある。さらにSB17は 6本のコナラ柱で構成された高床式倉庫と考えられている。材はいず

れも心去 りであり,同一原木を割って用いたものと推定される。仮 りにそうであれば,原木直径は70～ 80cmと 考えら

れ, あるいは樹種がミズナラである可能性も大きい。なお SA24は スギ角材 2本のみで構成され, 門と考えられている。

他の遺跡では,江上 Bの 4本の広葉樹はいずれも心持ち,ス ギは心去 り角材であり,飯坂のものは室町時代 とされ

る心持ち広葉樹材の 5本組である。また正印新はヤマナラシのみが単独出土,ク ヌギ 1,シ イノキ 2は 3本で弥生中

期の竪穴式住居を構成している。

以上から,広葉樹心持ち材―→ スギ小径心去 り材―→ スギ中径心去 り材および大径広葉樹心去 り, という構造材の

時代的推移がほぼ認められるように思われる。したがって,先住民はまず現地近 くの小径広葉樹を伐採して竪穴式住

居を建築し,次いでスギを導入,さ らにこれを高次加工して使用した, ということになろう。ただ大径広葉樹の利用

の報告例は多くないようであり,あ るいは特殊な建築物であったのかも知れない。なお,江上Aの種子等の鑑定結果

によれば,ス ギおよびコナラの植物遺体の検出は皆無である。これに対して他の広葉樹の検出例は比較的多く,先の

時代的推移についての仮説を補強しているように思われる。

杭,橋,板類はスギが大部分を占める。井筒はウワミズザクラである。これは耐久性が高いことを利用したもので

あろう。

(8)そ の他

板類はスギが大部分である。棒または柄はやはリスギが多いが重硬な広葉樹も多く,農耕具の柄が含まれている可

含ヒ性もある。

5。  おわり1こ

樹種同定を行った件数は約500点 である。本表にはそのうち約 8割 406点 のみを掲載しており,全体の概要はほぼ推

定可能と思われる。また,顕微鏡写真もそのすべてを掲載できなかった。御了承願いたい。
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C 江上遺跡群の泥上の花粉分析

広島大学総合科学部 安  田 喜  憲

1.試料の採取 と層序

江上 A遺跡

弥生時代後期の江上 A遺跡の竪穴住居 (SB14)を取 りかこむ周濤 (SD03)か ら採取された。花粉分析試料採取地

点と層序は,遺構編図版 18・ 21に 示す如 くである。

江上 B遺跡               、

鎌倉時代後期の P五 状遺構 (SK007)と 室町時代前期の P比 状遺構 (SK106)か ら採取された黒灰色有機質シル ト

質細～中砂。花粉分析試料採取地点は遺構編図版 25。 30。 31に示す如 くである。

飯坂遺跡

弥生時代後期の 2号方形周濤墓の周濤部から採取された暗灰色有機質シル ト質細～中砂。花粉分析試料採取地点は

遺構編図版 16・ 17に示す如 くである。

正印新遺跡

江戸時代中期の井戸状遺構 (SK29)か ら採取された暗灰色有機質粘土。花粉分析試料採取地点は遺構編図版 8に

示す如 くである。

2.花粉分析の方法

花粉分析の方法は, Pit処理―一水洗――比重分離 (70%塩化亜鉛水溶液,比重2.2使用)一一水洗―一酢酸処理一

アセトリシス処理(無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液にて 3分間湯煎)一一酢酸処理一一水洗――マウントーー検鏡のllk

に行った。

花粉分析の結果は表 1な らびに図 1の花粉ダイアグラムに示した。図 1の花粉ダイアグラムは総出現花粉・胞子を

基数 とするパーセントで示した。また特徴的花粉については,頭微鏡の写真撮影を行った (図 -9)。

3.考察

弥生時代後期

江上A遺跡の竪穴住居l■ を取 り囲む濤の中から採取された泥土では,イ ネ属型 (Ottα type)が著しく高い出現率

を示す。これとともにウリ属 (ε筋じ%%λ ),ユウガオ属 (盈Tttαηα)そ れにアブラナ科 (Cruciferae),ネ ギ属 と推定さ

れるユ リ科 (Liliaceae.cf.4ιιケ%%),ク ズ属 と推定されるマメ科 (Legtlmlnosae,cf ttι 紹滋 )な どの有用植物に関連

する花粉が多くみられる。またヨモギ属 (4貌陶λ力),ア カザ科 (Chenopodiaceae),オ オバコ属 (Rテα龍騨 ),オ ナモ

ミ属 (χ2%減ケク物)イ ネ科 (Gramineae)、 ギシギシ属 (■閉 傷)な どの人里植物が多産する。さらに大量の炭片が検出

された。濤内の泥上が黒色を呈する背景には,こ の大量の炭片を含有することがかかわっているとみられる。

一方,樹木花粉の出現率は低い。スギ属 (9″力%ι知力),ハ ンノキ属 (4ι%密 ), トチノキ属 (4餌筋ι熔),二 葉マ

ツ亜属 (2%ク↓Dわ励ヴθ%),ア カガシ亜属 (O%%雰 敬 ιθ肋物%砂佑), クリノキ属 (働s勿%2),カ エデ属 (Attπ ),

ハシバ ミ属 (ω夕雰),ヤナギ属 (働ι力)な どが比較的高い出現率を示す。

しかし,こ の花粉分析の結果にしたがうかぎり,竪穴住居周辺は,イ ネ科 を中心とする草原であったとみなけれ

ばならない。全出現花粉・胞子の中で,イ ネ属型やイネ科の花粉のみが50%以上の高い出現率を示す花粉分析の結果
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は,弥生時代の遺跡の泥上の花粉分析において,たびたびみられる(例 えば安田1973・ 1974)。 この異常なイネ属型花

粉の高い出現率が,一体当時のどのような古環境を反映しているのか興味深い。図 1の花粉ダイアグラムで,近世の

遺構においても,イ ネ属型花粉の出現率はせいぜい30%以下である。 ところが弥生時代後期の濤遺構では,75.9%に

達する層準さえみられる。近世に比して弥生時代の稲作の集約度が高かったとはみられない。現時点で考えられる可

能性 としては,こ の濤遺構でイネが栽培されていたか,あ るいは,脱穀 したモ ミガラが濤に捨てられ,モ ミガラに付

着 した花粉が大量に出現するかである。

一方,弥生時代後期の飯坂遺跡の 2号方形周濤墓の周濤部からは,イ ネ属型の花粉はわずか一粒検出されただけであ

る。またイネ科の出現率 も竪穴住居をとりまく濤内の分析結果に比して低い。かわってヨモギ属,キ ク科 (Compositac),

羊歯類胞子 (Monolete spore)と , カヤツリグサ科 (Cyperaceae),フ サモ属 (物効 勿′′%%),アヤメ属 領猫)な ど

の湿地性植物の花粉が特徴的に出現する。そして炭片の出現率 も,竪穴住居址に比して低い。また樹木花粉ではスギ

属が多産 し,周辺にスギ林が存在 したことを示 している。方形周濤墓周辺において羊歯類胞子や ヨモギ属が多産する
●) 

“

)

傾向は,大阪府瓜生堂遺跡でも同様の結果がえられている (安田1982a,b)。

このように弥生時代後期の竪穴住居址周辺 と方形周滞墓周辺では,環境にかなりの相違が認められた。前者はウリ

属・ユウガオ属・ クズと推定されるマメ科 。ネギと推定されるユ リ科などの有用植物やオオバコ属・オナモ ミ属・ギ

シギシ属・イネ科などの人里植物 を多く含むイネ科を中心 とする草原であった。これに対 し後者はヨモギ属・羊歯類

胞子が優 占し,ス ギを中心 とし,こ れにハンノキ属・ハシバ ミ属・アカガシ属・クリノキ属などを混生する林分 も存

在 した。

弥生時代後期における稲作は,イ ネとともにウリ属・ユウガオ属などをセットとしてもち,オナモ ミ属 。オオバコ

属・アカザ科・ギシギシ属が雑草 として随伴 している。オナモ ミ属の高い出現率は二重県津市納所遺跡の分析結果等
6)

でも多くみられ (安田1979),弥生時代の水田農業とともに拡大した特有な随伴雑草として位置づけられよう。

鎌倉時代～室町時代

鎌倉時代の遺物包含層において特徴的な点は,ハンノキ属が高い出現率を示し,イ ネ属型の花粉出現率が低率であ

ることである。またフジと推定されるマメ科 (Leguminosae,cf脇続勿め が多産することも特徴的である。この花

粉分析の結果からみるかざり,鎌倉時代に,こ の SK007地点周辺は,水田として利用されてはいなかった。そうした

傾向は室町時代においても言える。室町時代にはヨモギ属,羊歯類胞子が優占した。

鎌倉時代は,全時代を通して, もっとも樹木花粉が高い出現率を示す。スギやハンノキの低地林が拡大している。

江上A遺跡の古墳～古代の泥土は手元にないが,弥生時代後期に比して,鎌倉時代の遺跡周辺の景観は,ス ギやハン

ノキなどの平地林の多い景観である。このハンノキ属が現在の富山湾沿岸の水田の畦や水路にそってみられるハンノ

キにつながるものであろう。

江戸時代中期

江戸時代中期の正印新遺跡の SK29遺構の分析結果では,イ ネ属型が28.4%の出現率を示し,周辺が水田として利

用されていたことを示す。興味深いのは,西 日本においては,江戸時代中期以降,ワ タなどの商品作物が導入される
俗)

とともに,ア カマツの二次林が拡大 し,人 口圧の増加による林地の荒廃が明瞭になってくる (例 えば1983)。 ところが

この正印新遺跡の分析結果では,二葉マツ亜属の出現率は低い。富山平野周辺の林地の荒廃の程度は,大阪湾沿岸や

瀬戸内海沿岸に比して,江戸時代中期においても,それほど著 しくなかったとみられる。

炭片の物語るもの
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今回の遺跡の泥土の花粉分析結果においても,大量の炭片が検出された。その出現率の変化の傾向は,時代によっ

て変化するのではなく,泥上がどのような遺構のところから採取されたかに深 くかかわっていた。同じ弥生時代後期

の遺構においても,竪穴住居跡周辺の泥土が最も多くの炭片を含み,万形周滞墓の泥上の炭片の含有量は少なかった。

また人間の居住の痕跡の少なかった鎌倉時代の出現率は低 く,水田として利用されていたとみられる近世の出現率 も,

弥生時代後期にはおよばなかった。このように炭片の出現率は,既に述べたことであるが(安 田1982),人 間の居住の

パターン,土地利用をビビッドに反映しており,遺構の性格 (住居上に近い濤かそれとも水田や方形周濤墓に近接す

る濤かといった)を 人間との接触の頻度で判断できる指標となる。
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表 1 花粉・胞子出現率表

試料採取地点・層序

花粉・胞子

江上ASD03
Bセ 7⑥層

江上ASD03
Bセ 7⑤層

江上ASD03
Bセ 7④層

江上ASD03
Bセ 7③層

江上ASD03
B地 7②層

江上ASD03
Bセ 7①層

飯坂2号方形
周溝墓⑤層

Ｂ

０７

上
Ｋ０

江
Ｓ

Ｂ

０６

上
Ｋ．

江
Ｓ

正 印新
S K 29

個  % 個  % 個  % 個  % 個  % 個  % 個  % 個  % 個  % 個  %

4♭淋 (モ ミ属 )

Ts%g,(ッ ガ属 )

p%z7st驚蜜犠 )

Pr%盗 t2望筆ヽア監撞)

Oψわ物θ絢ク(ス ギ属 )

Cupressaceae(ヒ ノキ科 )

駐力め   (コ ウヤマキ属 )

働′ル (ヤナギ属 )

協 勿ηS(オ ニグルミ属 )

p夕πγχ (サ ヮグルミ属 )

鹿蕨″ (カ バノキ属 )

スどηクs(ハ ンノキ属 )

の″′ηクS(ク マシデ属 )

働ヮ′2vs(ハ シバ ミ属 )

員をクs(ブナ属 )

切η分 (ニ レ属 )

紛ルο%(ケヤキ属 )

スθ¢″(カ エデ属 )

ЯttαゆCa響 (ノ グルミ属 )

46θク′第 (ト チノキ属 )

F/7/力熔 (ト ネリコ属 )

7 18

1 03

1 03

1 0,3

4 1.0

12   3.0

1 0.3

6 15

1 03

6 15

1 0.2

1 02

1 0.2

9 19

9 19

5 11

6 13

1 0.2

1 0.2

16 3.4

1 0.2

1 02

6 13

1 02

2 04

1 0.2

7 1.5

2 0.4

1

2 05

14 34

1

2 05

2 05

1 02

1 02

1 02

4 10

1 03

1 0,3

5 15

1 03

1 03

1 03

1 0,3

1 03

2 0.6

1 0.3

5 15

3 12

1 04

5 20

16 63

1 04

6 24

1 04

2 08

1 04

1 04

1 06

2 1,1

3 17

6 34

1 06

4 23

1 06

3 17

2 1.1

5 28

3 17

1

1

3

51

2

1

02

02

06

97

0,4

0.2

9

1

117

13 2.5

2 0.4

3 06

02

13

64

0,6

02

04

0.2

119

15

0,8

02

1

7

33

3

1

2

1

62

8

4

l

2

1 0,3

8 22

7 19

11 31

1 0.3

3 07

13 32

1 02

1 02

1 02

1 02

1 02

2 0.5

1 02

6

ユ

1.5

07

0.5

02

3

2
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試料採取地点・層序

花粉・胞子

江上ASD03
Bセ 7⑥層

江上A SIX13

Bセ 7⑤層
江上ASD03
Bセ 7④層

江上ASDO〔

Bセ 7③擢
江上ASD03
Bセ 7②層

江上ASDO〔

Bセ 7①擢
飯坂2号方形
周溝墓⑤層

江 上 B
S K007

江 上 B
S K106

新
２９

印
Ｋ

正
Ｓ

個  % 個  % 個   % 個  % 個  % 個   % 個  % 個   % 個  % 個  %

Legurnhosac tぞ翼牢キ客撞)

Leguminosae tゼ聰 )

ザ施 (ブ ドウ属)

刀傷 (モ チノキ属 )

aィμ (ヒ サヵキ属 )

働ικパ躍 驚鞘
)

ο姥密熔t筈7娑笠絲第)

C,磁η砂拡 (シ イノキ属 )

の s″″2(ク リノキ属 )

のケぬ (エ ノキ属 )

S妙拓筋 (エ ゴノキ属 )

肋切わ柘 (ア カメガシワ属 )

働 約力η″陶η (ク サギ属 )

TOtal AP(樹 木花粉合計 )

4 1,0

1 0.3

1 0.3

10 2.5

11 28

1 0.3

l

17.3

1 02

8 17

7 15

1 0.2

10 21

1 02

2 0,4

5 1,2

6 1.5

2 0.5

1 02

43  10.6

1 03

4 12

2 0.6

27 82

1 0.4

3 1.2

4 16

45 17.9

2 1.1

3 1,7

1 06

2 11

39 222

3

10 1,9

5 0,9

1 02

12   2.3

223

51 9,8

14 27

5 10

6 1,2

1 0.2

1 0.2

203  39.1 38 10,6

1 0.2

6 15

1 0.2

1 0,2

45 11.0

0ヮzα type(イ ネ属型 )

Gramineae(イ ネ科 )

X物励力物 (オ ナモミ属 )

4滋効ゐ力 (ヨ モギ属 )

Compodtac(キ ク科 )

Cyperaceae(カ ヤツリグサ科 )

乃るた,々ク(サ ナエタデ節 )

帰秒印%夕物 (タ デ属 )

Umbdhferae(セ リ科 )

Chenopodlaceae(ア カザ科 )

Caryophynaceae(ナ デシコ科 )

Cructtrae(ア プラナ科 )

Leguminosae t彗昇舒η婆潰?)

Moraceae t,ち珠竹努町1争ガラ属?)

Cクο夕物る(ウ リ属)

とを効α″物 (ユ ウガオ属 )

司αηttgο (オ オバコ属 )

″々物傷 (ギ シギシ属 )

SFgケチ滅力α(オ モグカ属 )

乃力効てみ吻 (ヒ ルムシロ屋 )

力″滅 容 (ツ リフネソウ属 )

拗 鉤 わ
"夕

物 (フ サモ属 )

Ranuncuttceac(キ ンポウゲ科 )

L�aceae t蟹 サ粋 紫い属 ?)

T物′ん妨 物 (カ ラマツソウ属 )

9花カヮ 肋盗 (カ ラスウリ属 )

協 (ア ヤメ属 )

Monolete spore(単 条型胞子 )

Trilete spore(三条型胞子 )

彿″%2カ (ゼンマイ属 )

Total NAP(革本花粉・胞子合計)

71

150

1

9

4

17.8

37.6

03

23

1.0

0,3

03

1

1

1 0.3

17 4,3

1 03

1 0.3

2 0.5

9,0

8.5

82 7

47 100

77  16.5

9 1.9

14 3.0

4 0,9

2 04

2 0,4

2 04

1 0.2

7 1.5

2 04

1 0.2

7 1,5

1 02

ユ

144 308

46   9,8

367  78.4

309

19

3

5

2

4

1

2

2

7519

4,7

0.7

12

05

1,0

0.2

05

0,5

0,7

0,2

3

ユ

11 2.7

2 0,5

66 201

161  48 9

1 0,3

9 2.7

1 03

4.6

3.6

03

5.2

4,3

0,3

91,8

1

3

1

17

14

1

302

103 409

14 5,6

3 1.2

8 3.2

2 08

7 2,8

1 0.4

2

16

4

1

08

63

1.6

0,4

164

1

30 11.9

11 44

821

65 369

10 57

12 68

3 1,7

1 0.6

1 06

2 11

1,1

3

2

153

5,7

77.8

l

1 02

66  12 5

53  10.0

10 1,9

19 3.6

2 04

2 0,4

1 02

1 0,2

5 019

5

1 0,2

211  40.0

33   6.3

410  77.7

16 31

54  10 4

32   6.2

12 2.3

7 1.3

11 21

3 0.6

6 12

37   7.1

1

l

3

24 6.7

50  13,9

29   8.1

2 06

3 08

1 0.3

1 03

1 0.3

4 1,1

1 03

53.3

2,8

89 4

116

111

28

14

1

1

2

1

3

1

284

27 1

6.8

3.4

02

0,2

05

0.2

0,7

0,2

17.1

3.9

89,0

AP+NAP(樹木・草本花粉十胞子総計)

AP/NAP(樹木と非樹木花粉の比)

Charcoal(木 片 ) 4306 1079

468

8004 1710

407

3095 760.4

３ ２ ９

　

　

　

３‐９‐

252

3142   1246

176

3210  1824

523

2021    382

519

770   382

360

1630 452

409

765 187
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D 江上 A遺跡およびB遺跡から出土したヒョウタン仲間

Lagenarfa slcerarra STANDL.と

メロン仲間 Cucumis melo L日 の遺体について

大阪府立大学農学部  藤  下  典  之

は じ め に

ウリ科の栽培植物の中全 有史前より日本で盛んに利用されていたものにヒョウタン仲間 L怒切α%α Sケεを紹ηα STANDL

とメロン仲間 働磁物ゐ物θんLと がある。1984年 1月 現在,それぞれの種子が108と 103の 遺跡から出上しているが,

新しい発掘に伴ってまだまだ出土してくるに違いない。筆者はこれまでに60遺跡出土のヒョウタン仲間と66遺跡出土

のメロン仲間の遺体を計測し,19編の報文にまとめてきた。それらの成果は要約すると以下のようになる。

ヒョウタン仲間 :1.縄文時代では早期の′烏浜遺跡 (福井県)か らの出土が最も古 く,その他にも6遺跡から種子

や果皮が出土し,当時から各地で利用のあった事実が明らかとなった。弥生時代になると全国各地の37遺跡から多数

の種子が出土し,2100年前ごろにはすでに栽培があったと推察できた。 2.中世以降,遺体出上の遺跡数が急減して

いるが,こ れは陶磁器 。金属器 。木器の普及によって, ヒョウタン仲間の生活用具 としての需要が減ったためであろ

う。 3.出土種子は現生の栽培種に比べるとかなり小さく,ア フリカのナイジェリアの野生型や栽培種の中で最も小

果の `セ ンナリヒョウタン'の種子よりまだ小さいものが多く,特に縄文時代と弥生時代のものにその傾向が強かっ

た。4.現生の栽培種に近い大型の種子は,古墳時代～中世にかけての 4遺跡からしか出上がない。 5.出土種子は

いずれも種皮のみの遺体で,中身の胚 と幼根は分解消失し,発芽能力のあるものは全 く認められていない。 6.出土

種子全部が発育不十分な `し いな'(empty Seed)で,東南アジアや中近東方面で普通にみられる野菜 としての利用

が想定できるような場合 もあった。 7.完形果実が 7遺跡から10果出土しているが,球型 。偏球型・フラスコ型がほ

とんどで,中央部がきれいにくびれたヒョウタン型は,近世の布留遺跡 (奈良県)か ら `セ ンナ リヒョウタン'相似

のものが 2果でただけである。 8.古代の日本におけるヒョウタン仲間の利用法は,容器 。杓などの生活用具が一般

的で,その他に種子ないし果実の食用や祭祀儀礼上の供物などもあったと思われた。

メロン仲間 :1.縄文時代晩期の菜畑遺跡 (佐賀県)か ら最古の 1粒が確認され 〔藤下1983a〕 ,弥生時代には各地

の36遺跡から多数の種子が出上しており,す でにこの頃から食生活の上で重要な品日として各地で栽培されたものと

考えられた。 2.出土種子を現生の各種メロン仲間のそれらと対比して,古代に利用された種類を推測してみた。マ

クワ・シロウリ型はすでに弥生時代の初めから渡来し栽培されていたが,その前中期の頃には野生種に近い原始的な

特性を持った雑草メロン型 (後述)の ものもかなり利用されていた。奈良・平安時代には,現在,東南アジアやイン

ド方面で栽培の多いモモルディカメロン型のものが新たに渡来し,都宮官衛の人たちに利用されていた。 3.各遺跡

からの出土種子は大きさが変異に富み (粒揃いが悪 く),日 本には古代から多種多様な種類,あ るいは未分化な状態の

種類が渡未していたことを物語っていた。中世～近世の遺跡出上の種子の大きさの変異は,現生のそれに近かった。

4.出土種子はいずれも中身が消失し発芽能力はなかった。 5.古代の日本における利用法には,果実の生食・漬物・

煮食・供物以外に,種子の食用や薬用もあったかもしれない。

江上遺跡から, ヒョウタン仲間の完形果実が複数個まとまって発掘されたとの連絡をうけて以来,富 山県埋蔵文化

財センターを三度訪ね,遺跡の性格・環境,出土状況などについて教示をうけながら,出土したウリ科植物の遺体を

計測調査してきた。その結果,江上 A・ B遺跡出上のヒョウタン仲間とメロン仲間の遺体から,植物の種類,渡来伝
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播の時期や経路を初め, 日本海側の遺跡の位置づけにも役だちそうな示唆に富む成果が得られたのでここに報告する。

材 料 お よ び 方 法

調査対象にした遺体は表 1・ 2・ 3に示したが,富 山県立山町の若宮B遺跡から出上 した種子 も併記した。表示

したもの以外に,土壊採集か ら水洗・選別まで 2年間放置されたために,ラベルが汚染 したり紛失 して,遺跡や遺構

が不明になったものがサンプルビンと種子数にして, ヒョウタン仲間で 4本 と189粒,メ ロン仲間で 3本 と12粒あっ

た。それらの中にも興味深い材料があったが論義か らは省いた。調査方法は従来から行ってきたものと同様で,ま ず

水に浸漬貯蔵中の種子 を直射 日光のあたらない室内でゆっくり乾燥させて,吸水前の大きさに戻す (水に浸潰保存中

の種子は自然乾燥させ ると小さくなり,長さと幅はヒョウタン仲間で保存時の90.0と 89,9%に ,メ ロン仲間で95.4と

98.0%に 減少する)。 次に正常,奇形,部分欠損, `し いな'(未熟または不受精による)に 分ける。計測は原則 として

正常種子全粒 を対象 とするが, 標本No(サ ンプルビン)あ たり100粒以上あるものについては,そ の中か ら無作意的

に抽出した100粒をあてた。遺繕によっては `し いな' も計測 して正常種子 と比較 した。計測には0.lmmま で読みとれ

るルーペ (ピー ク・ライ ト・スケール・ ルーペ,× 7)を使用 した。出上 した種子をヒョウタンあるいはマクワ・シ

ロウリと断定せず,仲 間の字句 を添えたのは,現在の種子でもその大きさや形態だけからでは,分類学上同属同種で

変種のみ違 うヒョウタン・ユウガオ・フクベ 。センナ リヒョウタンを識別することは全 く不可能であり,農学や植物

学分野の研究がより進んでいるマクワ・シロウリ・メロンでも同じことが言えるので,分類学上同種のものを一括 し

て仲間とした 〔藤下1984a〕 。

計 測 結 果 と 考 察

1.ヒ ョウタン仲間

1.完形果実の出土

首長フラスコ型の完全な果実 (成熟果,図版10-2)が 5果,江上A遺跡の濤 SD03の C区からかたまって出上して

いる (図版10-1)。 濤 SD03は 竪穴住居FI SB14の 周濤であるが,単にこの濤に捨てられたものなのか,濤の埋没時

やその他の時期に神霊を祈念して濤に流されたものなのか,よ くわからない。発掘担当者の間では祭祀儀礼的なもの

とは考 えられないとの意見である。数イ回の完形ヒョウタンがかたまって出土した事例は筆者の知る限りでは,弥生時

代中 。後期の下池田遺跡 (大阪府)し かなく, ともにかたまって出土している点が興味深い。

2.出土遺構別にみた種子

江上A遺跡では 7本の濤と一つの井戸および 3ヵ 所の包含層から,江上 B遺跡は濤 SD070と 穴 SK007か らそれぞ

れ出上 している (表 4)。 ここでは濤内の区と層位は省略した。濤からの出土が圧倒的に多いが,なかでも濤 SD03

と04か らがめだっていた。SD03は 上述したようにヒョウタンの完形果実 5個が発掘された住居趾の周濠で,そ こが生

活の場に近 く湿潤であったという条件のために,ほ ぼ 7な いし8果分に相当する847粒 もの種子が腐敗せずに発掘され

得たのであろう。`し いな'の I型やH型および奇形種子と,出土遺構との間には特に強い関係は見いだせなかった。

ただし,標本No(サ ンプルビンのNo)ご とでみると,`し いな'の I・ II型はともに濤SD03の No663と SD04のNo639で特

異的に高率 であったこと (表 2)か ら,同 じような熟度や受精条件のもとにあった果実に由来する種子が比較的限

られた場所に埋蔵されていたものと考えられた。

3.出土種子の特徴

(1)種子の大きさと形態

標本No(サ ンプルビンのNα )房 1に みた種子の平均長では,最小が濤SD01Nα701の 9 70mm,最大が濤SD04Nα92の 12.25
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mmであった (表 2)。 次に,正常種子が比較的ま とまって出土し,そのうえに出土遺構の違う江上A遺跡のNo662,

Nα665,Nα 701と 江上B遺跡の濤 SD 070と 若宮B遺跡からの種子,お よび江上A遺跡から出上した 5果の完形果実内の

種子の,そ れぞれ平均長 と平均幅を,他の遺跡からのそれらと比較できるようにまとめたのが第 1図 である。江上 A・

B両遺跡から出土したヒョウタン仲間の種子は,既往の他遺跡からの出土種子同様に現生のものに比べると非常に小

さく, 日本で現在入手できるこの仲間の内で,果実・種子ともに最も小さい `セ ンナ リヒョウタン'の種子よりもま

だ小さかった。土圧や水流や生物などによる変形・損傷の少ない完形果実の種子も, 5呆 とも非常に小さかった (表

1, 第 1図 )。 完形呆実Nα 4と No 2,標 本Nα701お よび若宮B遺跡の種子は,編年別に出土種子の大きさを比較した

資料 〔藤下1984a〕 からすると,縄文 。弥生時代のものに類似した小粒で,既往の計測材料の中で最も小さかった弥

生時代中期の里田原遺跡 (長崎県)の種子に近かった(第 1図 )。 メロン仲間で認められたような江上Aと 江上B両遺

跡間 (時代の間)の種子の大きさの差は,江上 B遺跡からの出土種子数が少ないこともあって明らかにできなかった。

次に江上A遺 跡からの完形果実No l～ 5,呆皮を伴わないNo662,Nα665,No701と 江上B遺跡の濤 SD070お よび若宮

B遺跡からの種子のうち,それぞれの計測した100粒 (No701は 48粒,江上B遺跡は40粒)の一粒ごとの長さと幅を点

で示して,大きさの分布や形 (細 身,太身)を理解しやす くしたのが第 2・ 3図である。図中の斜線は長さ/幅三2.0

となる直線で,種子の長さが幅の丁度 2倍ある種子がこの直線上に乗る。長さと幅の平均値だけでは種子の特徴がつ

かみにくいが,こ れらの図からは以下のようなことがわかる。 1.完形果実ごとの種子の最小粒 と履大粒の差は,長

さで1.5～ 2.6mm,幅 で0.7～ 1 5mmと なり,大 きさの変異は少なかった。 2.よ く似た形をしていた完形果実でも,No l

の種子は他の呆実のものより大きく (分布が右または上方に寄る), しかも最も太身 (分布が斜線の上側にある)であ

った。 3.江上A遺跡のNo662では,出土数が4∝粒 と非常に多かったにもかかわらず,無作意的に抽出した100粒の大

きさの変異幅は,完形呆実のそれらと大差なかった。これらは種子の大きさが遺伝的にほとんど違いのない種類,ま た

は同一種類の数呆の果実に由来する種子が,一緒に埋蔵されていたことを示すものであろう。出土種子中で最も大き

かった(分布が右上方に寄る)Nα665,逆に最も小さかった (分布が左下方に寄る)若宮B遺跡の種子についても同様

なことが言えよう。一方,江上B遺跡の濤 SD070の種子の長さと幅の開きは,計測数が完形果実の一果分の 1/2に も

およばない40粒であったにもかかわらず,それぞれ4 5mmと 2 3mmと 大きかった。これは,上述のNo 662な どとは反対に,

種子の大きさが遺伝的に違う種類の複数の呆実に由来する種子が,一緒に埋蔵されていたものとみて差し支えなかろう。

3.Nα 662の 種子は,大 きさの分布が長さ/幅 =2,0の斜線より下位の側にあり (長 さ/幅の平均値は2.28),他の遺構の

ものとは違った維長の細身の種子であった。逆に,No 701と 完形果実No 4の それは斜線より上位の側にあり (長 さ/幅

の平均値は174と 1.86),太 身のものであった。 5～ 8世紀の翁橋遺跡 (大阪府)〔藤下1984b〕 の中で,出土完形果

実に限ってみると,球型果には細身の種子が,フ ラスコ型果には太身の種子が入っている傾向の強いことを述べた。

このような種子の形と果実の型との間の関係がか りに普遍的にあるとすれば,Nα662の細身の種子は球型果のもので,

Nα701の大身の種子はフラスコ型果のものであるかもしれない。細身の種子はNo662以外にNo147,No 658に も,太身の

種子はNo7001こ も認められた。4.筆者は既往の報告書の中で,「 小粒種子三センナリヒョウタン」とする他の研究者

の同定記載に危惧のあることを再三にわたって指摘してきたが,今回の江上A遺跡から出上した完形果実では,`セ ン

ナ リヒョウタン' と比べて呆実ははるかに大きいが種子は逆に小さく (図版10-2,第 1図 ),こ れからしても,果実

(完形果)を 見ずしての種子の大きさだけからする, ヒョウタン仲間の種類 (変種)の同定がいかに難しいものであ

るかを理解いただけよう。

(2) `し いな'(empty Seed)

出土種子の形態からI型 とH型に分けた。 I型 :種皮の発育が全体に不十分な未熟種子(図版11-2)。 縫線 (ヒ ョ

ラタン仲間の種子に特有な種皮表面の縦の線条)はほとんど認められないか,発芽孔よりの部分にわずか見られる程
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度で,全体に軟らか く平たくて角ばらず,一見スイカの種子を連想させる(図版11-2)。 この程度の未熟種子は現生

のものでも発芽は不可能である。
そ
しいな' I型 を同じ遺構(同 じサンプルビン)か ら伴出した正常形の成熟種子と比

べると,No639では長さが10.78mm(前 者が `し いな' I型,後者が正常,以下同じ),幅が5.68mmと 5.60mm,No663で

は長さが10.22mmと lo.65mm,幅が5。 29mmと 5.20mmで,大 きさに大差はないが, `し いな' I型 の方がやや太身の

傾向を示した。この `し いな' I型 はNo639の 濤 SD04か ら110粒 ,No663の濤 SD03か ら182粒 とまとまって出上してい

るが,そ の他の遺構からは散見される程度で,その数も10粒前後に過ぎなかった。上記のNα639と No63ではこの I型以

外に,種度が部分的に欠損している多数の `し いな'Ⅱ 型と,少数の正常形の成熟種子が伴出している。多数の未熟

果由来の `し ぃな' と成熟果由来の正常形種子の伴出は,熟度の違う果実の種子がほぼ同じ場所に埋蔵されていたこ

とを示している。他の遺跡で同様な `し いな' I型 をまとまって出上したものに,古墳時代の水越 (大阪府),和爾

(奈良県),古墳～平安時代の吉身南 (滋賀県), 7世紀の周防国府跡 (山 口県),室町時代の草戸千軒町 (広島県)な

どの遺跡がある。Ⅱ型 :一粒の種子のうち発芽孔よりの 1/2～ 1/3の種皮のみ残 り,そ の他の部分が欠損している

もの (図版11-3)。 受精後の胚珠 (成熟すると種子になる)では珠皮 (種皮)は珠孔 (発芽孔)側 の方から発育して

いくので,その部分が他より厚 く,ご く若い未熟な状態で埋蔵されるとその部分のみが比較的残 りよく,反対側の種

皮の薄い部分は欠損してしまうものと思われる。欠損部分を紙上に復原しても正常種子は勿論のこと, `し いな'I型

よりも小さく,縫線もほとんど認められない。残存部分と欠損部分の境界の種皮がまるで歯でかみ切ったように見え

ることから,現生のスイカやカボチャの種子利用と同じように中身 (胚 と幼根)を食べたあとの皮の残 りとまちがわ

れ易い。このような特徴から `し いな' H型 は上記の I型 よりさらに若い未熟果の種子であったものと思われる。`し

いな' Ⅱ型はNo639か ら82粒 ,No 663か ら72粒,配699(遺構不明)か ら48粒 というように比較的まとまって出生してい

る。他の遺跡では平安時代の清水 (宮城県),室町時代の草戸千軒町などから出上しているが,い ずれも20粒前後であ

った。江上遺跡からの `し いな' I型 とⅡ型のまとまった数の出土に対し意義をみい出したいが,現在のところはよ

くわからない。ただし,多数の `し いな'採集は発掘,土壊採集,水洗,選出の過程の技術や姿勢に秀でたものがあ

ったことはまちがいない。未熟果に由来するとみられる多数の `し いな' が,野菜として利用しようとしたものの種

子なのか,福井県三方町の曹洞宗派で今 日みられるような祭祀儀礼上のやや未熟な供物果実の種子なのか,それとも

単に成熟に至らないうちにツルが枯死または引き抜かれたためのものなのか判然としない。これらは今後の考古学的

資料の集積によっておいおい解明されていくだろう。なお,`し いな'の 中には未熟以外に不受精に起因するものもあ

るが,現段階では両者の識別はできていない。

13)奇形種子

ヒョウタン仲間の種子は通常偏平であるが,全体が肥厚したり変形した奇形種子が,出土種子にも現生の種子にも

時にみられる。江上A遺跡ではNo665か ら16粒,No700か らは14粒,No701か らは10粒,若宮B遺跡からは19粒 と,他の

遺跡では見られなかった高い率で出土している。睫700の奇形種子は特に肥厚が日だち,ヒ ョウタン仲間の種子とは思

えないような形 (図版H-6)を していた。奇形の原因にはウイルス病などの病気の感染も推測されるが,こ れも今

後に残された課題の一つである。

2.メ ロン仲間

1.出土遺構別にみた種子

江上A遺跡では 6本の滞と一つの井戸および2ヵ 所の包含層から出土している (表 4)が,正常,奇形,`し ぃな'

を合せた総数で3盟粒,最も出土数の多かった SD03と 04の濤でもともに100粒余で,現生のメロン仲間の一呆当たり

の種子数200～ 500粒 と対比すると,遺跡・遺構当たりとも出土数は少ない。一方,江上B遺跡では濤 SDo70と 井戸

SK007の 2ヵ 所からしか出土していない (表 4)が,濤か らの出土数は正常形だけでも9,436粒 ,さ らに部分欠損の
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2,710粒 (埋此中や発掘,水洗の時に壊れたもので,同一種子を三度以上数えている可能性もある)を加えると,優に

10,000粒 を越えており,池上遺跡や藤原宮とならぶ大量出上の遺跡である。江上 A遺跡の濤 SD05と 穴 SK28・ 47の

み, ヒョウタン仲間かメロン仲間かのどちらか一方の種子しか出土していないが,その他の江上B遺跡をも含む 8遺

構からは,完全な伴出であったかどうかは確かめていないが,両方の種子が出土していた (表 4)。

2.出土種子の特徴

江上A遺跡出上の種子は,大部分が中粒 (長 さ6.1～ 8.Omm)のマクワまたはシロウリ型のものであった。ただし,

No610の 濤 SD03の正常種子68粒 中の20粒 と,Nα465(SD01),No615(SD01),No705(SD04)中の数粒は,小粒 (長

さ6.Omm以 下)の雑草メロン型 (表 3,図版12-1・ 2)であり,No96(SD04)の 数粒は大粒 (長 さ8.lmm以 上 )

のモモルディカメロン型 (表 3)であった。これらのうち,No610の 出土種子の約30%を 占めた小粒種子は雑草メロ

ンと推定され,68粒全部の長さと幅の平均値を他の遺跡から出土した種子と比べても非常に小さい(第 4図 )。 他の標

本No中 の小粒や大粒種子には,マ クワやシロウリの中の小さめや大きめの種子が混ざっている可能性 もある。上述し

た雑草メロンは世界各地に分希するが, 日本でも瀬戸内や九州西北辺の離島の畑地に雑草として,今 日もなお自生が

認められる 〔藤下1983 b o c〕 。果実の大きさはウズラからアヒルの卵大 (図版12-4)で,幼果は強烈に苦 く,成熟

すると苦味は消えるが甘味が出ず,野生種に近い原始的な特徴ばかりを持っているが,温室メロンとも,マ クワやシ

ロウリとも相互に自由に交雑できる極めて近縁な間柄にある。一方,江上 B遺跡出土の種子は,濤 SD070,井 戸 SK007

のものとも大粒種子の占める比率が高 く,特に SD070か ら出土した約10,000粒余の種子は,その40%近 くが大粒のモ

モルディカメロン型であった (表 3,第 4図,図版12-3・ 5)。 大きい種子ではその長さが10.7mmも あって明らか

にマクワやシロウリの種子ではなかった 〔藤下1980 a o b,1984a)。 キュウリの種子はメロン仲間によく似ているが,

大型で全体的に細身 (slender)で発芽孔側がとが り気味であるほか,顕微鏡でみると種皮表面の模様が違っている〔藤

下1977〕。江上 B遺跡からの大粒種子は検鏡していないが,外部形態の特徴からモモルディカメロンと推定してもほぼ

間違いなかろう。ただし,モモルディカメロン以外のもので,大粒種子をつけるような種類がもし古代に存在してい

たら話は別である。今 日までの筆者の調査で,モモルディカメロン型の大粒種子を高い頻度で出上した遺跡は,奈良。

平安時代の難波宮・藤原宮・平城京 。長岡京・平安京と多賀城などの著名な大きい都宮官行l■ 〔藤下1980b〕 ばか り

で,例外として室町時代の草戸干軒町遺跡があるくらいであった。最近,古墳～奈良時代の坂尻遺跡 (静岡県)か ら

もこの大粒種子が出土したが,その後,この遺跡も小さいながら官衡趾であることが明らかとなった。このような既

往の成果から,江上 B遺跡も官行llLではなかろうかと意見を具申したが,埋蔵文化財センターの方からは可能性なし

との見解を得た。当のモモルディカメロンは,現在も東南アジアやインド方面では盛んに栽培利用されているが, 日

本では不思議なことに本土から遠 く離れた八丈島と五島の福江島とで,絶減も間近いと心配されるほどの小面積で栽

培が伝承され,ババゴロシやバーウリの方言で呼ばれながら老人だけが食べている。このメロンは種子,果実 (図版

12-6, 1～ 3 kg)と も大型で,成熟すると芳香を放つが甘味と水気がなく,果肉はこなどなに砕ける。日本を含む

いずれの生産地でも普通砕けた呆肉に少量の砂糖をふりかけて食べている。筆者は現在のところ,こ のモモルディカ

メロンは這隋使や遣唐使などによって中国大陸から難波宮あたりにもたらされ,つ ぎつぎと畿内の都宮官衛近 くで栽

培され,大宮人たちが食用にしたものとみている。しかし,当時は砂糖の入手が極めて困難であったことや食味が日

本人の好みに合わなかったことから,中世以降急激に姿を消していったものと推測される。八丈島や福江島に残って

いたのは,イ モに似た肉質から主食代用に利用されてきたからであろう。中国でもこのメロンを “老太婆瓜"と 呼び,

主食代用にしていた時代や地域があったという。

計測対象にした弥生時代後期の江上 A遺跡の245粒 と,中世の江上B遺跡の217粒の長さの平均値はそれぞれ6.69mm

と7,73mmで,モモルディカメロン型の大粒種子の頻度が高かった江上 B遺跡の方が,雑草メロン型の小粒種子を含ん
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でいた江上A遺跡より大きかった (表 3,I第 4図 )。 これは弥生時代以降に大粒種子 (大型果実)をつける新しい種

類が,江上にもたらされ栽培されるようになったからであろう。江上 B遺跡からモモルディカ型の大粒種子が高い頻

度で出上した事実は,都宮官衛趾 との関係は別にしても, 日本海側では最初のものであるから,朝鮮半島の北部やシ

ベ リヤ方面をも含む渡来経路やその時期,栽培地などを考察していくうえに一つの重要な手がか りとなるであろう。

また,鳥浜遺跡などとともに, 日本海側に,栽培植物の系統発生学や農耕の歴史・技術あるいは食生活の究明に直結

するような文化財が埋もれていたことを示すものである。

江上A遺跡およびB遺跡から出土したヒョウタン仲間と,メ ロン仲間の遺体の特徴をまとめると以下のようになる。

ヒョウタン仲間 :①弥生時代後期の住居IIの周濤から,首長フラスコ型ヒョウタンの完形果実が 5個かたまって出土

した。これらの果実からは,一果実内に含まれる種子の粒数および大きさの変異を知ることができた。その成果は,

今後出上して くるこの仲間の種類 (果実の形態)や埋蔵個体数を推定するさいの貴重な基礎資料となろう。② :弥生

時代後期の江上A,中世の江上 B両遺跡から出上した種子は,既往の他の遺跡から出上した種子同様に, ともに現生

の栽培種のそれに比べると小さく大部分の種子は縄文・弥生時代の遺跡から出土した特に小さい種子に近いものであ

った。③種皮全体の発育が不十分な未熟種子の `し いな' I型 と,発芽孔の反対側の種皮が欠損していて I型 よりさ

らに未熟な (若い)`し いな' Ш型,お よび原因不明の奇形種子が,他の遺跡では例がないほどまとまった粒数で正常

種子と伴出した。メロン仲間 :①種子の長さが8.lmm以上あるモモルディカメロン型の大粒種子が,中世のB遺跡から

高い頻度でしかも大量に出土した。既往の調査で,こ のような大粒種子の出土様相を示した遺跡は,そ のほとんどが

奈良・平安時代の畿内を中心 とした 7箇所からなる都宮官衛FIで あった。それが江上B遺跡からの出土となると,時

代は中世であり,集落の滞と井戸からであり,さ らに日本海側で最初のものであるという特殊性がみられた。これら

の事実は,メ ロン仲間の渡来・伝播の経路や歴史と種類を追究していくうえで極めて興味深いといえよう。②中世の

江上 B遺跡の滞 SD070か らは,遺跡あたりの出土数にして最 も多い部類に入る10.000粒以上の種子が発掘された。

③江上A,江上 B両遺跡を通して,出土種子の大部分はマクワ,シ ロウリ型の中粒種子であったが,上記の大粒種子

のほかに,長さが 6 mm以 下の雑草メロン型の小粒種子も弥生時代後期の江上A遺跡から少数ではあるが出土した。

④出土遺構はヒョウタン仲間とほとんど同じであった。
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表 1 江上 A遺跡 (弥生後期 )か ら出上 したヒョウタン 盈額切α%α d滋解ηα STANDLの 完形果実に含まれていた種子

果実配  出土遺溝 発掘 日

種 子 数 種 子 の 特 徴

正 常 奇 形 部分欠損 しいな 合  計 計  測
平均長 平均幅

長さ/幅

1 溝 S D03 C区

2      〃      〃

3      〃      〃

4     〃     〃

5      〃      〃

79,10.17

〃

〃

,′

′′

99

111

114

65

112

2

3

3

4

5

0

0

3

0

11

7

0

0

0

7

108

114

120

69

135

99

100

100

65

100

10.69

9。 94

10.21

9.62

10.38

5.73

5.09

5 24

5 16

5 34

1.864

1,950

1.949

1.864

1.944

幅

ｍｍ

0

背 江上遺跡出土種子

① 〃 〃 〃完形果実の種子

。他遺跡出上種子

。現生種子 〔世界各地のもの〕

ifミ さ mm

第 I図 江上 Aおよび B遺跡 と他遺跡か ら出上 した ヒョウタン仲間の種子の大 きさ

遺跡どとの長さと幅の平均値を示した。斜めの直線は長さ/幅 =2.0を 示し斜線より上方は大身

下方は細身の種子となる
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表 2 江上 Aお よび江上 B遺跡より出上したヒョウタン仲間 L循効αttα sケχ筋%α STANDLの 種子

標本No   出土遺構 発掘 日

数子種 種 子 の 特 徴

正 常 奇  形 部分欠損
し い な

計 測
平均長 平均幅

長さ/幅
I 型 H 型

A遺 跡 〔弥生後期〕

92 S D04

117     ?

147 X16。 17, Y23・ 24

222 S D13

291 X12, Y24・ 25

466 S D02

467 S D01 A区

470    〃     〃

474    ″     〃

517 S D09

639 S D04 B区

650 S D01 D区

651    〃

652 S K28

653沼 Ъ。澪 基 )

654 S D09

655 S D13

656    〃

657 S D05

658    〃

659    〃

660 S D03

661    〃    Cじこ

662    〃     〃

663  〃  D区

664 S D04

665    〃

666 S D03 D区

668    〃     〃

669     ?

699     ?

700    ?

701 S D01 A区

B遺 跡
・
〔中世〕

S D070

S K007

若宮B遺跡 〔古墳〕

S D042

79.10。 18

79 -―――

79.09,11

79.09.17

79,08 29

79,09.12

79.09,12

79.09.12

79,10.17

79.10 -

79  -―――

79,09,20

79,10.23

79.11 -

79,10。 17

79  -―――

79,10,18

79.10,10

79 09.20

79,10。 11

79。 10.17

79  -

79.10.24

79.10,16

79,09。 21

79.06.22

2

16

11

2

7

3

1

29

15

2

6

1

2

49

368

37

106

6

74

96

7

48

40

1

286

3

1

9

1

16

6

5

14

10

6

7

1

1

1

2

2

13

6

22

3

1

2

7

182

8

7

7

1

4

6

72

5

11

48

２

０

６

１

２

７

３

０

０

１

９

５

２

６

１

０

０

０

・５

・４

０

２

４９

００

３７

０

００

６

７４

０

９６

７

４８

12.25

11.21

11,05

10,85

10.80

11.03

10。 7

11,08

10.96

10.95

11,38

12.0

11.94

11.70

10.05

10.31

11,44

10,65

11,76

10,81

10,78

11.19

11,10

9,70

11.33

10.4

9,60

6 35

5.06

5.54

5.50

5.50

5.73

5.2

5.60

5,34

5.20

5,78

66

5.61

5,10

5.00

5.37

5 01

5 20

6.14

5,35

5,39

5,73

6.31

5.56

5,97

5,8

5.08

2.213

1 993

1.977

2.051

2 127

2.292

1.921

2.280

2.047

1,913

2.021

2.000

1,953

1,759

1.743

1,897

1.890

長さ/幅は10粒以上計測した標本Noのみに記入した。
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完形果実No l 完形果実No 2 完形果実No 3

L

完形果実No 4

長 さmm

第 2図 江上 A遺跡 (弥生後期 )の周 溝 S D03か ら出上 した ヒ ョウタ ンの完形果実 に含 まれていた種子 の大 きさの変異

横軸に長さ(mm)縦草由に大さ(mm)を 示した斜めの直線は長さ/幅 =02の直線

各果実とも無作意拍出した100粒の一粒ごとの長さと幅を示し士

星印は各果実ごとの種子の平均長と平均幅

表 4 遺構別にみた出土種子数

江 上 A 壇退 跡 江上 B遺跡 若  宮
B遺 跡

溝 S D 穴 K
包含層 ? 溝 SD

070

Ｋ

７

Ｓ

０

穴

０

溝 SD
02

ヒョウタン仲間

正 常 種 子

し い な I

〃   H
奇 形 種 子

部分欠損種子

合  計

69

7

1

13

5

94

7

7

536

189

83

16

23

847

137

118

82

17

22

376

14

15

20

4

53

1

1

2

3

14

6

6 0

l

1

40

10

6

20

76

1

l

286

19

2

307

ロ ン 仲 間

正 常 種 子

ψヽ

奇 形 種 子

部分欠損種子

合  計

30

1

16

47

6

1

7

79

6

10

7

102

74

27

101 0

5 18

23

41 0

7

7

9436

2710

10,000以」 0

?遺構不明の材料 (メ ロン仲間ではA,Bも 不明 )
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表 3 江上 Aお よび江上 B遺跡より出土 したメロン仲間 (物ε筋物ぬ %ι力 Lの 種子

標本No  出土遺構 発掘 日

種 子 数 種 子 の 特 徴

正  常 奇  形 部分欠損 しいな 計  測
平均長 平均幅

長さ/幅

種 数

6.Omm 8,lmm

A遺 跡 〔弥生後期〕

13 S D13

27 S D01 A区

96 S D04

226 S D13

303 S K47

328 S D04

465 S D01 A区

468    〃     〃

469沼 Ъ。澪 雀,5

472 S D19

473認Ъ。澪笹)25

475 S D02

493 S D13

533    〃

599 S D09

600    〃

601 S D03

602 S K47

603 S D03 B区

604 S D13

605    〃

606 S D01 B区

607    〃

608   〃  D区

609 S D03

610  〃  B区

611  〃  C区

612    ?

613 S D06

614    ?

615 S D01

616    ?

617 S D09

618    〃

619 S D01

705 S D04

B遺 跡 〔中世〕

S D070

〃

S K007

79.09.12

79

79.10。 23

79.09,17

79.09.17

79.08.29

79 08.29

79.10-―

79.10.23

79  -―――

79.11.03

79  -―――

79.09。 20

79.10-―

79.10.22

79  -

79.09.20

79  -

79 10 17

79,09 -

79,07.30

79,10.16

79.09.21

79.10.21

4

21

6

5

4

4

3

1

1

1

2

8

68

1

6

11

70

13

17

1

1

1

42

205

9231

12

3

2

ユ

9

1

1

8

1

6

3

１

１

４

１

1

8

1

3

3

４

　

７

　

４

2710

1

6

100

100

12

3

2

6.75

7.47

6.30

7.04

5.85

6.60

6.56

6.0

6.61

6.80

6.56

5.1

73

71

6.20

5.8

6.90

7.2

7.4

6.0

6.95

6.23

6.32

7.2

7.20

6.72

7.73

6.60

7.80

7.20

6.0

7.10

6.62

7.53

7.99

7.46

7.53

6 85

3 12

3 65

3 13

3 36

3.00

3 35

3 30

31

3.36

3.30

3.26

2.7

3.5

3.1

3.15

3.4

3.35

34

33

3.3

3.25

2,96

3 20

33

3 36

3 23

3 80

3.13

3.87

3.4

31

3.8

3.21

3.84

4.02

3.84

3.70

3.50

2.042

1.975

2.078

2.034

2.105

2.012

2.056

1,960

1,984

1.943

3

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

5

1

3

1

1

6

1

8

19

56

3

1

長さ/幅は10粒以上計測した標本Noのみに記入した。
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A貿豊晶小No 662(S D03) A遺跡配 665(S D04)

Ｄ

　

　

　

ｏ

・

ノ

鵬
・．
∬Υ
〓

遺

　
　

“
・・

Ｂ

　

　

　

●

●
”

L
|| 14

A対壷BttNo70 1(S D01)若宮 B遺跡(S D02)

L
9      10     11     12 9      10     11     12

第 3図 江上 A, Bお よび若宮 B遺跡から出上 した種子の大 きさの変異

憧きtg要1地ξ建拌騨綱頼建岳ヨ言異均幅

麟
・

ゞ
工

・

０
　

・

幅

ｍｍ

★ 江上遺跡出上種子

。 他遺跡出土種子

◎ 奈良平安期の都宮

者B宮官衛趾出土種子

B.070

難波宮

Ｅ
”

ｏ
・
６

＼

＼

ヽ
★

●

Ａ

弐
:

A.No.705

＼

°
・

板付

里田原

＼
0

45678
長 さ mm

第 4図 江上 Aお よび B遺跡 と他遺跡から出土 したメロン仲間の種子の大 きさ

50粒以上を計測した遺跡または遺構ごと長さと幅の平均値を示した。

L
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E 桃の核の大きさ

江上A遺跡 。江上 B遺跡から桃の核が出上している。

桃は,米・ウリなどと伴に古 くから日本で栽培された果樹の 1つ である。そのため出土例も多く小清水卓二氏など

により研究が進められている〔小清水1963〕 。小清水氏によると,遺跡から発見される桃の核は,コ ダイモモ,ノ モモ,

モモ,スバイモモなどが知られている。核は,栽培・管理技術により個体差が見られるようだが古い時代のものが小

さく時代が新しくなるにつれ栽培技術の向上により核が大形化すると考えられている。

江上A遺跡では,完形品が96′ミ出土している。核は,遺跡内の濤・井戸・上砿・建物の柱根など大半の遺構内から

小数づつ出上している。中でも遺跡の中央を流れる濤 SD001(34点 )と 住居跡 SB14の周濤 SD003(21点 )か らの出

土が多い。核の大きさは,最大(全長29mm。 幅25mm),最小 (全長19.4mm。 幅16mm)と の差はみられるが,全長22～ 27

mm,幅 17～ 23mmの大きさに集まる。また核の最大・最小の差は,全長で約10mm,幅で約 9 mmを 測る。

江上 B遺跡出土品は完形品が534点 ある。核は,濤 SD016(1点 ),036(9点 ),037(14点 ),070(38点 ),土塘SK

007(432点 )か ら出土しておりSK007出土品が大半をしめる。核の大きさは,最大 (全長35mm,幅 24.5mm),最小(全

長19.4mm,幅 15,4mm)を 測り全長で15mm,幅 10mmの差が認められる。しかし,全長25～ 32mm,幅 18～ 22mmに集まり中

でも全長30mm,幅 20mm前後に最も集中する。両遺跡出上の桃の核は出土遺物から江上A遺跡が弥生後期,江上 B遺跡

が15世紀に位置づけられる。また,核は,江

上 A遺跡で長さが短か く幅広,江上 B遺跡で

は長さが長 く幅がせまい特徴 をもつ。これは

栽培技術の差であるか品種の違いを示すかは

断定できない。

鎌倉時代の桃の大きさ〔江上 B〕

・        ・ ● ■ ・

絆 i:
・

・
i・ :・

゛
l 

°

・ r・   毛
. .  ,    .

弥生時代の桃の大きさ〔江上A〕
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F 炭化米の大きさ

正印新,江上A,江上 Bの 3遺跡から,炭化米が出上した。粗殻付 き

のものと付かないものがあり,後者のものについて計測を行った。

1.工印新遺 Ltl

全部で約400粒ある。SK26の 11粒 とX13・ 14Y30出上の19粒について

計測した。 (右図上段 )

SK26は ,平安時代後半か鎌倉初期 とされる穴で,炭化米は長 さ4.2～

5。 3mm幅 2.3～ 2.9mmの ものがある。平均は長さ4.58mm幅2.52mm長 幅比1.82

である。X13・ 14Y30出土の炭化米は,出土状況から江戸時代中期のも

のとみられる。長さ4,2～ 5。 8mm幅 2.9～ 4.lmmで,平均は長さ4.93mm幅3.24

mm長幅比1.52で ある。

2.江上 A遺跡

SD01～ 05・ 09。 13, SB16・ SK31・ SA22他から出上 してお り,総量

約1.2を である。すべて弥生時代後期に属する。 SD09出 上のものが99%

を占め,それは炭化米で埋まったような出土状況であった。隣接する高

床倉庫 SB19が焼失した時にはまりこんだ可能性が強い。

SD09の 100粒を計測したが,図示しているのはそのうち20粒である。

長さ4～ 5,7mm幅2.3～ 3.3mmで,平均の長さ4.3mm幅 2,73mm長 幅比1,76で

ある。 (右図中段 )

3.江上 BttLtl

SK007,SD070か ら約1,000粒出土している。鎌倉時代に属する。SK007

の20粒について計測したが,長さ4.2～ 6 mm幅2.2～ 3.2mmで,平均の長さ

5 44mm幅 2.83mm長 幅比1,93で ある。(右図下段 )

4。 まとめ

以上の計測結果をみると,時代によって長さや幅が異なることがわか

る。弥生時代後期のものは,長さ 5 mm幅 3 mmほ どのものが多い。鎌倉時

代のものは,長さ5.5mm幅 3 mmほ どのものが多く,弥生時代後期に比べ長

くなっている。江戸時代中期は,かなリバラツキがあり,長さ4.8mm幅 3.2

mmほ どのものと,長 さ5.5mm幅 3.5mmほ どのものがあり,鎌倉時代のもの

に比べ長さは変わらないが幅の広いものがある。平安時代後半か鎌倉時

代初期 とされる工印新遺跡 SK26の ものは, 江上 A遺跡の炭化米より小

さく米の長さが時代を経るにつれ大きくなる傾向にあるとするとおかし

い。県内の資料では,過去に弥生時代中期 とされる炭化米の計測が行わ

れている〔佐藤1971〕。高岡市石塚遺跡のもので, 6粒である。平均の長

さ4.7mm幅 3 mm長幅比1.57で ある。この数値は,正印新遺跡出上の江戸
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時代中期のものに近い数値で,果 して弥生時代中期であるのか問題をなげかけている。平安時代後半,鎌倉初期 と

れる正印新の炭化米が小さいといったこともあり, もう少し多くの資料を測定して,結論を出したい。

G 動物遺体

動物遺体は,江上 A遺跡 と江上 B遺跡か ら出上 した。早稲田大学教育学部金子浩昌氏の同定により,次表のとお り

である。 (写真は実大 )

遺跡名・出土区 種 類・部 位 備   考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

江上 ASD01 C区
〃 X20Y29
〃 SD 03

江上 B SD 070
〃   〃

〃   〃

〃   〃

〃   〃

〃 SD 014 X 21 Y 58

〃 〃 X17Y58

カエル類 隆勝骨片
ニホンジカの中手・中足骨

獣骨 (種名不明 )

スズキ 右歯骨片・椎骨片

クロダイ 上顎骨

フグ類 ?尾椎骨

魚骨片
〃

獣骨片

人骨大腿・睡骨片

弥生時代後期

骨針 火熱を受けている。
〃

鎌倉時代

火熱 を受けている。

江上 A。 江上 B遺跡から,採取土壌の水洗選別によって,昆虫の翅・足・頭・卵・蛹など,約20サ ンプルを得た。

種子の同定をお願いした粉川昭平先生によれば,ハチとかアリ(1莫翅 目),ゾウ虫や甲虫 (鞘翅 目),ハエとかアブ(双

翅 目)な どがあるらしい。当時の生活環境を知るうえでも,こ れら昆虫の同定はぜひ必要なものであるが,今回は機

会がなく,行えなかった。

H 日Ｌ

□

▲
こ
建
轟
覆
理
電
機

鮭

麟

醒鶴阻 電鱗団 葵ロ

餌
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図版 I

l.マ ツ属 (複維管束亜属):江上A― SD01,× 1 2.スギ属:江上 B― SD 070,× 5 3.イ ヌガヤ:江上 A― SD01・ SD04,× 1.5 4.カ ヤ :

江上A― SD05。 SD01,X1 5.ア カガシ?:江上A― S D01,× 1.5 6.オ ニグルミ :江上 A― SD01,× 17.ブナ :江上A,× 1.5

8.コ ウゾ:sD09,× 12 9。 マヤグワ:江上 A― S D13,× 1510.ア サ :江上 A― SD13,× 8 ■.ソ バ属 :江上 B― SK007,× 5 12.イ シ

ミカワ:江上 B― S E 007・ 江上A― S D13,× 7 13.ミ ゾソバ :江上 A― SD 13,× 7 14.マ ルミノヤマゴボウ :江上 A― SD 13,X10

15.マ タタビ:江上 A― SD09,× 20 16.コ ブシ:江上A,× 3 17.ア オツヅラフジ:江上 B― SK007,× 8



図版 2

1.ア カザ:江上B― SK007,× 20 2.モモ:江上A― S D01,× 1 3.モ モ:江上B― SK007,× 1 4.サ クラ属 :江上A― SD04,× 5

5。 キイチゴ属:江上A― SD09,× 17 6.ツ バキ属:江上A― SD01,× 1 7.リ ョクトウ?:江上A,× 6 8.ア ズキ?:江上 B― SD070)

×5 9.フ ジ属:江上B― SD070,× 3 10。 カタバミ:江上A― S D09,× 14 ■.エ ノキグサ?:江上A― SD09,× 20 12.アカメガシ

ワ:江上A― SD13,× 7 13.キハダ:江上A,× 7 14.カ ラスザンショウ:江上A― SD 13,× 9



図版 3

1.イ ヌザンショウ:江上A― SK47,× 9 2.サ ンショウ属:江上A,× 7 3.ム クロジ:江上 B― SK007,× 5 4.イ タヤカエデ:江上B―

SK007,× 5 5,ト チノキ:江上A― SD01,X1 6.ク マヤナギ属 :江上B SK007,× 5 7.ネ ジキ :江上B― SD070,× 7 8.ブ ドウ属 :

江上A― SD04,× 6 9.ノ ブドウ:江上A― SD01,× 7 10.キ カラスウリ:江上B― SD070,× 3 ■.ス ズメウリ:江上 B― SK007, ×5

12.ス イカ?:江上B― SD070,× 3 13.タ ラノキ(種子):江上A― SD09,× 20 14.タ ラノキ(束U):江上 B一 S K007,X3 15。 エゴノキ:

江上A― SD03,× 2 16.ム ラサキシキブ属:江上A― SD13,× 15 17.ウ リノキ:江上A,× 4



一■
，
一辻
■

(図
版 4

1.ミ ズキ:江上 A― SD01・ SD09,× 6 2.ク マノミズキ:江上 B― SK007,× 7 3.マ メガキ ?:江上A,× 4 4.ク サギ:江上A― SD
01・ SD04,× 5 5Ⅲニワトコ:江上A― SD13,× 15 6.メ ナモミ:江上 A― SD13,× 15 7.イ ネ:江上A― SD04,× 5 8.ム ギ類 :江上

B― SD070,× 6 9.ツ ユクサ:江上 B― SD070,× 10 10.ミ クリ属 :江上A SD09,× 2011.ヒ ルムシロ:江上 B一 SK007,× 9 12.
カンガレイ属 :江上A― SD09,× 14 13.ウ キヤガラ:江上A― SD09,× 10


